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文 教 上 下 水 道 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  平成３０年３月９日（金） 午前９時５８分 開会 

               午後５時 ２分 散会  

 

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 水谷   毅 副委員長 安 藤  薫   委  員 藤浦 雅彦 

  委  員 楢村 一臣 委  員 三好 俊範   委  員 嶋野浩一朗 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森 山 一 正  教育長 箸尾谷知也 

教育次長兼教育総務部長 北 野 人 士  同部参事兼子育て支援課長 石原幸一郎 

同課参事兼家庭児童相談室長 木 下 伸 記  同課長代理 湯 原 正 治 

総務課長 溝 口 哲 也  同課長代理 藤 原 英 昭 

生涯学習課長 柳 瀬 哲 宏 

  次世代育成部長 前 馬 晋 策  学校教育課長 野 本 憲 宏 

  同課参事 奥 野 友 紀 

こども教育課長 浅 田 明 典  

  教育支援課長 撰 田 裕 美  同課参事 大 﨑 貴 子  

  上下水道部長 山 口  猛  同部理事 石 川 裕 司 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局参事兼局次長 岩見賢一郎  同局総括主査 香 山 叔 彦  

同局書記 渡 部 真 也 
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１．審査案件（審査順） 

  議案第 １号 平成３０年度摂津市一般会計予算所管分 

  議案第 ９号 平成２９年度摂津市一般会計補正予算（第７号）所管分 

  議案第３５号 平成２９年度摂津市一般会計補正予算（第８号）所管分 

  議案第 ２号 平成３０年度摂津市水道事業会計予算 

  議案第１０号 平成２９年度摂津市水道事業会計補正予算（第４号） 

議案第 ３号 平成３０年度摂津市下水道事業会計予算 

  議案第１１号 平成２９年度摂津市下水道事業会計補正予算（第３号） 

議案第２０号 摂津市一般職非常勤職員等の勤務条件等に関する条例等の一部を改 

正する条例制定の件所管分 

議案第２５号 摂津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する 

       基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件 

  議案第２６号 摂津市立児童発達支援センター条例の一部を改正する条例制定の件 
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（午前９時５８分 開会） 

○水谷毅委員長 ただいまから文教上下

水道常任委員会を開会します。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 この時期、「菜種梅雨」という言葉がよ

く出てまいりますけれども、雨がよく降り

ますが、きょうも足元の悪い中、そしてま

た年度末何かとお忙しいところ、文教上下

水道常任委員会をお持ちいただきまして、

大変ありがとうございます。 

 本日は、過日の本会議で当委員会に付託

されました平成３０年度の予算等々につ

いてご審査を賜りますが、何とぞ慎重審査

の上、ご可決いただきますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

 一旦、退席をさせていただきます。 

○水谷毅委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、藤浦委員

を指名します。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しています案のとおりに行うことに異

議ありませんでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○水谷毅委員長 異議なしと認め、そのよ

うに決定します。 

 暫時休憩いたします。 

（午前１０時   休憩） 

（午前１０時１分 再開） 

○水谷毅委員長 再開します。 

 議案第１号所管分、議案第９号所管分及

び議案第３５号所管分の審査を行います。 

 本３件について、補足説明を求めます。 

 北野教育次長。 

○北野教育次長 議案第１号、平成３０年

度摂津市一般会計当初予算のうち、教育総

務部が所管しております事項につきまし

て、予算書の事項別明細書の目を追って、

その主なものについて補足説明をさせて

いただきます。 

 まず、歳入でございますが、３０ページ

をお開きください。 

 款１３使用料及び手数料、項１使用料、

目６教育使用料は、学校施設等使用料、公

民館使用料などでございます。 

 ３８ページ、款１４国庫支出金、項２国

庫補助金、目５教育費国庫補助金は、学校

施設環境改善交付金などでございます。 

 ４６ページ、目８教育費府補助金は、ス

クールガード・リーダー配置事業補助金な

どでございます。 

 ５８ページ、款１９諸収入、項４雑入、

目２雑入は、中学校給食費負担金、小学校

給食費負担金、日本スポーツ振興センター

の保護者負担となる掛金、チャレンジャー

クラブ参加負担金などでございます。 

 続きまして、歳出でございますが、まず

民生費についてご説明いたします。 

 １１４ページから１１６ページ、款３民

生費、項２児童福祉費、目３児童福祉施設

費は、市立保育所の管理運営に係る経費で、

給食に係る賄材料費、また維持管理に必要

な修繕料、委託料などでございます。 

 続きまして、教育費についてご説明いた

します。 

 １６４ページ、款９教育費、項１教育総

務費、目１教育委員会費は、教育委員に係

る経費になっております。 

 同ページから１６８ページ、目２事務局

費は、教育委員会事務局の運営全般に係る

経費で、障害児等支援員の賃金、校務補助

嘱託員の賃金、新入学児童に対するランド

セルの購入費、個人登録をされている小学

校・幼稚園の受付員の報償費、新入学児童

に貸与する防犯ブザーの購入費、通学路の
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安全対策のための交通専従員業務委託料、

団体登録をされています小学校・幼稚園の

受付員の委託料、支援学校へ通学する肢体

不自由児の児童・生徒に対する自宅から通

学のバス停などまでの送迎タクシーの借

上経費などでございます。 

 １６８ページ、目３教育センター費は、

臨床心理士指導員、教育相談に対応する教

育指導嘱託員の報酬、小学校及び教育セン

ター配置の心理相談員、適応指導教室を運

営する教育支援嘱託員の賃金、不登校等の

児童・生徒に係るさわやかフレンドの報償

金、教育センターの維持管理に伴う光熱水

費や委託料、教育センター施設改修の修繕

料や実施設計等に係る委託料などでござ

います。 

 同ページから１７０ページ、目４教育指

導費は、中学校の部活動推進や経験の浅い

教職員の巡回指導などを行う教育指導嘱

託員、いじめ問題対策委員会委員などへの

報酬、小学校に配置しております小学１年

生等学級補助員や学校読書活動推進サポ

ーター並びにスクールソーシャルワーカ

ーなどへの賃金、学習サポーターなどへの

報償費、英語教育推進のための小・中学校

への英語指導助手派遣、小学生を対象とし

た学力定着度調査の実施、摂津ＳＵＮＳＵ

Ｎ塾開催などに係る委託料、学校園の校内

研修に対する補助金及び教育関係団体等

への補助金などでございます。 

 １７０ページ、目５教育推進費は、土曜

つながり推進事業における指導員の配置

に要する報償費などでございます。 

 同ページから１７２ページ、目６人権教

育指導費は、教育研究会負担金などでござ

います。 

 １７２ページから１７４ページ、項２小

学校費、目１学校管理費は、小学校１０校

の管理運営のための消耗品、光熱水費、備

品購入費などの経費、施設の維持管理のた

めの委託点検経費、校務員業務に係る委託

料、パソコン保守委託料、味生小学校のト

イレ改修工事に係る実施設計委託料、また、

鳥飼北小学校の屋内運動場改修工事に係

る経費、施設や設備の維持補修のための経

費でございます。 

 １７４ページ、目２教育振興費は、卒業

記念品の購入費などでございます。 

 同ページから１７６ページ、目３保健衛

生費は、学校医等に対する報酬、児童・教

職員に対する各種健康診断委託料、学校管

理下における児童の災害に対応するため

の日本スポーツ振興センター負担金、要保

護及び準要保護児童に対する医療費扶助

などでございます。 

 １７６ページ、目４学校給食費は、非常

勤の給食調理員の賃金、給食の賄材料費、

給食調理業務に係る委託料、準要保護児童

に対する給食費扶助などでございます。 

 同ページ、目５支援学級費は、小学校の

支援学級の運営経費でございます。 

 同ページから１７８ページ、項３中学校

費、目１学校管理費は、中学校５校の管理

運営のための消耗品費、光熱水費、備品購

入費などの経費、施設維持管理のための委

託点検経費、第一中学校のトイレ改修工事

に係る実施設計委託料、第一・第二・第三

の３中学校の特別教室へのエアコン設置

に係る実施設計委託料、校務員業務に係る

委託料、また施設や設備の維持補修に係る

経費でございます。 

 １７８ページから１８０ページ、目２教

育振興費は、卒業記念品の購入費などでご

ざいます。 

 １８０ページ、目３保健衛生費は、学校

医等に対する報酬、生徒・教職員に対する
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各種健康診断委託料、日本スポーツ振興セ

ンター負担金、要保護及び準要保護児童に

対する医療費扶助などでございます。 

 同ページ、目４学校給食費は、中学校給

食に係る経費でございます。 

 目５支援学級費は、中学校の支援学級の

運営経費でございます。 

 １８２ページから１８４ページ、項４幼

稚園費、目１幼稚園管理費は、幼稚園３園

の施設維持管理などに係る修繕費、保守点

検費などでございます。 

 １８４ページから１８６ページ、項５社

会教育費、目１社会教育総務費は、新修摂

津市史の編さんに係る経費、社会教育委員

報酬など、社会教育の一般的事務に係る経

費でございます。 

 １８６ページから１８８ページ、目２青

少年対策費は、青少年指導員の報酬、こど

もフェスティバル運営に係る経費などで

ございます。 

 １８８ページ、目３公民教育費は、せっ

つ生涯学習大学や生涯学習フェスティバ

ルに係る経費などでございます。 

 同ページから１９０ページ、目４公民館

費は、公民館５館の管理運営のための消耗

品費、光熱水費、備品購入費などの経費、

施設設備の維持補修のための経費でござ

います。 

 １９０ページ、目５文化財保護費は、文

化財保護審議会委員報酬などでございま

す。 

 項６図書館費、目１図書館総務費は、摂

津市民図書館等協議会委員報酬などでご

ざいます。 

 同ページから１９２ページ、目２図書館

管理費は、市民図書館及び鳥飼図書センタ

ーの管理運営に係る経費でございます。 

 以上、教育総務部が所管しております平

成３０年度一般会計歳入歳出予算につい

ての補足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第３５号、平成２９年

度摂津市一般会計補正予算（第８号）のう

ち、教育総務部に係ります事項につきまし

て補足説明をさせていただきます。 

 まず、議案第３５号の４ページの第２表、

繰越明許費についてのご説明をさせてい

ただきます。 

 款９教育費、項２小学校費、小学校施設

改修事業は、鳥飼北小学校の屋内運動場改

修工事に係るものでございます。 

 今回、国の平成２９年度補正予算におい

て交付金の内示を受け、事業費の全部を繰

り越しするものでございます。 

 次に、増額補正の主なものについてご説

明させていただきます。 

 まず歳入でございますが、１０ページ、

款１４国庫支出金、項２国庫補助金、目６

教育費国庫補助金は、学校施設環境改善交

付金で、先ほど繰越明許費でご説明させて

いただきました鳥飼北小学校の屋内運動

場改修工事に係る増額分でございます。 

 次に、歳出でございますが、１２ページ、

款９教育費、項２小学校費、目１学校管理

費は、先ほど繰越明許費でご説明しました

鳥飼北小学校の屋内運動場改修工事に係

る工事請負費などでございます。 

 以上、平成２９年度一般会計補正予算

（第８号）の補足説明とさせていただきま

す。 

○水谷毅委員長 前馬次世代育成部長。 

○前馬次世代育成部長 おはようござい

ます。 

 議案第１号、平成３０年度摂津市一般会

計当初予算のうち、次世代育成部が所管い

たします事項につきまして、予算書の事項

別明細書の目を追って、その主なものにつ
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いての補足説明をさせていただきます。 

 まず、債務負担行為でございますが、８

ページをお開きください。 

 次世代育成部に係りますものは、民間保

育所施設整備補助事業でございます。 

 これは、保育所等の整備、建てかえに対

する補助を行うため債務負担行為を設定

するもので、期間及び限度額は記載のとお

りでございます。 

 次に歳入でございますが、２８ページを

お開きください。 

 款１２分担金及び負担金、項１負担金、

目１民生費負担金は、市立保育所・私立保

育園保育料、通所給付費負担金などでござ

います。 

 ３０ページ、款１３使用料及び手数料、

項１使用料、目２民生使用料は、子育て総

合支援センター遊戯室使用料などでござ

います。 

 同ページから３２ページ、目６教育使用

料は、市立３幼稚園の保育料、学童保育室

保育料でございます。 

 ３４ページから３６ページ、款１４国庫

支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫

負担金は、私立保育園等の運営に対する教

育・保育給付費負担金、通所支援等負担金、

児童手当負担金、児童扶養手当負担金など

でございます。 

 ３６ページから３８ページ、項２国庫補

助金、目２民生費国庫補助金は、児童虐待

防止対策支援事業補助金、子ども・子育て

支援交付金、保育所等整備費交付金などで

ございます。 

 ３８ページ、目５教育費国庫補助金、節

３幼稚園就園奨励費補助金は、私立幼稚園

の保護者に対する補助金などでございま

す。 

 ４０ページから４２ページ、款１５府支

出金、項１府負担金、目１民生費府負担金

は、私立保育園等の運営費に対する教育・

保育給付費負担金、通所支援等負担金、児

童手当負担金などでございます。 

 ４２ページから４４ページ、項２府補助

金、目２民生費府補助金は、子ども・子育

て支援交付金、大阪府新子育て支援交付金、

ひとり親家庭及び子どもに対する医療費

補助金などでございます。 

 ４６ページ、目８教育費府補助金は、わ

くわく広場などに対する教育コミュニテ

ィづくり推進事業費補助金でございます。 

 ４８ページ、款１６財産収入、項１財産

運用収入、目１財産貸付収入は、私立保育

園への建物貸付収入でございます。 

 ５２ページ、款１９諸収入、項３貸付金

元利収入、目１奨学資金貸付金元金収入は、

奨学資金貸付金の償還金でございます。 

 ５８ページ、項４雑入、目２雑入は、市

立保育所に係る職員等給食費負担金、児童

主食費負担金、市立幼稚園預かり保育利用

料などでございます。 

 続きまして、歳出でございますが、まず

民生費についてご説明いたします。 

 １１２ページから１１４ページの款３

民生費、項２児童福祉費、目１児童福祉総

務費は、市立児童センター及び市立児童発

達支援センターの運営委託料、つどいの広

場に対する地域子育て支援拠点事業補助

金、児童発達支援事業等に係る通所給付費、

児童福祉施設整備費補助金、私立保育園等

の運営に対する教育・保育給付費負担金な

どでございます。 

 １１４ページ、目２児童措置費は、児童

手当及び児童扶養手当の扶助費などでご

ざいます。 

 同ページから１１６ページ、目３児童福

祉施設費は、市立保育所の施設管理運営に
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係る経費、子育て総合支援センター遊戯室

開放委託料、私立保育園等への障害児保育

補助金などでございます。 

 １１６ページから１１８ページ、目４ひ

とり親家庭福祉費は、ひとり親家庭の自立

支援に係る経費などでございます。 

 １１８ページ目５子ども医療助成費は、

子どもに対する医療費助成に係る経費で

ございます。 

 同ページ、目６ひとり親家庭医療助成費

は、ひとり親家庭に対する医療費助成に係

る経費でございます。 

 続きまして、教育費についてご説明いた

します。 

 １６４ページから１６８ページ、款９教

育費、項１教育総務費、目２事務局費は、

私立高等学校等学習支援金などでござい

ます。 

 １７４ページ、項２小学校費、目２教育

振興費及び１７８ページから１８０ペー

ジ、項３中学校費、目２教育振興費は、要

保護及び準要保護の児童・生徒に対する扶

助費などでございます。 

 １８２ページから１８４ページ、款９教

育費、項４幼稚園費、目１幼稚園管理費は、

市立幼稚園及びべふこども園の施設管理

運営に係る経費でございます。 

 １８４ページ、目２教育振興費は、私立

幼稚園園児の保護者に対する就園奨励費

補助金及び園児保護者補助金でございま

す。 

 １８６ページから１８８ページ、目２青

少年対策費は、学童保育室及び放課後子ど

も教室の運営に係る経費などでございま

す。 

 以上、次世代育成部が所管いたします平

成３０年度一般会計歳入歳出予算につい

ての補足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第９号、平成２９年度

摂津市一般会計補正予算（第７号）のうち、

次世代育成部に係る事項につきまして補

足説明をさせていただきます。 

 まず、予算書７ページをお開きください。 

 繰越明許費、民間保育所等施設整備補助

事業は、国の補助金内示の遅れから着工が

遅れたことによります繰り越しでござい

ます。 

 次に、歳入でございますが、１６ページ

をお開きください。 

 款１４国庫支出金、項２国庫補助金，目

２民生費国庫補助金は、制度改正に伴うシ

ステム改修の補助金でございます。 

 続きまして、歳出でございますが、４４

ページをお開きください。 

 款３民生費、項２児童福祉費、目１児童

福祉総務費は、制度改正に伴うシステム改

修の委託料、過年度の子ども・子育て支援

交付金などの返還金でございます。そのほ

か事業を精査し、不用額を減額いたしてお

ります。 

 以上、平成２９年度摂津市一般会計補正

予算（第７号）の補足説明とさせていただ

きます。 

○水谷毅委員長 説明が終わり、質疑に入

ります。 

 楢村委員。 

○楢村一臣委員 おはようございます。 

 それでは、順次質問させていただきます

けども、質問順位につきましては、２月６

日の文教上下水道常任委員協議会で、組織

の機構改革の説明があった順番で、教育総

務部、次世代育成部の順で、教育総務部に

つきましては教育政策課、学校教育課、教

育支援課、生涯学習課の順で、次世代育成

部につきましては、子育て支援課、家庭児

童相談課、こども教育課の順番で、予算概
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要のページを追って説明させていただき

たいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

 まず、教育政策課からです。 

 予算概要５６ページ、下段の保育所施設

維持管理事業の修繕料についてですが、平

成２９年度予算が６００万円に対して平

成３０年度予算が３５０万円というふう

な形になっていますので、平成２９年度と

平成３０年度を比較して、どうなのかとい

うふうなことでお聞きしたいと思います。 

 質問の大部分については、前年度予算と

今年度予算の違いの部分が多くあると思

いますので、同じような内容もあるかと思

いますが、よろしくお願いします。 

 予算概要１０２ページです。 

 １０２ページ、中段より少し下ですね、

小中学校通学区事業について、今回、子育

て支援課から教育政策課にかわるという

ふうなことでありますので、かわる理由で

すかね、少し教えていただけたらというふ

うに思います。 

 その事業の交通専従員業務委託料につ

いて、年々予算がふえてきていまして、恐

らく専従員がふえていっているというふ

うな形であると思われるんですけども、専

従員がふえているというふうなことであ

れば、どの地域に、どういった理由で重点

的にふやされたのか教えていただきたい

というふうに思います。 

 予算概要１１０ページ、一番下ですね、

小学校管理運営事業、中学校は管理運営事

業のほうにあるんですけど、校務員業務委

託料、下から５番目ですね、校務員業務委

託料について、予算額が平成２９年度１，

３１３万円に対して、平成３０年度予算８

７０万円というふうな形になっているの

で、それについてお教えください。 

 次ページの一番上ですね、１１２ページ

の一番上、小学校器具費が５２９万円ある

んですけども、これの内容についてお教え

ください。 

 予算概要、同じく１１２ページの小学校

施設運営事業の４行目、修繕料、こちらに

ついても、予算が平成２９年度は４，５０

０万円であって、今回は５，２００万円と

なっていますけども、その内容についてお

教えください。 

 同じく、小学校施設運営事業の下から３

番目、電話機交換業務委託料ということで、

ことし２５１万２，０００円ということで、

平成２９年度の予算から見たらちょうど

倍になっているというふうなことで、一応

内容についてお教えください。 

 予算概要１１４ページ、上段の小学校検

診事業の歯科衛生士派遣委託料の予算が、

過去の分を見ていても予算がなかったの

で新規の委託料かなというふうな形で思

われるんですけども、ここの内容について

お教えください。 

 一番下ですね、中学校管理運営事業、先

ほど小学校のほうにもありましたけど、校

務員業務委託料について、小学校と同様に、

予算の動きについてお教えください。 

 予算概要１１６ページ、中学校施設運営

事業の四つ目の修繕料ですかね、平成２９

年度が２，６００万円に対して平成３０年

度は４，０００万円となっていますので、

ちょっと内容についてお教えください。 

 同じく中学校施設運営事業の下から四

つ目ですね、樹木消毒等委託料、これが４

２万円ですか、前年度まで予算がなかった

と思われますので、新規の委託料なのかど

うかというふうなことも踏まえて、お教え

ください。 

 教育政策課については、以上です。 
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 次に、学校教育課についてですけれども、

予算概要１０６ページ、中段から下ですね、

国際理解教育推進事業の英語指導助手派

遣業務委託料ということで、市政運営の基

本方針にも載っていましたけども、通年配

置になるというふうな形で聞いています。

予算が平成２９年度と比較して、倍以上に

なっているんですけども、私、決算審査の

ときに、派遣日数を８１日から１２１日に

ふやしたというふうなことを前に聞いて

いるんですけども、平成３０年度の派遣日

数をおよそどれぐらいに、予定だと思うん

ですけど、されるのかというふうなのをお

教えください。 

 その下、学校部活動等助成事業の報償金

についてなんですけども、こちらも平成２

９年度予算が１１７万８，０００円に対し

て、平成３０年度予算が３４２万円になっ

ていることについて、お教えください。 

 次、予算概要１０８ページ、上から三つ

目、小中一貫教育推進事業についてですけ

ども、ハートプログラム委託料ですね、こ

れは逆に、平成２９年度予算が６５万円と

いうふうなことだったんですけども、平成

３０年度予算が１５万円になっているの

で、どういうふうなことなのかというのを

教えてください。 

 それでですね、学力向上推進事業に、平

成２９年度のときには学習プリント活用

補助員賃金というふうなのがあって、鳥飼

小学校、三宅柳田小学校、味舌小学校３校

に補助員がいてたみたいな話であったと

思うんですけども、今回の予算にはなくな

っていますので、どういった形になってい

るかというふうなのをお教えいただきた

いと思います。 

 それで、その学力向上推進事業の学力定

着度調査委託料ということで、今回、学力

向上の問題については代表質問でも多々

質問があって答弁がされていると思って

いて、その答弁を踏まえた上で、もうちょ

っと内容についてお聞きしたいことがあ

りましたので質問させていただきます。 

 全国学力・学習状況調査のときの話で、

教育長も代表質問で答弁されていたとは

思うんですけども、平成２７年度から平成

２８年度に対しては、全国平均から各項目

が伸びたと、平成２８年度から平成２９年

度については各項目が全国平均から離れ

たというような話があったと思うんです

けども、この全国学力・学習状況調査とい

いますと、６年生が年度当初にされている

というふうなことでお聞きしているんで

すけども、各項目が全国平均から離れた理

由については詳しくはわからないんです

が、とりあえずは６年生というのは、次の

６年生がまた同じように受けるというふ

うなことで、人がかわり、結果的に全国平

均から下がってしまうというふうなのは、

あり得る話なのかというふうなことで、ま

ずこれは思っていたんですね。次の６年生

が離されるかどうなのかというのは、また、

これはこれでわからない問題やというふ

うなことで認識はしているんですけども。 

 この学力定着度調査委託料というふう

なことで、今、平成２９年度の調査結果と

いうのをもらって、中身をずっと見させて

もらっていたんですけども、裏のほうには、

どんだけ勉強されるかとか、どんだけゲー

ムをしたりしているかとかというふうな

内容も事細かに書かれているんですけど、

私が一番気になったところで言いますと、

同一集団の経年比較というふうなところ

がありまして、要は、学年が上がっていく

けども同じ児童・生徒を対象に追っかけて

いるというふうな棒グラフだと思うんで
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すね。 

 今回、３年生と４年生のところが全体的

に見たらちょっとしんどいというような

内容のことが書かれてあるんですけども、

例えばこの同一集団経年比較の３年生の

ところの２年生のとき、３年生のときを見

ますと、これは同じ、引っ越しとかない限

りでは同じ児童やとは思うんですけども、

平均から離されているんですね。４年生を

見ると、４年生が２年生のときやったとき、

３年生やったとき、４年生であったときと

いうふうな表だと思うんですけども、４年

生が２年生のときから３年生のときに、こ

の全国テストとは違うまたテストなんで

すけど、受けたときに、平均に近づいてい

る。でも、今回につきましては、４年生の

とき受けたときには平均より離されたと

いうふうなことがあって、私自身が考える

いろいろな要素というふうなんはあるん

ですけども、この３年生が２年生のときか

ら３年生になったときに平均より離され

た、４年生が２年生から３年生のときに平

均が上がって、３年から４年生のときに平

均が下がったという、この傾向というふう

なのを、学校教育側から見てどういうふう

に考えられるかというふうなのを、まず１

回目に聞きたいなというふうに思います

ので、よろしくお願いします。 

 あと、同じ学力向上推進事業で学習指導

委託料、これも代表質問でいろいろ話があ

ったと思います。一応、今まで３会場であ

ったのが、今年度から各中学校区に１か所

ずつふやすということで５会場にすると

いうような話であったと思いますけども、

その会場によっては指導員というか、何か

つけるような話があって、予算が３０６万

円から今回は６５４万円になっていて、そ

ういうような塾の講師とかの配置とかで

すね、場所の問題もありますけど、どうい

った会場のところに、どういった形で塾講

師とかも含めて配置されるのかというよ

うな細かい話は多分代表質問の中でなか

ったと思いますので、そのあたりについて

ちょっとお聞きしたいと思います。 

 今、正雀市民ルームと鳥飼西小学校と別

府コミュニティセンターの３か所でやら

れていると思うんですけども、摂津ＳＵＮ

ＳＵＮ塾へ行かれている児童・生徒の学校

別の人数というか、どこの小学校区からど

んだけの人数が行かれているとか、例えば、

行かれている児童・生徒のテストでの学力

など認識されているのかどうかというの

をお聞きしたいと思いますので、特に学校

別に散らばりがあるとかというふうなこ

とも含めて少しお教えいただきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 新規事業となっています。そこから三つ

下ですね、学校マネジメント支援事業の一

般職非常勤職員賃金についてですけども、

人数や支援場所とか具体的な内容につい

て、この新規事業の内容についてお教えい

ただきたいと思います。 

 その下も新規事業なんですけども、魅力

ある学校づくり事業、魅力ある学校づくり

事業実施補助金があると思うんですけど

も、補助対象、補助内容、国・府から財源

を受けてというふうなことだと思うんで

すけども、この事業をするまでに当たって

の経緯とか、わかればお教えいただきたい

なというふうに思います。 

 学校教育課については、以上です。 

 続いて、教育支援課のほうに進みますけ

ども、予算概要１０６ページですね。１０

６ページの一番上の一般職非常勤職員賃

金についてですけども、平成２９年度予算

であれば、教育支援嘱託員賃金と心理相談
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員賃金というふうな形になっていたと思

うんですけど、これは一括でまとめられて

のことだろうと思うんですけど、平成３０

年度予算で一般職非常勤職員賃金として

一括になって、金額が２，４７６万円に対

して約２，７４８万円にふえていることに

ついて、お教えください。 

 その二つ下、施設維持管理事業の三つ目、

修繕料についてなんですけども、平成２９

年度は２２万円という予算に対してなん

ですが、今回、約１，０３７万円という修

繕料の予算があって、何か大きな修繕があ

るのかなというふうに思っているんです

が、内容についてお教えください。 

 予算概要１１０ページ、上から二つ目の

就学児指導事業の報償金についても、同様

に、予算が２３万５，０００円に対して４

４万２，０００円になっているので、ここ

の内容についてもお教えください。 

 その二つ下の教務用品支給事業、消耗品

なんですけども、平成２９年度は５００万

円であったんですけど、平成３０年度は１，

００８万６，０００円というふうなことに

なっていますので、ここの内容についても

お教えください。 

 教育支援課については、以上です。 

 続いて、生涯学習課についてですが、予

算概要１２０ページですね。 

 一番下ですね、摂津市史編さん事業の三

つ目、一般職非常勤職員賃金なんですけど

も、ここも同様に、平成２９年度予算が５

１７万３，０００円に対して、平成３０年

度予算が６７７万３，０００円というふう

な形になっていますので、ここについても

内容についてお教えください。 

 次ページ１２２ページのほうに行きま

して、五つ目、市史編さん地図・図面等作

製業務委託料についてなんですが、新規の

委託料かどうかわかんないんですけども、

委託する理由、内容についてお教えくださ

い。 

 １２４ページの真ん中、生涯学習フェス

ティバル開催事業の生涯学習フェスティ

バル運営等委託料について、ここも同様に、

平成２９年度５９万５，０００円に対して、

平成３０年度予算が７１万円となってい

ることの内容について、お教えください。 

 １２６ページに行きまして、公民館管理

事業の真ん中よりちょっと下のところに、

公民館総合管理委託料というのがあって

総合管理となっているんですけども、ここ

も同様に、平成２９年度予算が４２２万２，

０００円に対して４７１万９，０００円と、

総合管理の部分となっている中で、ここ予

算が動いているところがちょっと気にな

ったんで、ここの内容についてもお教えく

ださい。 

 それと１２８ページへ行きまして、図書

館施設管理事業についてですけども、修繕

料が今回は１８０万円ということなんで

すけども、昨年度は２，１１２万９，００

０円ということで、大分下がっているとい

うふうなことであって、内容について昨年、

聞いてないんでわからないんで、その辺あ

たりについてお教えいただきたい。 

 生涯学習課については、以上です。 

 次、次世代育成部のほうに移りまして、

子育て支援課。 

 予算概要５４ページ、地域子育て支援運

営事業について、昨年度の予算と見比べて

いる中で、せっつみんなで子育てねっとの

保守委託料が平成２９年度にあったかと

思うんですけども、平成３０年度予算につ

いては見当たらなかったので、なぜという

か、内容についてお教えください。 

 一番下ですね、地域子育て支援拠点事業
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補助金について、総合計画にも書かれてい

る内容でもあるんですけど、補助金の内容

についてお教えいただきたいのと、総合計

画で支援拠点の数を平成３２年度には目

標が１１か所となっているんですけども、

今のところ９か所というふうな形で聞い

ております。 

 ふやせるのかふやせないのか、今後の保

育園がふえていく状況もありますけども、

平成３２年度１１か所というふうに書か

れている内容で、今、どうお考えなのか、

少しお教えください。 

 児童発達支援事業の下から三つ目の通

所給付費なんですけども、どういう状況か

というのがわからないんですけど、平成２

８年度決算が２億６，３００万円であって、

平成２９年度予算については平成２８年

度決算の内容がわかる前でということで、

平成２９年度予算が３億３，４００万円と

いうふうなところについてはなぜかと思

ったんですけど平成３０年度の予算が３

億４，０００万円になっているので、何か

ふえる要素があるのかどうかというふう

なのが、数字的には見た目でちょっとわか

らなかったので、内容についてお教えくだ

さい。 

 ５８ページ、下のほう、子ども医療費助

成事業の内容についてなんですけども、こ

れは逆に、今回から対象年齢が１５歳から

１８歳までに拡大されるというふうに聞

いている中、平成２８年度決算が２億７，

７００万円であって平成２９年度予算が

３億１，５００万円で、もちろん拡大され

るのでふえるやろうと思っていたんです

けども、平成３０年度予算が３億３，１０

０万円というふうな形になっていますの

で、これは逆に、もう少しふえてもいいの

かなというふうなことも感じましたので、

この辺について、内容についてお教えくだ

さい。 

 次のページのひとり親家庭医療費助成

事業のひとり親家庭医療費補助金につい

てなんですけども、ここについては代表質

問でも答弁がありました。およそ１３０世

帯ぐらいで５５０万円ぐらいふえるとい

ったような話があったんですけども。 

 細かな話をして申しわけないんですけ

ど、一応、平成２９年度予算とは比較する

べきではないと思いつつ、平成２９年度予

算の７，３５０万円に対して８，０５０万

円というふうなことで、７００万円ふえて

いるみたいな形になっているんで、すべき

ではないかもわかんないんですけど、その

あたりの内容について、今回から２２歳ま

で対象としてというふうなことになって

いますんで、内容についてお教えください。 

 予算概要１１２ページ、真ん中より下の

小学校就学援助事業の要保護及び準要保

護児童に対する扶助費なんですけども、今

年度前倒しの補正予算も組んでいますし、

前倒しでというふうなことでの内容で予

算が変わるというふうなことは理解した

上での話なんですけど、中学校の就学援助

事業の同じ内容のことも含めて、確認の意

味で、前倒しの内容も含めて、もう一度、

中身についてお教えいただきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

 子育て支援課については、以上です。 

 家庭児童相談課についてです。 

 予算概要５４ページ、一番下の家庭児童

相談事業の一般職非常勤職員賃金のとこ

ろなんですけども、予算が平成２９年度は

１，０８９万１，０００円に対して、平成

３０年度予算が１，８４５万円になってい

るというふうなところで、養育支援訪問事

業のとこで計上していた部分がなくなっ
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ているので、その分もあろうかとは思うん

ですけども、それでもちょっと予算がふえ

ているのかなというふうな形で思ってい

ますので、そこの内容についてお教えくだ

さい。 

 予算概要５６ページ、家庭児童相談シス

テム改修委託料、ここの委託料については、

代表質問の中でも改修を行ってというふ

うなことで話しされましたけども、具体的

な改修内容については代表質問の答弁で

もなかったかなというふうに思っていま

すんで、改修内容について少しお教えいた

だきたいなというふうに思います。 

 その下の親子教室運営委託料について

なんですけども、ここも予算が平成２９年

度が１，２５０万円に対して平成３０年度

は１，４５０万円と、２００万円ほどふえ

ているので、ここについてもお教えいただ

きたいと思います。 

 それでですね、その二つ下の養育支援訪

問事業で養育支援訪問委託料というのが

ありまして、３０万円の予算があるんです

けども、ここずっと委託料はなかったかな

というふうに思ってますんで、これまでの

経過と委託内容について、お教えいただけ

たらというふうに思います。 

 家庭児童相談課については、以上です。 

 最後ですね、こども教育課についてです

けども、予算概要５４ページ、一番上です

ね。民間保育所等入所承諾事業についての

一番下の教育・保育給付費負担金について

ですけども、ここも同様ですね、平成２９

年度予算１８億９，４００万円ほどに対し

て、平成３０年度予算が２１億３，１７０

万円くらいになっているので、ここの内容

についてもお教えください。 

 その下、子ども・子育て支援事業の内容

についてですけども、真ん中の子ども・子

育て支援事業計画策定委託料は、平成２９

年度は４万９，０００円を組まれているん

ですけども、これもなかったかなというふ

うに思っていまして、委託するに当たって

のこれまでの経過と内容についてお教え

ください。 

 それと、その下、民間保育所等施設整備

補助事業なんですけども、今回、４億４，

９０７万円ということで、こちらも代表質

問にあって、待機児童問題に対する施設整

備費の補助金というふうには思っている

んですけども、待機児童のことで、ちょっ

といろいろお聞きしたいことがあるんで

すが、まずこの補助金、４億５，０００万

円近くの補助金、施設整備の補助金の内容

について、平成３０年度の予定の内容につ

いて、まずはお教えいただきたいというふ

うに思います。 

 それと、その下ですね、保育所等入所事

務事業の下から二つ目、実費徴収補足給付

事業補助金について、こちらもなかったか

なというふうに思っているんですけども、

こちらもこの補助金を出す経過と内容に

ついてお教えください。 

 ５６ページの一番下ですね、一番下の保

育所管理運営事業の上から二つ目、こちら

についても、一般職非常勤職員等賃金につ

いては、平成２９年度予算が１億４，４０

０万円ほどから１億９，０００万円ほどに

なっておりますので、ここについても内容

についてお教えください。 

 ５８ページの障害児保育運営事業とい

うふうなことで、平成２８年度決算が約３，

６００万円だったんですけども、平成２９

年度予算は約１億５００万円で、平成３０

年度予算、障害児保育補助金の分なんです

けど、約１億１，６００万円になっていて、

いろいろとふえる要素があるから、そんだ
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けの額になっているんかなあというふう

に思いますので、ここの内容についてお教

えください。 

 予算概要１０４ページ、真ん中の一般事

務事業のところなんですけども、臨時的任

用職員賃金の部分、ここについても同様に、

１７０万４，０００円に対して、今回、４

４２万４，０００円ほどになっているとこ

ろについて、お教えください。 

 こども教育課は、以上です。 

 平成２９年度予算と平成３０年度予算

の比較に対しての質問がほとんどと思い

ますが、内容についてご答弁をよろしくお

願いします。 

 １回目は、以上です。 

○水谷毅委員長 答弁を求めます。 

 藤原課長代理。 

○藤原総務課長代理 教育政策課に係り

ますご質問にお答えいたします。 

まず、保育所施設維持管理事業につきま

して、予算が平成２９年度予算額６００万

円と比べて３５０万円になっているとい

う内容の質問でございます。 

 施設に関しましては、計画的な修繕のほ

うを行っておりますが、施設の大多数が建

築後３０年以上たっていることから、緊急

的な修繕が大多数を占めることになって

おります。 

 平成２９年度につきましては、平成２８

年度と比べまして正雀保育所１園が減り

ましたが、修繕を十分に行えなかったとこ

ろもございましたので、平成２９年度につ

きましては６００万円の予算を計上させ

ていただきました。平成３０年度予算につ

きましては、予算計上時の執行率に基づき

予算の計上を行ったものでございます。 

 各保育所について、修繕内容については

異なりますが、主な修繕内容につきまして

は、照明不良や床の修繕、また手洗い施設

の不良など、施設の経年劣化に伴うものが

主なものとなってございます。 

 続きまして、小学校管理運営事業の小学

校器具費に関しましてご説明をさせてい

ただきます。 

 平成２９年度の予算と比べて、平成３０

年度の予算が大幅に減っている理由につ

いてでございます。 

 平成２９年度は摂津小学校の新築校舎

建設に伴いまして備品の購入の予算を計

上させていただきました。平成３０年度に

つきましては、市内１０校の机や椅子など

の経年劣化に伴う備品の入れかえを予定

しているものでございます。 

 続きまして、小学校施設運営事業におき

ます電話機交換業務委託料につきまして、

ご説明をさせていただきます。 

 こちらにつきましては、平成２９年度よ

り、市内小学校の経年劣化に伴う電話機器

の交換業務を５年計画で修繕を順次行っ

ていっているものでございます。平成２９

年度におきましては、千里丘小学校１校の

電話機器の入れかえを行いました。平成３

０年度につきましては、現在、２校の電話

機器の入れかえを予定しておりまして予

算額が倍増というような形で計上をさせ

ていただいております。 

 続きまして、小学校施設運営事業につき

ましてご説明をさせていただきます。 

 小学校施設運営事業の修繕料につきま

しては、平成２９年度の予算額が４，５０

０万円に対しまして、平成３０年度の予算

額は５，２００万円となっております。 

 こちらにつきましても、先ほど保育所施

設維持管理事業についてご説明をさせて

いただきましたが、各施設におきまして計

画的な修繕に努めておりますが、こちらに
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ついても緊急的な修繕が大多数を占めて

おります。多くの施設が３０年以上を経過

しておりまして、今年度につきましては、

高圧受電設備の更新やプールろ材の更新

などの予算を計上させていただいている

ところでございます。 

 続きまして、中学校施設運営事業の修繕

料につきましてご説明をさせていただき

ます。 

 中学校施設運営事業につきましては平

成２９年度予算が２，６００万円に対して、

平成３０年度予算は４，０００万円となっ

ております。こちらにつきましても多くの

施設が建築後３０年を経過しております。

年次的に計画的な大規模修繕を行ってお

りますが、施設だけではなくて、各施設機

器についても更新をしていく予定がござ

います。そのことから、今年度につきまし

ては、修繕料の中に、先ほど小学校におき

ましてもご説明をさせていただきました

高圧受電設備の更新やプールろ材の更新

などの予算を計上させていただいており

ます。 

 最後に、幼稚園施設運営事業の樹木消毒

等委託料に関しましての質問でございま

す。こちらのほうにつきましては、新規の

委託料かというようなご質問であったか

と思います。 

 こちらにつきましては、新規の委託とい

う形ではございません。平成２９年度まで

は環境政策課で所管をしておりました樹

木の消毒等の委託料につきまして、施設を

多数所管しております教育委員会が予算

の大半を占めることから、平成３０年度よ

り教育委員会で所管をすることになりま

して、今回、教育委員会で予算計上を行っ

ているものでございます。 

 以上、私からの説明とさせていただきま

す。 

○水谷毅委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 引き続きまして、教育政

策課に係りますご質問にお答えいたしま

す。 

 予算概要の１０２ページ、小中学校通学

区事業についてのご質問でございます。 

 こちらにつきまして、交通専従員業務委

託料がふえているのではないかという内

容と、あと所管が子育て支援課から教育政

策課にかわることについてのご質問でご

ざいます。 

 子育て支援課から教育政策課にという

ことでございますけれども、平成３０年４

月１日からの機構改革に伴いまして、これ

まで子育て支援課のほうで所管をしてお

りましたけれども、施設の所管を主に持っ

ております教育政策課のほうで、今後、児

童・生徒数の増加等に伴います校舎の増改

築整備等、そういった課題もございますの

で、通学区域と施設整備を一体で考える必

要があるものと考えておりまして、今回、

機構改革に合わせて子育て支援課から教

育政策課へ移管させていただくものでご

ざいます。 

 また、この交通専従員業務委託料の増に

つきましては、シルバー人材センターでの

業務委託に係ります賃金単価の増に伴う

上昇が主な理由となっております。また、

この平成２９年度２学期から交通専従員

を２名増員させていただいております。 

 千里丘小学校区に増員をいたしまして、

その経過といたしましては、千里丘送水所

横の千里丘３７号線沿いに増員をさせて

いただいておりまして、この地域につきま

しては、道路沿いに平成２５年度以降、分

譲住宅が建築されたということで、通学路

の安全確保がより必要になっているとい
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うような地元等の要望もございましたの

で、そのような形で増員をさせていただい

たものでございます。 

 続きまして、予算概要の１１０ページ、

小学校管理運営事業に係ります校務員業

務委託料についてのご質問でございます。 

 こちらにつきましては、平成２９年度か

ら、小学校につきましては摂津小学校と鳥

飼西小学校で委託業務を実施させていた

だいているところでございます。 

 平成２９年度当初予算のほうに計上さ

せていただいた際には、１，３１３万円で

計上させていただきまして、事前に数者の

業者から見積もりを聴取させていただき、

それをもとに予算の計上をさせていただ

きました。 

 その後、平成２９年の２月に入札を行い、

金額のほうを確定いたしまして契約を結

び、その金額に基づいて、平成３０年度以

降につきましては予算計上させていただ

いております。 

 続きまして、予算概要の１１４ページ、

小学校検診事業に係ります歯科衛生士派

遣委託料のご質問でございます。 

 こちらにつきましては、この平成３０年

度から新規で計上させていただいており

ます。 

 歯科検診につきましては、毎年度、小学

校・中学校において実施しており、学校現

場や歯科衛生士会からも要望がございま

して、どうしても検診の際、これまでは養

護教諭であったり学校の教員の方が補助

という形で記録等事務についていただい

て実施しておるんですけれども、歯科検診

に係ります専門的な用語等も当然ござい

ますので、それを記録する上で学校の教員

の負担軽減ということもあって、そのよう

な形で専門的な歯科衛生士の方を補助と

してつけさせていただく予算を計上させ

ていただいたものでございます。 

 最後に、同じ１１４ページの中学校管理

運営事業に係ります校務員業務委託料に

つきましても、先ほどの小学校の管理運営

事業の校務員業務委託料と同じで、契約後

に、額が確定した金額で平成３０年度以降、

計上しまして、入札後の差金につきまして

は、今回、補正予算として減額させていた

だいております。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 それでは、学校教育

課に係りますご質問にお答えをいたしま

す。 

 まず、国際理解教育推進事業の英語指導

助手派遣委託業務料、平成３０年度の派遣

日数でございますが、およそ２２０日程度

とし、さらに１日当たりの勤務時間を７時

間から７．５時間にふやす予定でございま

す。 

 次に、学校部活動等助成事業の報償金が

ふえている点でございますが、これまでの

部活動指導者、本市では外部指導者という

ふうな形で呼んでおりますが、次年度より

国・府より３分の１ずつ補助を受け、引率

や指導等の業務を行うことができる部活

動指導員を配置するためでございます。 

 続きまして、小中一貫教育推進事業のハ

ートプログラム委託料の件でございます。 

 予算額が減っているのは、これまで中学

１年生等を対象に人間関係づくりプログ

ラムを外部団体に委託して行っておりま

したが、次年度、当該団体から示された見

積額が当方の予算を大きく超えることが

わかったため、一部の小・中学校の経験の

浅い教員を対象としたプログラムのみの

実施とすることとしたためでございます。 
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 続きまして、学力向上推進事業で、平成

２９年度にありました学習プリント活用

補助員の賃金がなくなっている件等でご

ざいますが、これまで市内の３小学校に同

補助員を配置しておりました。 

 その成果として、高学年を中心に学習時

間がふえるなどの様子が見受けられたと

ころです。ただ、それを他校に拡充すると

いうふうな大きな成果とまでは言えない

ところがあったことを踏まえ、さらに学習

プリント活用補助員というのは、採点に係

る教員の負担を軽減するためのものでは

ございましたが、昨今の国の働き方改革の

動きを受け、総合的に教員の事務の負担を

軽減する非常勤職員を３名配置するとい

うことにいたしたため廃止をいたしたと

ころです。 

 続きまして、学力定着度調査における同

一集団の子どもたちの経年比較における

平均正答率対全国比の上がり下がりの件

でございます。 

 同一集団でも、学年が上がるたびに学習

の環境・学級の状況等が変わること、それ

から学習内容がより高度に、また範囲が広

がることなどが要因であると考えており

ます。 

 それから、学習指導委託料の摂津ＳＵＮ

ＳＵＮ塾の講師の配置等の件でございま

すが、今年度は市内３会場で実施いたしま

して、次年度より新たに、これまでなかっ

た三中校区・五中校区にも開設をして５会

場にふやしたいと考えております。補助指

導員というものを新たに配置させていた

だこうと考えていますが、それは既存の３

会場に配置を考えているところでござい

ます。 

 また、学校別人数に関してでございます

が、人数には散らばりがございます。会場

に近い学校を中心に参加人数が多く、遠い

学校からの参加が少ない状況でございま

す。 

 学力の定着の把握につきましては、年に

３回実施するテストをもとに把握をして

おります。個々それぞれの頑張りが習熟度

にあらわれているかと思います。 

 次に、学校マネジメント支援事業の一般

職非常勤職員の人数等の件でございます

が、先ほど申し上げた非常勤職員ですので、

３名を小・中学校の中から指定する３校に

１名ずつ配置をいたします。 

 業務内容といたしましては、学校内にて

プリントの印刷、掲示物の作成や掲示、そ

して、授業の準備や片づけなどの事務作業

を行うものでございます。 

 最後に、魅力ある学校づくり事業の補助

内容ですとか、これまでの経緯についてで

す。 

 不登校児童・生徒数減少に向け、市内で

効果的に取り組んできた学校の取り組み

を他の中学校区に広げていけるよう、市教

委が他府県での取り組みを参考にするた

めに開催される会に出席をするための旅

費、それから啓発に係る資料作成に係る印

刷製本費などで、全額が国から補助されま

す。 

 これを行うことに至った経緯でござい

ますが、平成２８年度より国立教育政策研

究所から第五中学校が指定を受けまして、

措置された１名の加配教員を中心に、学校

を魅力的なものとすることで新規の不登

校生徒を生み出さないようにする取り組

みを進めてまいりました。 

 今回、国立教育政策研究所が当該校の取

り組みや成果を受け、市教委が第五中学校

の取り組みを他校区に広げることについ

て研究する必要を感じられたことから、次
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年度、指定を受けることとなったものでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 撰田課長。 

○撰田教育支援課長 教育支援課に係り

ますご質問にご答弁を申し上げます。 

 予算概要１０６ページ、教育相談事業の

一般職非常勤職員賃金のご質問でござい

ますが、適応指導教室を担当しております

教育支援嘱託員と小学校、それから教育セ

ンターに配置しております心理士、心理相

談員の賃金を、このたび一本化して予算計

上をしているものでございます。 

 増額の内訳に関しましては、そのうちの

心理相談員の配置を教育センターに週１

日分増やすものでございます。 

 同じく、１０６ページ、施設維持管理事

業の修繕費に関しましてでございます。 

 このたび施設全館を教育センターとし

て使用することに当たりまして、一部改修

を平成３０年度に行いますことから修繕

費が増額になっているものでございます。 

 予算概要１１０ページ、就学児指導事業

に関するご質問でございます。 

 報償金でございますが、この報償金は特

別の配慮及び個別の支援が必要な児童・生

徒の具体的な支援等に関しまして話し合

います教育支援会議に出席していただき

ます医師や学識に対して支払います報償

金でございます。 

 教育支援会議につきまして、対象児童・

生徒の数の増加に伴いまして、会議回数が

増加することにより報償金が増額になっ

ているものでございます。 

 同じく１１０ページ、教務用品支給事業

に関してでございます。 

 平成３０年度より新しく小学校の道徳

が教科化されますことにより、教師用の教

科書、それから指導書を新たに購入するも

ので増額を図っているものでございます。 

以上でございます。 

○水谷毅委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬生涯学習課長 それでは、生涯学習

課に係りますご質問にご答弁させていた

だきます。 

 まず、予算概要１２０ページ、摂津市史

編さん事業の一般職非常勤職員賃金の増

額につきまして、その理由について答弁を

させていただきます。 

 理由といたしましては、２点ございまし

て、まず１点目といたしましては、これま

で市史編さんにつきましては、各種資料の

収集・調査等を実施しておりましたが、平

成３０年度からは、市史本編の刊行に向け

ての本格的作業に入りますため、資料調査

等の作業が増加いたしますことから、週１

勤務の非常勤職員１名を増員することに

より対応するための増額となっておりま

す。 

 理由の２点目でございますが、非常勤職

員の通勤手当につきましては、これまで上

限が１万円でございまして、予算につきま

しては、その１人当たり１万円という形で

予算計上をさせていただいておりました

が、今議会に上げさせていただいておりま

す摂津市一般職非常勤職員等の勤務条件

等に関する条例等の一部改正に伴いまし

て、平成３０年度からは１人当たりの通勤

手当の上限が２万５，０００円となります

ことから予算計上しております。 

 続きまして、１２２ページ、市史編さん

地図・図面等作製業務委託料につきまして、

まず委託料が新規かどうか、また委託する

理由、その内容につきましてご答弁をさせ

ていただきます。 

 まず、こちらにつきましては、今回、新
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規の委託料として計上させていただいて

おります。 

 こちらは、平成３０年度、来年度に新修

摂津市史第１巻に掲載いたします地図や

図面、例を挙げますと絵図、市の字の図面

とか、その他地図や図面等の作製が必要と

なっております。こちらの図面作製につき

ましては、専門的な知識や技能が必要とさ

れますことから外部に委託するものでご

ざいます。 

 続きまして、１２４ページ、生涯学習フ

ェスティバル運営等委託料の増額につき

ましてでございますが、現在、生涯学習フ

ェスティバルにつきましては、大正川の河

川敷、またガランド親水公園及びバクの家

などを使用しまして実施させていただい

ておりますが、そのうちガランド親水公園、

ちょうど９月ぐらいになりますと雑草が

非常に生えておりまして、そちらの草刈り

が必要となっております。 

 これまでは所管課の下水道事業課にて

実施していただいておりましたが、平成３

０年度からは、この生涯学習フェスティバ

ルの所管課であります生涯学習課予算で

実施することとなりましたため、その草木

剪定委託料分を増額とさせていただいて

おります。 

 続きまして、１２６ページ、公民館総合

管理委託料の増額分でございます。 

 こちらにつきましては、空調機器の管理

の増額となっております。 

 理由といたしましては、フロン排出抑制

法に基づく法定点検が公民館各館で必要

となりまして、そちらの点検項目の増加分

による増額となっております。 

 続きまして、１２８ページ、図書館施設

管理事業の修繕料の大幅な減額につきま

してご答弁をさせていただきます。 

 こちらは、平成２９年度に市民図書館の

空調機器老朽化に伴います修繕工事及び

館内放送機器、こちらも老朽化に伴います

修繕工事を実施しております。その一時費

用分が、平成３０年度には不要となります

ため減額となっております。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 湯原課長代理。 

○湯原子育て支援課長代理 それでは、子

育て支援課に係りますご質問にご答弁を

申し上げます。 

 まず、予算概要５４ページ、地域子育て

支援運営事業のシステム保守委託料の件

でございます。 

 こちらにつきましては、平成２９年度に

広報課で実施しておりますホームページ

の全面リニューアルに合わせ、せっつみん

なで子育てねっとも、リニューアルいたし

ます。ホームページの保守につきましても、

平成３０年度から広報課にて一括で保守

委託の契約をするため、今回、子育て支援

課では予算計上をしていないものでござ

います。 

 同じく、予算概要５４ページの地域子育

て支援拠点事業補助金でございます。 

 こちらの補助金の内容としましては、社

会福祉法人等が親子の交流の場の提供や

子育て相談を実施しているつどいの広場

事業の運営に対する補助金でございます。 

 基本額としまして、週３日開催する場合

は年額３５８万３，０００円、週５日開催

する場合は年額４３８万６，０００円とな

っております。 

 設置箇所の件でございますが、現在、９

か所となっております。民間事業所におき

ましても保育士の確保等の課題があると

伺っておりますが、目標である１１か所と

いう設置箇所の増に向け民間保育園等に
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働きかけを行ってまいりたいと考えてお

ります。 

 続きまして、児童発達支援事業の通所給

付費の件でございます。 

 給付費の決算の推移でございますが、平

成２７年度の決算で２億４，７４１万８，

０００円、平成２８年度で２億６，３５９

万６，０００円、平成２９年度の見込みで

すと３億円を超える見込みとなっており

ますので、今回、平成３０年度につきまし

ても増額をさせていただいている次第で

ございます。 

 予算概要の５８ページの子ども医療費

助成の金額の件でございますが、平成３０

年４月から対象年齢が１５歳から１８歳

まで拡大される分としまして、３，３５６

万円を見込んでおります。ゼロ歳から１５

歳まで既存の分の医療費につきましては、

過去の助成額の実績をもとに見込んでお

ります。 

 積算としまして、平成２９年度の予算で

いいますと、平成２７年度の実績と平成２

８年度の実績、いずれも４月から６月の診

療分の増加率を勘案しながら平成２９年

度を積算しております。 

 同様に、平成３０年度の積算につきまし

ても、平成２８年の４月から６月の診療分、

平成２９年の４月から６月の診療分の増

加率を勘案して見込んだところ、約１，７

００万円の減となることから、差し引き約

１，６００万円の増額となっております。 

 続きまして、予算概要６０ページのひと

り親家庭医療費助成事業の医療費補助金

の増額の理由でございます。 

 平成３０年４月から、２２歳までの大学

生等とその保護者に対しても助成対象と

いたします。その分として、５５０万円を

見込んでおります。従来の分につきまして

も、過去の助成額の実績として、１人当た

りの年間医療費等を勘案しながら見込ん

だところ、約１６０万円の増額となり、全

体として約７００万円の増額とさせてい

ただいております。 

 続きまして、予算概要１１２ページ、小

学校就学援助事業と予算概要１１６ペー

ジ、中学校就学援助事業にかかわるご質問

にご答弁を申し上げます。 

 これまで、中学校入学に係る学用品費に

つきましては、中学１年の８月に支給して

いたものを前倒し支給し、小学６年の２月

末に、また小学校の入学に係る学用品費に

つきましては小学１年の８月に支給して

いたものを５歳児の２月末、または３月末

に支給することから、増額となっておりま

す。 

 これに伴い、これまで中学校入学に係る

学用品費につきまして、中学校就学援助事

業で予算計上させていただいていたもの

を小学校就学援助事業にシフトすること

から、中学校就学援助事業の扶助費につき

まして減額となっているものでございま

す。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 木下課参事。 

○木下子育て支援課参事 それでは、家庭

児童相談課に係るご質問にご答弁を申し

上げます。 

 まず、予算概要の５４ページ、家庭児童

相談事業の一般職非常勤職員賃金の増額

の理由についてでございますが、要因とし

ては２点ございます。 

 １点目は、ご質問の中でございましたよ

うに、養育支援訪問事業でこれまで計上し

ておりました心理士の賃金を家庭児童相

談事業に一本化したものでございます。 

 もう１点は、増加する児童虐待に対応す
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るため、新たに非常勤の社会福祉士１人を

増員するための体制整備に係る費用とな

っております。 

 次に、予算概要の５６ページ、家庭児童

相談システム改修委託料の内容でござい

ます。 

 現在、この家庭児童相談システムを導入

いたしまして、保護者からの相談や虐待の

通告などを管理いたしております。ただ、

児童虐待のほうが増加している中で、これ

に対応していくためには未然防止の観点

が重要であるというふうに考えておりま

す。そのためには、通告として上がってく

る事例の詳細なデータを蓄積し、分析して

いく必要がございます。 

 今回の改修は、保護者や児童など家庭の

状況の詳細な情報を入力が可能となるよ

うに改修を行うもので、蓄積したデータを

分析することで、先ほどの職員体制の強化

と合わせまして今後の虐待防止につなげ

てまいりたいと考えております。 

 引き続きまして、同ページの親子教室委

託料の増額の理由でございます。 

 この親子教室は、児童の発達や親子関係

に支援が必要であると思われる世帯を対

象として実施している事業でございまし

て、親子の遊びを通じてどのような課題が

あるのかを把握し、よりよい子育てとなる

ように、発達面や子どもとの関わり方の改

善などを促してきております。 

 平成２９年度からは、社会福祉法人摂津

宥和会に本事業を委託しております。 

 今回の増額でございますが、児童の発達

の指標として心理士等による検査を委託

先で実施していくための費用で、専門の検

査器具や検査用紙などを含めて委託料と

させてもらっております。 

 引き続きまして、同ページの養育支援訪

問事業の養育支援訪問委託料の内容及び

経過についてでございます。 

 本事業は、積極的にみずから支援を求め

ることが困難な家庭を対象として、児童の

養育支援のための訪問活動を行うもので、

市で実施する研修を受講しました方を有

償ボランティアとして派遣してきており

ます。 

 ただ、緊急に支援が必要な場合や不衛生

な状態になっているご家庭への訪問など

ボランティアでの派遣が適切でないよう

な場合には、これまで職員が対応をせざる

を得ないような状況でございました。 

 先ほども申しましたように、虐待児童等、

非常に職員のほうも対応に追われている

状況がございますので、このような訪問が

必要な場合にノウハウのある事業者に訪

問をしていただくために、今回、委託料の

予算化をお願いするものでございます。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、こども

教育課に係りますご質問にお答えいたし

ます。 

 まず、予算概要５４ページ、民間保育所

等入所承諾事業、教育・保育給付費負担金

の増についてのご質問でございます。 

 この教育・保育給付費負担金ですけれど

も、保育所などで教育・保育を受けられる

場合の保護者への給付金でございますが、

制度上ですね、保護者に給付するのではな

く、施設に直接市から交付しているという

ものでございます。 

 平成３０年度、ＫＥＮＴＯひまわり園、

それから、小規模保育事業所１か所が開設

されることで、保育サービスを受ける子ど

もがふえるというところで増額というこ

とになっております。また、保育士の処遇



- 22 - 

 

改善などに伴う公定価格の上昇について

も増額の要因となっております。 

 続きまして、同ページ、子ども・子育て

支援事業計画策定委託料のご質問でござ

います。 

 こちらの計画につきましては、子ども・

子育て支援法に基づき策定するものでご

ざいまして、現計画については平成２７年

度から平成３１年度までの５年間の計画

となっております。 

 策定に当たっては、ニーズ調査を実施す

るとともにですね、子ども・子育て会議で

ご意見を伺いながら策定したものでござ

います。 

 次期計画につきましては、平成３２年度

から平成３６年度までの５年間となる予

定でございまして、平成３０年度に基礎資

料となるニーズ調査を実施しまして、平成

３１年度に策定する予定となっておりま

す。 

 続きまして、民間保育所等施設整備補助

事業の児童福祉施設整備費補助金の４億

４，９０７万円の内容でございます。 

 平成３０年度につきましては、ＫＥＮＴ

Ｏひまわり園、それから正雀ひかり保育園、

せっつ遊育園の分園、小規模保育事業所２

か所の整備に加えまして、老朽化しており

ます藤森保育園の建てかえに対する補助

金を計上しているものでございます。 

 続きまして、保育所等入所事務事業の実

費徴収補足給付事業補助金についてのご

質問でございます。 

 こちらにつきましては、新規の事業でご

ざいまして、低所得で生計が困難である世

帯の子どもが施設を利用するにあたり、保

育料とは別に保護者が支払うべき日用品

や文房具などの購入に要する経費や、行事

への参加に要する費用等の一部を補助す

るものでございまして、対象者としては、

生活保護世帯や里親世帯などで、教材費や

行事費等に対して児童１人当たり、年間上

限３万円として給付するものでございま

す。 

 また、幼稚園部分の１号認定の子どもに

対してですけれども、副食費として児童１

人当たり年間５万４，０００円を上限とし

て補足給付いたします。 

 なお、本事業につきましては子ども・子

育て支援法に規定される事業でございま

して、実施する場合は国と府から３分の１

ずつ交付金がございます。 

 続きまして、予算概要５６ページ、保育

所管理運営事業の一般職非常勤職員等賃

金の増になっている理由でございます。 

 この賃金につきましては、公立の保育所

で働く非常勤職員、それから臨時職員の賃

金を予算計上しているものでございます。 

 増加となっている理由でございますけ

れども、支援が必要な子どもがふえていて

加配の職員が増加となっていること、それ

から、育休代替分の職員の増、それに加え

てですね、交通費の上限額を引き上げたこ

とによるものでございます。 

 続きまして、予算概要５８ページ、障害

児保育運営事業、障害児保育補助金の増に

なっている理由でございます。 

 障害児保育補助金につきましては、保育

園で加配を必要とする支援が必要な子ど

もを受け入れる場合に、その人件費を補助

するものでございます。毎年、一斉受付時

に合わせて加配の申請も受け付けており、

そのときの人数をもとに予算計上をして

おります。 

 支援が必要な子どもというのが年々増

加しておりまして、平成２９年度から正雀

保育所が民営化されたことにより、正雀ひ
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かり保育園に補助金を交付しているとい

うことも増加の要因となっております。 

 最後、予算概要１０４ページ、一般事務

事業の臨時的任用職員賃金の増の理由に

ついてでございます。 

 平成２９年度、人事課で予算計上を確保

していたんですけれども、平成３０年度、

その非常勤職員の賃金をこども教育課で

予算計上したため、増額となっているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○水谷毅委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時４３分 休憩） 

（午後 ０時４６分 再開） 

○水谷毅委員長 休憩前に引き続き、再開

します。 

 楢村委員。 

○楢村一臣委員 それでは、２回目の質問

に移らせていただきます。 

 まず、教育政策課のほうですけども、保

育所施設維持管理事業、小学校の施設管理

事業、中学校の施設管理事業、修繕料のほ

うがあると思います。 

 なかなか緊急的な部分については、いつ、

どういった形で修繕をしないといけない

というようなことについてはわからない

部分も多々あるということだと思います

けども、一応、計画的な修繕もあるという

ことの話もありましたので、小学校・中学

校で言いますと、高圧受電設備の更新であ

るとかプールのろ材の更新であるとか、小

学校・中学校であったと思いますが、その

計画的な修繕的な部分について、各年度、

どれぐらい計画的な修繕というものが見

られるのかについて、お教えいただきたい

と思います。 

 小中学校通学区事業の教育政策課にか

わる理由については理解いたしました。 

 交通専従員の部分については、千里丘の

ほうで２人増員したというふうなことが

ありましたけども、これからもそういった

マンション建設とかも含めて通学中に危

険な部分というふうなこととかはあると

思いますので、そういったことがいろいろ

な形で耳に入ってくるようなことがあり

ましたら、増員するなり何するなり、これ

から対処していただいてもらえるよう要

望しておきます。 

 小学校管理運営事業の校務員業務委託

料、中学校の校務員業務委託料の内容につ

いては理解いたしました。 

 小学校器具費の内容についても、摂津小

学校の新校舎の器具費部分が減ったとい

うふうなことで理解いたしました。 

 電話機交換業務委託料については、平成

２９年度は１校、平成３０年度は２校にな

って倍になっているというふうなことで

ありましたので、理解いたしました。 

 歯科衛生士派遣委託料の分についてな

んですけども、今回が初めてということで、

今まで養護教諭であるとか先生に負担が

あったというようなことでありましたの

で、これからもやはり先生とかの負担を軽

減する意味で、こういった形でできるだけ

軽減させていくような方法であることに

ついては、やっていただきたいというふう

に思いますんで、要望いたします。 

 幼稚園施設運営事業の分については、樹

木消毒等委託料が環境政策課から移管さ

れたというふうな内容のことで理解いた

しました。 

 教育政策課については、修繕料の分だけ

再度、答弁をお願いします。 

 次、学校教育委員会に関する部分です。 

 まず、英語指導助手派遣業務委託料の部

分については、約２２０日派遣される、時
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間のほうも延ばされるというふうなこと

で、理解いたしました。 

 学校部活動等助成事業の報償金の増に

ついても、内容については理解いたしまし

た。 

 次に、小中一貫教育推進事業のハートプ

ログラム委託料の内容について、これは６

５万円から１５万円の分に減ったという

ふうなことで、一部委託するというふうな

形で話があったと思うんですけど、今まで

委託していました部分について、今後どう

されるのかということで２回目をお聞き

します。 

 学力向上推進事業の部分についてなん

ですけども、学習プリント活用補助員賃金

がなくなったことについて、内容は理解し

たんですけども、一応、学校マネジメント

支援事業の３人を３校に配置するという

ふうなところで、先ほど内容の話もあった

かとは思うんですけども、もう一回、学習

プリント活用補助員がしていた内容と、今

回、学校マネジメント支援事業で送られる

３人ですね、３校に１人ずつ配置される部

分の違いの内容だけ、確認で２回目の答弁

をお願いします。 

 それでですね、学力定着度調査委託料の

内容について、先ほど経年比較の分につい

て質問させていただきました。 

 ２年生から３年生に上がる、３年生から

４年生に上がるというふうなことで、学習

内容が変わったりですね、いろんな広がり

があって、ある部分で全国平均に近づいた

り離れたりというふうなことの答弁があ

ったと思うんですけども、ここからは私の

自論の話になるんで聞いてほしいと思う

んですけども。 

 さきに全国学力・学習状況調査の話で、

今回平成２８年度から平成２９年度には

全国平均から離れたというふうなことは、

代表質問の中でも答弁されていて、その内

容について教育長が知識・技能にかかわる

部分より活用に関する部分が弱いという

ふうな代表質問での答弁があったと思う

んですけども、これは明らかに国語Ａ・Ｂ、

算数Ａ・Ｂとあって、Ａというのが知識と

かにかかわる部分で、Ｂというのが一応活

用に関する部分であるというふうに認識

しているんです。 

 これですね、正直、ＡとＢの内容がどう

違うかというふうなのが、すごくわからな

かったんですね。それで、特にＢに関する

部分が劣るというふうなことで、どんな問

題かなあと思って、学校教育課に行って、

ちょっと見せてもらおうかなとかという

ふうなことも考えていたんですけど、家に

小学校６年生の息子がいまして、算数Ｂ、

やっぱり内容を知るためには１回ちょっ

とやってみんとあかんなあと思って、僕、

子どもの気持ちにいきなりなれるわけじ

ゃないんですけど、算数Ｂをやってみたん

です。 

 この算数Ｂというふうなのは、ちょっと

ここから余談になって申しわけないんで

すけど、大きく１、２、３、４、５とあり

まして、１－１、１－２、１－３、２－１、

２－２、３－１、３－２、４－１、４－２、

５－１、５－２とあって、この全国平均正

答率を見ると、明らかに１－１、１－２よ

り１－３が下がる、２－１より２－２が下

がる、３－１より３－２が下がると言うと

ですね、４－１より４－２が下がるという

か、４－１の正答率が６８．１％に対して、

４－２の正答率が２６．３％なんですね。

それで、５－１の正答率が６５．２％に対

して、５－２の正答率は１３．５％。 

 僕は、これをずっと一通りやっていって、
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ああこうやなあ、こうやなあというふうな

感じで思っていたんですけど、ちょっとや

っていて勘違いしていまして、４の問題と

いうのが、ハンカチとティッシュペーパー

を持ってきた人の人数に関する問題であ

ったんですね。それで４－１が「あ・い・

う・え・お」のどこに入るかというふうな

答えで、４－２はグラフが四つあって、ど

れが近いかというふうな話であって、４－

２をやっているときにですね、僕は勘違い

して、４－２のグラフが四つある中で、間

違いを探していたんです。そしたら間違い

はないんです。 

 それで、子どもに聞いたんですよ。「俺、

これは答えられへん」と子どもに聞いたら、

質問をよう読んだら質問に答え書いてあ

るんですね。答えを書いてあるというか、

質問をよう見たら答えがわかる問題であ

って、子どもにそういうふうに言われ、「あ

っ、そうやったんか」というふうに思った

んです。 

 それで、この問題って、５の問題につい

ては、確実に５－１を答えられた人じゃな

いと５－２は答えられない問題や。でも、

５－１で６５．２％答えられているのに、

５－２で答えが二択で理由をつけて書く

というふうな内容だったんですけど、正答

率１３．５％だったんですね。 

 だから、これを見て僕が感じたのが、多

分この問題の中でいえば、四択の問題って

何個かあるんですけど、これは、多分運よ

く当たる人もいてるんじゃないかという

ふうにまず考えたんですね。考えたんです

けど、結局、その５－２のこの１３．５％

の分について思ったとき、僕は４－２で理

解するのを間違えていて、どう考えても５

－２より４－２のほうが難しいじゃんと、

僕、気持ちの中でずっと思っていたんです。 

 結局、教育長は、活用に関する部分が弱

いというふうなことがあって、算数Ｂ、国

語もＢがあるんですけど、僕はまだ国語の

Ｂをやってなかったんですけども、算数の

Ｂをやっていて思ったんは、やはり僕がミ

スしたことについては問題をちゃんと読

んでなかったというふうなことが原因や

ったと思うんですけど、やっぱり問題をよ

く理解しないと解いていけないというふ

うな形になるような問題であって、ただね、

今回、全国平均から離されたことについて

は、僕は６年生が、まず同じ人でないとい

うふうなことが重い要素に上がって、下が

るときもあれば、来年、平均に近づくこと

があるというふうに思うのと、今回、この

算数Ｂをやらせてもらって思ったことは、

これ問題、例年一緒じゃないですよね、当

然。 

 一緒じゃないというふうなことで、先ほ

どの経年比較の部分で、２年生から３年生、

２年生、３年生、４年生の部分を問いまし

た。問うた中で、僕ね、正直、３年生がこ

んだけ平均から、３年生が２年生から３年

生になるときに平均から離されているじ

ゃないですか。離されているけども、こん

なことを言うたらあきませんけど、仮にこ

の３年生が４年生になるときに、普通に暮

らしをしていったとしても、４年生になっ

たときに平均に近づく可能性が僕はある

と思う。極端な話ですよ。何もしないとい

うわけじゃないんですけど、あると思って

いるんですね。 

 それで、これ４年生が２年生から３年生

になったときには平均に近づいた、３年生

から４年生になったときに平均から離さ

れた。一見、こういった表というのは、こ

こで上がったり下がったりする上で、平均

に近づいて上がったからといって学力が
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上がったというふうなことではないなと

僕はすごく思ったんです。 

 だから、これからのことに関して言えば、

多分ね、こういった２年生から３年生、３

年生から４年生あるというふうなことで、

やっぱりできるだけ皆さんは平均と比べ

て同じように近づく、平均を超えるような

形でいきたいというふうなことで思われ

ると思うんですけど、結構、最初のうちは、

こういうふうな波はあると思う。問題が変

わるんで、多分問題の得意、不得意みたい

なことも受けて上がったり下がったりす

ると思うんですね。 

 それで、そういうふうな中で考えると、

一概に３年生から４年生が全国平均から

離れたからといって、別に学力が上がるた

めの努力をしていないとかというふうな

形で見る人も、思うかもわからないですけ

ど、僕は別にそういうふうには考えてなく

て、やはり基礎的な部分、Ａとかですね、

基礎的な部分について、上げていくという

ようなことも大事なんですけど、今回、僕

は初めてＢをやってみて、感じたのは、当

然、正答率がこういう形で下がっていくな

と思ったとともに、やっぱり得意、不得意

とかいうようなことがあって、そういうよ

うな結果になる。人がかわるために、来年

の６年生が全国平均に近づく可能性もあ

るやろうし、同じぐらいになる可能性もあ

ると思っているんですけども。結果的に、

やっぱり学力を向上させるために、何をし

ていくかというふうなことが一番問われ

るわけですね。 

 これと関連づけての話なんですけど、摂

津ＳＵＮＳＵＮ塾について、先ほど、学校

区別の人数とかはどういうふうになって

いるかというふうな話を聞きました。何で

聞いたかというと、例えばですけど、別府

コミュニティセンターでやっているじゃ

ないですか。別府コミュニティセンターで

やっていて、ここに行っている子どもたち

が別府の近くから通っているんか。南別府

地域の人はどうなのか。極端に言えば、味

生小学校区の中でも、一津屋にお住まいの

人が別府コミュニティセンターまで行っ

ているのかどうか。これは一中校区にも言

えることやろうと思いますし、二中校区で

いえば、鳥飼西小学校の一部を利用してさ

れているわけですから、要は鳥飼北小校区

の人は鳥飼西小校区のところまで行って

いるのかどうかというふうなことが、まず

気になったから聞いたわけですね。 

 だから、まず摂津ＳＵＮＳＵＮ塾をふや

すというふうなことで考えられて、まず中

学校区に置かれる。それで三中校区と五中

校区でふやすと。どこにふやすんやという

ふうなことで聞くと、三中校区でいえばフ

ォルテ摂津で、千里丘小学校区も三宅柳田

小学校区も行けるような形で、五中校区で

いえば、鳥飼東公民館にするという予定で

あるという話は、以前にお聞きしましたけ

ども。やっぱりまずふやすというふうにな

ったときに、中学校区全体に行きましたと

いうふうになったときに、極端な話、別府

小学校区の子は別府コミュニティセンタ

ーに行っているけども、一津屋の子は全然

行ってないっていうふうな形になると、そ

こでやっぱりちょっと不公平というのが

生じてくるというふうに思うんです。 

 だから、今すぐにどうのこうのというの

は、今回、三中校区から五中校区にふやし

たというふうなところで、そこについては

いいと思うんですけど、やっぱり来ている

人らが極端に、先ほど遠い学校からの人に

ついては、ちょっと参加人数は少な目です

というふうに課長のほうが答弁されたと
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思うんですけど、やっぱりそこをまず埋め

るというか、そういうふうに全市的に小学

校区的に、やっぱり開きのないような形で

やってほしいというふうなのがまずあり

ます。それは、とりあえず、そんならほか

の小学校区で場所をどこにしてとかいう

て、いろいろ場所の問題とか、いろいろ人

の問題とかあるとは思いますけど、そうい

うふうにしてほしいというのがあるんで

すけども。 

 それであと、今この摂津ＳＵＮＳＵＮ塾

というのは、６年生と中学校１年生を対象

にしているじゃないですか。それで、思っ

たんですけども、この全国学力・学習状況

調査というのは、話を聞けば６年生の年度

当初ぐらいに何かやっている調査という

ふうにお聞きしたんです。私がこの摂津Ｓ

ＵＮＳＵＮ塾というのは、児童・生徒の学

力を上げるためには、やっぱり塾的な機能

というふうなんを持たせて、やっぱり弱点

を補っていくというふうな形がすごく大

事だと思うので、こういう塾はふやしてほ

しいと思うんですけども、今は６年生と中

学校１年生というふうな形になってます

んで、要は極端な話、それ以外に５年生以

下の人たちにはどうするのというふうな

ことになるんですけど、摂津ＳＵＮＳＵＮ

塾って今のところ６年生と中学校１年生

ですから、５年生以下とかっていうふうな

形はないので、やっぱりまずは全市域で不

公平のないような形で、やっぱり次に５か

所、次に１０か所いきなりふやせるかとい

うたら難しい問題があると思いますけど、

やはり今この全国学力調査ではなく、学力

定着度調査のほうもありますから、そっち

を見てという話にはなろうかというふう

に思いますけど、できれば今後の部分とし

ていえば、５年生以下も塾をふやしてとい

うふうな話は、もうすぐには難しいとは思

いますけども、やっぱりまず不公平がない

ように、やっぱり低学年でも行けるような

形でしてほしいと思います。 

 どうするのがいいかというのは難しい

と思いますけど、今、放課後学習室もあり

ますよね。それで、土曜しゅくだい広場な

んかもあります。だから、そういった放課

後学習室や土曜しゅくだい広場の中で、ど

ういったことで、どういうふうに指導して

いるかというのは、わからないですけども、

でもやっぱりふだん学校へ行っていると

きに、学校現場で勉強していることといっ

て、先生はいてはりますけど、この子に対

して、特に集中的に教えるというようなこ

とは、なかなか難しい現状とかもすごくあ

ると思うんです。 

 だから、学力を上げるためにどうするか

というふうなことで、これからもいろいろ

聞かれて、答弁することとかもあるとは思

うんですけど、あくまでこれは、私の持論

ですけども、やっぱりいろんな場で個々に

接していって、とにかく弱点を補っていき、

全国平均を超えるように、全国平均から離

されたり、大きく変動しないように努めて

いってほしいんで、私がさっきそういうふ

うに経年比較の分について言えば、決して

皆さんが学力向上に向けてやってないと

いうふうなことをあらわしている表では

ないと思いますので、その辺については、

摂津ＳＵＮＳＵＮ塾との兼ね合いも含め

てしていってほしいと思います。 

 教育長から、今後、どういうふうにされ

るのかについて一言いただきたいなと思

いますので、よろしくお願いします。 

 魅力ある学校づくり事業の分について、

不登校の問題については、新たに生み出さ

ないようにというふうなことで、これも難
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しいことやと思います。もう我々ではこれ

をどうするかというふうなことについて

は、なかなかかかわり得ない部分であると

思いますので、こういうふうな補助金がで

きることもいいことやと思いますし、やっ

ぱりこれから１人でも不登校に至る児童・

生徒がなくなるようにやっていってほし

いと思いますので、よろしくお願いします。

学校教育課については以上です。 

 教育支援課については、教育相談事業の

賃金の増については、心理相談員の配置を

教育センターに週１回分増やすというふ

うなことで理解いたしました。 

 次に修繕料で、この約１，０００万円の

予算は、何かなというふうに思っていたん

ですけど、今、教育センターがあるところ

の施設で、教育センターとして使ってない

部分の改修というふうなことでやったと

思うんで、理解いたしました。 

 就学児指導事業の報償金についても理

解いたしました。 

 教務用品支給事業の消耗品費について

ですけども、小学校の道徳の教科書、指導

書の購入ということで理解いたしました。 

 次に、生涯学習課についてですけども、

まず摂津市史編さん事業の一般職非常勤

職員賃金の部分についてなんですけども、

週１で１人増加されるというふうな内容

で理解いたしました。 

 次の委託料の内容については、専門的な

技能が要るというふうなことで理解した

んですけど、物自体についてはわからない

ので、またできたら機会があれば見せてい

ただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 生涯学習フェスティバル開催事業の生

涯学習フェスティバル運営等委託料につ

いては、増の部分については下水道事業課

が持っていた予算から来たというふうな

話であったかと思いますので、一応理解い

たしました。 

 公民館総合管理委託料の部分について

は、フロン排出抑制法に基づく法定点検が

公民館各館で必要となって、増になってい

るということで理解いたしました。 

 図書館施設管理事業の修繕料について

は、平成２９年度のときには図書館の空調

機とかの工事とかがあって、平成３０年度

はその分がなくなったんでというふうな

ことで理解しました。 

 生涯学習課については以上です。 

 子育て支援課の部分についてなんです

けども、せっつみんなで子育てねっとの保

守委託が、市ホームページのリニューアル

に伴い広報課のほうになるというふうな

ことで理解しました。 

 地域子育て支援拠点事業補助金の内容

については計算したらわかると思うんで

すけど、今、その９か所やっている中で、

週３日開催されている場合の金額と、週５

日開催されている場合の金額が違ったん

ですけど、週３日開催されているところが

９か所中、何か所あって、週５日開催され

ているところが９か所中、何か所あってと

いうふうなことだけ、２回目お願いします。

１１か所にすることについては、これから

民間保育園もふえていくこともあります

し、働きかけを行っていくというふうなこ

とで、今後は１１か所にしたいというふう

なことの話がありましたので、それに向け

て働きかけを行ってもらうように要望し

ときます。 

 児童発達支援事業の通所給付費の増の

内容については、一応理解いたしました。 

 子ども医療費助成事業の子ども医療費

は思ったよりふえている額が少ないんじ
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ゃないかという質問に対して、３，３００

万円ほどふえますけど、過去の実績とかか

ら見ると約１，７００万円減る部分がある

んで、差し引きで約１，６００万円の増に

なったというふうなことで、内容について

は理解しました。 

 ひとり親家庭の医療費補助金について

も、同様というか、５５０万円ふえるとい

うふうなことで、全体的な部分から見ると、

まだ１６０万円の増額があって、７００万

円ふえますよというふうなことで、内容に

ついては理解いたしました。 

 小学校と中学校の就学援助の内容につ

いては、小学校の分については中学１年生

の８月の分が、小学６年生の２月にという

ことで、小学校１年生の分についても、こ

れが８月が５歳児の２月になるというこ

とで、それで中学校の分については８月の

分が小学校に前倒しすることによって予

算が減りますよというふうな形であった

と思います。内容については理解いたしま

した。 

 次、家庭児童相談課についてなんですけ

ども、一般職非常勤職員賃金の部分につい

ては、養育支援訪問事業のほうから一本化

されたというふうなことと、社会福祉士を

１人入れられるというふうなことの話が

あって、予算的には一本にしてふえて、１

人ふえてという内容で一応理解しました。 

 それで、家庭児童相談システム改修委託

料の話で、虐待の部分の詳細な部分をデー

タとして蓄積していくというふうな話が

あったと思うんですけど、渡辺議員の代表

質問でもあったと思うんですけど、やっぱ

り児童虐待の話って、テレビ見ていても、

すごい気になるんですよね。平成２８年度

の決算審査のときも、相談件数の内容につ

いて質問させてもらったと思うんです。平

成２９年度の分については来年の話、決算

とかの話になるかもわからないんですけ

ど、現在で平成２７年度から平成２８年度

の決算のときには、ふえているじゃないで

すかというふうな話をさせてもらったと

思うんですよ。やっぱり内容の濃さとかと

いうふうなのも、すごく気になるんですけ

ど、今年度の相談件数は、まだ平成２９年

度３月末まで終わってないんで、正式な数

字は出ないんですけども、現在でやっぱり

相談を受けている件数というのはすごく

気になるんでね、平成２９年度部分のこと

に関してなんですけど、現時点でどんな状

況かわかれば、教えていただきたいと思い

ます。 

 親子教室運営委託料の部分については、

児童の発達の指標として心理士等による

検査にかかわる部分があって２００万円

ほどふやされたというふうな内容のこと

であったと思うんですけども、それについ

ては理解いたしました。 

 それで、次に養育支援訪問委託料の部分

について、今まで職員とかが行かれている

部分を委託するというふうな形であった

んですけども、これもやっぱり職員の負担

とかもありますんで、なかなかしんどい部

分については委託するというふうなこと

で、僕はやっていってほしいと思いますの

で、やっぱり極力、職員にかかわる部分、

負担とかもなくなるようにしていってい

ただけたらなというふうに思いますので、

要望というか、よろしくお願いします。 

 最後、こども教育課の部分についてなん

ですけども、教育・保育給付費負担金の部

分なんですけども、ちょっとどうかなとい

うのがあったんですけど、ＫＥＮＴＯひま

わり園や小規模保育事業所が開設するこ

とによって、サービスを受ける子が増加す
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ることからというふうなことなんですけ

ども、一応予算についてはふえるというこ

とで、保育士の処遇改善については、もう

公定価格が上昇してという話があると思

うんですけど、ぜひやっぱりそういうふう

に処遇改善というふうなところには、やっ

ぱり重きを置いてほしいというか、保育士

不足というふうな話が常につきまとう話

でありますんで、処遇改善にかかわること

については、やっぱりどんどん進めていっ

てほしいと思いますので、よろしくお願い

したいと思います。 

 子ども・子育て支援事業計画策定委託料

の内容についてはこれからいろいろ調査

を行っていくというふうなところであり

まして、まず調査からというふうな部分も

ありますので、内容については理解いたし

ました。 

 それで、次の民間保育所等施設整備補助

事業の整備費補助金の部分なんですけど

も、ＫＥＮＴＯひまわり園、正雀ひかり保

育園とか、せっつ遊育園の分園とか、小規

模保育事業の２か所の整備とか、代表質問

の中でもあったというふうなことで、恐ら

くそういった内容のことであるというふ

うなことでは思っていたんですけど、藤森

保育園の建てかえの部分があったという

ふうなのは、ちょっと知らなかったんです

けども。 

 ここで待機児童の話で、代表質問でもい

ろいろと質問があって、答弁されていると

思うんですけど、その答弁を聞いていて、

私が気になったことを言いますと、ゼロ歳

児、１歳児の待機児童が多いというふうな

ことで言われていました。 

 育休復帰で預けたいと思われている方、

休職中で預けたいと思う方、保育所に入れ

れば働くことが決まっているんですとい

う方とかね、申し込みはいろいろあるとは

思うんですけども、まず一般的なことで教

えてほしいのが、教育長だったかどうかち

ょっと覚えてないんですけど、平成３０年

度の４月から入る申込者の数が５４０人

ぐらいでしたかね、昨年と比較して２１人

ほどふえたというふうな話が代表質問の

中であったと思うんです。 

 それをまず聞いたときに、多分、平成２

９年度の申し込み５１９人、平成３０年度

の今回の申し込み５４０人であったとす

ると、ゼロ歳から５歳の申し込みの内訳っ

て、多分平成２９年度と平成３０年度と違

うと思うんです。数字を聞いてないんで教

えてほしいというふうに思うんですけど。

結局は待機児童がふえる要因で、２１人ふ

えたけども、結果的にゼロ歳、１歳を中心

に、ゼロ歳、１歳、２歳でもいいですけど、

平成２９年の４月の申し込み時と、平成３

０年の４月の申し込み時では、ゼロ歳、１

歳、２歳に特化して数字を出したとしたら、

その申し込み人数は、２１人以上の増であ

ったのかどうかというふうなことも聞き

たいと思って、それはまず教えてほしいで

す。 

 それで、ＫＥＮＴＯひまわり園で言えば、

千里丘新町にマンションができますんで、

その方とかも入っていくと思うんですけ

ども、これは代表質問でも言われていたと

思うんですけど、全体で３００人ぐらいふ

えますという話で、多分出ていたと思うん

です。今まで２５０人ぐらいをそういうふ

うにふやしてきたというふうな話も、代表

質問の中で話あったと思うんですね。僕は、

３歳、４歳、５歳児を決して無視している

わけじゃないんで、誤解のないように言っ

ときますけど、やっぱりゼロ歳、１歳、２

歳、特にゼロ歳、１歳がしんどいというふ
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うな中で考えると、総枠で言えば３００人

ふえる予定ですとなっても、３００人ふえ

るから、ゼロ歳、１歳で３００人が入れる

というふうなことは、もう不可能な話です

ね、明らかに。そうなんで、やっぱりこの

３００人ふえるっていうふうな中でも、特

にしんどいゼロ歳、１歳、２歳、２歳も入

れても構わないですけど、やっぱり３００

人ふやす、でもしんどいのはゼロ歳、１歳。

そんならゼロ歳、１歳の枠が、やっぱりこ

の３００人のうちどれぐらいになるって、

はっきりした数字というのは、まだ小規模

保育事業の定員の割り振りとかもいろい

ろありますんで、はっきりした数字という

のは、私は出ないと思っているんですけど

も、やっぱりゼロ歳、１歳をできるだけ４

月の年度当初から待機児童少なくしてや

っていくためには、やっぱりここの数字が

どんだけふえていくかというふうなこと

が、私は保育所の待機児童の解消につなが

るポイントやと。 

 だから、最初、１回目に質問しなかった

のは、一応この整備補助金の内容を確認さ

せてもらいたかったんでね、言わなかった

ですけども、２回目としては、平成２９年

度と平成３０年度の申し込み者の年齢別

内訳というのと、この３００人ふえるとい

うふうに言われている中の、やっぱりゼロ

歳児、１歳児、２歳児も入れても構いませ

んけど、やっぱりどんだけふえていくかと

いうふうなことをお聞きしたいので、２回

目についてはそれでお願いします。 

 実費徴収補足給付事業補助金の内容に

ついて、生活保護世帯等とかに児童１人あ

たり年間３万円を上限でということで、幼

稚園部分についても１号認定の子どもに

年間５万４，０００円を上限でという話が

あって、内容について理解しました。特に

いろいろ貧困格差の問題とかもあって、こ

ういった部分での補助金というふうなこ

とも、やっぱりしていくというふうなこと

もいいことやと思いますので、こういった

補助金についても出していっていただけ

たらなというふうに思いますので、よろし

くお願いします。 

 保育所管理運営事業の一般職非常勤職

員等賃金の増の部分については、加配職員

の増加や育休代替の職員の増というふう

なことで予算が増になっているという話

がありましたので、理解しました。 

 障害児保育補助金の部分については、ど

んだけ加配が必要かとかという話である

とか、正雀保育所が民営化になるというこ

とで、この補助金を出していかないという

ふうな話であったかと思うんですけども、

内容については理解いたしました。 

 臨時的任用職員賃金の増加の部分につ

いては、所管が人事課からこども教育課に

予算が変わったということで、理解いたし

ました。 

 ２回目は以上です。 

○水谷毅委員長 答弁を求めます。 

 藤原課長代理。 

○藤原総務課長代理 それでは、楢村委員

の２回目のご質問にお答えをさせていた

だきます。 

 小学校や中学校、保育所における各施設

管理の今後の計画的な修繕についてのご

質問でございます。各施設につきましては、

平成２７年度に、小学校、中学校につきま

しては耐震改修が完了いたしました。ただ、

一方で多くの施設が、先ほどからも申し上

げているとおり、３０年以上経過している

ような状況でございます。その中でも、特

に施設の設備についても、施設と同様に老

朽化しております。今後につきましては、
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設備機器の更新なども行っていく必要が

あると考えております。 

 具体的には、吊り下げ式の電灯の交換、

また教室の床等がかなり老朽化しており

ます。自動火災報知機等についても、耐用

年数の関係から更新が必要と考えており

ます。以上のような設備を、今後、年次的

に更新していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 では、学校教育課に

かかわります２回目のご質問にお答えを

申し上げます。 

 まず、小中一貫教育推進事業に係ります、

取りやめることになったジュニアハート

プログラムで行うべき内容をどうするの

かというご質問でございますが、中学校進

学時に隣の小学校と同じ学級になった際、

新たな人間関係が生まれる、そのときによ

り円滑な関係づくりが図れるように行う

ためのものでございましたので、今後、各

中学校区で取り組んでおります小学６年

生と小学６年生の交流などの小・小連携、

また６年生が中学校に行って学校生活を

送る乗り入れスクールなどで、関係づくり

の土台づくりとし、その後、中学校での学

級集団づくりや学年集団づくりにおいて

深めてまいりたいと考えております。 

 そして、もう一つですが、学力向上推進

事業の学習プリント活用補助員と、学校マ

ネジメント支援事業との教員の事務負担

軽減を図る非常勤職員の違いの件でござ

いますが、これまでは子どもたちが学習プ

リントをたくさん解く機会を設けるとい

うために配置しておりまして、そのための

プリントの印刷ですとか、丸つけに特化し

た業務を行ってまいりました。今後のもの

は、学習プリントはもちろん、学校だより

や学級通信などのプリントの印刷、それか

ら例えば玄関付近の掲示物の作成、掲示、

授業で使った教材、教具の準備や片づけな

ど、事務的な作業を幅広く行えるようにし

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 湯原課長代理。 

○湯原子育て支援課長代理 子育て支援

課に係りますご質問にご答弁いたします。 

 地域子育て支援拠点事業補助金につい

てのご質問でございますが、この補助金に

つきましては、実施箇所、９か所のうち、

公立施設２か所を除く７か所に対して補

助金の交付を行っております。週３日開催

している箇所が３か所、週５日以上開催し

ている箇所が４か所、計７か所に対して補

助金の交付を行っております。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 木下課参事。 

○木下子育て支援課参事 それでは、家庭

児童相談課に係るご質問にお答えいたし

ます。 

 児童虐待の今年度の状況についてとい

うご質問でございました。虐待通告を受け

た件数を見てみますと、現在、集計できて

おります１月末までの件数の昨年同月比

では、約１．２倍となっており、今年度も

大幅に増加している状況でございます。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 こども教育課に

係りますご質問にお答えいたします。 

 まず、平成３０年４月の一斉受け付けに

おけるゼロ歳から２歳児の申し込みの数

が、平成２９年度と比較してどうであった

かということのお問いでございますけれ

ども、ゼロ歳児で６名増、１歳児で４名増、

２歳児で８名増ということでございます。 
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 また、平成３０年度、それから平成３１

年度におけるゼロ歳から２歳児の定員の

枠がどれだけふえるかというところのご

質問でございますけれども、小規模保育事

業をこれから公募していくというところ

で、現段階ではどれだけふえるかというの

は、想定ではございますけれども、ゼロ歳

児で４０名前後かなと、１歳児で６０名前

後で、２歳児で７０名前後というところで

考えております。 

 以上です。 

○水谷毅委員長 箸尾谷教育長。 

○箸尾谷教育長 楢村委員の学力調査に

対する思い、それから摂津ＳＵＮＳＵＮ塾

に対するご要望について、ご答弁になるか

どうかわかりませんが、私の思いを答えさ

せていただきたいと思います。 

 まず、冒頭におっしゃっていました２年

生から３年生について、今年度は下がった

と。昨年度は３年生から４年生になって下

がっているというお話ですけども、おっし

ゃるように昨年度は２年生から３年生に

上がっていましたし、今年度は下がってい

たということで、私は学年によるものとい

うよりも、今年度の子どもたち集団の傾向

によるものが大きいのかなというふうに

は思っています。 

 ただ、やっぱり２年生から３年生という

のは、先日の代表質問でもお答えさせてい

ただきましたけど、２年生までは３５人学

級をしておりました。３年生になったらそ

れが４０人学級に戻るということで、その

影響が全くないのかと言われると、それは

あるかもしれません。それから、学習内容

も、特に算数なんかは２年生までは数を中

心とした学習内容ですけれども、３年生に

なりますと図形とか、そういったものも入

ってきまして、内容が広がるというような

ことで、子どもたちにとったら２年生の学

習よりも難しく感じるということはある

かもしれません。 

 そういうことが影響する場合もあると

思いますが、繰り返し言いますけども、今

年度は下がったけども、去年の３年生は、

２年生のときよりも上がったわけですか

ら、必ずしもそうなるものと限ってないと

は思っています。 

 楢村委員、問題を解いていただいたとい

うことで、私もＢ問題に課題があるという

ふうに申し上げていたんですけど、活用力

を問うと言われていますが、どういうこと

が難しいのかというと、先ほど５－２の問

題が非常に正答率が低かったと、５－１が

６０％ぐらいあるのが、５－２になったら

十何％になったと。私、その問題を覚えて

いませんけれども、先ほどおっしゃった、

これを選んで、その理由も書くんだという

ふうにおっしゃいました。その理由を書く

というのが、子どもたちにとっては非常に

難しい。 

 だから、どちらかといえば、今まで我々

も含めて、学校でやってきたテストという

のは、正しい答えを探し出して書くという

ことだったんですけども、今はそれだけじ

ゃなくて、その理由も書かすとか、あるい

は場合によっては、前も申し上げたかもし

れませんが、私が記憶している問題でこん

なのがありました。新しい洗剤を売り出す

ために、洗剤の外装というか、外側にどん

な絵をつけたらいいかを考えてみました

と。Ａの図とＢの図があって、あなたはど

ちらを選びますか、その理由を答えなさい。

その理由も答えなさいという問題でした。

要するに、ＡでもＢでもいいんですよ、答

えはないんです。ただ、Ａを選んだ理由、

あるいはＢを選んだ理由がしっかり書け
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たらそれでいいということで、何かすぐＡ

が正しいのか、Ｂが正しいのかということ

を考えがちですけれど、今求められている

答えというのは、それだけではなくて、や

っぱり正しく判断する、理由をつけてそれ

が表現できる力というのが求められてい

るという意味で、我々が受けてきたテスト

よりも、今の子どもたちに求められている

力というのは、より現実に即した力が求め

られているんではないかなというふうに

思っています。 

 そういうことでなんですけど、そもそも

全国学力・学習状況調査というのは、趣旨

が３つ言われていまして、１つ目は国が全

国的な学力の状況を把握したいというの

が１つ、２つ目が、学校において指導の参

考にするというためにというのが２つ目、

そして３つ目が、子どもたち自身がその結

果を受けて、今後の自分の学習に役立てる

ということで、全国で始まりました。 

 そういう意味で、小学６年と中学３年生

の定点調査をしてはるわけですけど、国の

趣旨からいうたら、国が全国的な点数を毎

年把握できればいいわけですから、定点調

査でいいんですけど、実際、学校がこの結

果を指導に生かそうと思ったら、どちらも

最終年度にやられるわけですから、もう簡

単に言えば、学校が指導に生かそうと思っ

ても、その子たちの指導にはほとんど生か

せないという状況があります。 

 そこで本市では、やっぱりそういう調査

だけではやっぱりよくないと。子どもたち

自身が、自分の力の毎年の伸びを実感でき

るように、しかも教員も自分たちの指導に

生かせるようにということで、２年生から

毎年調査を実施して、経年比較等もしなが

ら指導できるようにしています。 

 そういうことでやっているんですが、も

う一つ、実は私が考えているのは、摂津市

の学力定着度調査は、定着度というふうに

銘打っているのはなぜかというと、私は、

やっぱり小学校の今の教育は、なかなか定

着を図るという部分が弱いんではないか

なと。例えば、中学校でしたら、学んだ後

に２か月、３か月後に定期考査があります

から、２か月、３か月後に必ず復習を多く

の子はしてくれているんだろうと思いま

す。そこで忘れかけているやつをもう一度

思い出したり、定着ができるんですが、小

学校はなかなかその機会がないので、年に

１回、こういう形で、その年に習ったこと

をテストすることで、子どもたちにもう一

回思い出してもらう、復習してもらう機会

を、そういう機会を持ってもらうために、

こういうテストを年１回やらせていただ

いているという意味があります。 

 ということで、どちらも効果はあると思

っておりますけれども、やっぱりまだまだ

十分な活用ができてない、あるいはしっか

りとした分析ができていませんので、とり

わけ摂津市の学力定着度調査については、

今後、より詳細な分析、データも少しずつ

ですけども集まってきていますから、より

詳細な分析をして、今後の各学校の指導に

生かしてもらいたい。皆さんにお示しして

いるデータは、これは摂津市平均のデータ

しかお示しできませんけれど、やっぱり各

学校の状況というのは、学校によって全然

違いますので、例を挙げますと、本市の学

校でも、全国平均よりも上回っている結果

を示している学校もありますから、そうい

う意味では、各学校が自分の学校の結果に

基づいて、指導に生かしてもらえたらいい

なというふうに思っています。 

 それから、摂津ＳＵＮＳＵＮ塾ですけど、

摂津ＳＵＮＳＵＮ塾をなぜ小学６年生と
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中学１年生にしているかというと、塾とい

うのは、簡単に言うと進学を主な目的とす

る塾と、補充を目的とする塾があると思っ

ていますが、私は、今回は補充を目的とす

る塾という形で、この摂津ＳＵＮＳＵＮ塾

を実施しています。なぜ小学６年生と中学

１年生なのかというと、小学６年生は、小

学校の６年間の算数のまとめ、小学校の６

年間の、やっぱり算数の内容の理解が不足

していると、中学校に上がって、やっぱり

中学校の数学に対応し切れない可能性が

あるというのが１つ。中学１年生でなぜや

っているかというと、やっぱり中学校の数

学というのは、小学校と違って正負の数が

入ったり、方程式が入ったり、より抽象性

が増しますから、２年生、３年生の数学の

基礎になりますから、やっぱりしっかりと

中学１年生での数学を身につけてほしい

ということで、小学６年生と中学１年生の

学年に限って、今、実施をしています。 

 ただ、今後、もう少し拡充ということで

学年を広げたり、場所を広げたりという拡

充をというご要望ですので、検討はさせて

いただきたいと思っておりますが、ただ、

やっぱり塾に来る子どもの意欲、これが一

番大事なんですね。今回、５つのところに

広げますが、それとあわせて３つの塾で指

導者を増員しています。今まで１人だった

のを２人にしています。それはなぜかとい

うと、やはりなかなか塾に来ているといっ

たら、普通の進学塾でしたら、もうみんな

必死でやるんですけれど、なかなかそうい

う意欲を持って、あるいは目的を持って来

れていない子どももいますので、やっぱり

指導に複数の力が要るということで、今回、

指導者をふやすことにしています。 

 そういう意味で、ただ単に学年を広げた

り、場所を広げるというだけではなくて、

やっぱり子どもたちが塾に来る意味、目的

をしっかり持って来てくれることを、どう

やったらそういう意欲を育てることがで

きるかなんかも考えながら、今後、広げる

かどうかは検討していきたいというふう

に思います。 

 以上です。 

○水谷毅委員長 楢村委員。 

○楢村一臣委員 ありがとうございます。 

 まず、教育政策課の修繕の部分について

なんですけども、今、藤原課長代理のほう

から話をいただきまして、計画的にやって

いく部分については、いろいろ経年劣化し

ており、３０年以上もたっているというこ

ともあって、見定めていくのはすごく難し

いことやと思っていますけども、やっぱり

何か起きないために修繕というのは行っ

ていかないといけないわけなんで、修繕料

をつけるということについては、どれだけ

あるかわからないんで、金額的なことにつ

いてはすごく難しいと思うんですけども、

やっぱり潰れても困りますし、いろんな箇

所を見ていく中で、やっぱり維持、更新し

ていかないけないというふうに思ってま

すんで、できるだけそういうふうに目を向

けて、何か起きないような形で修繕も含め

てやっていっていただきたいなというふ

うに思いますので、よろしくお願いします。 

 学校教育課のハートプログラム委託料

の部分について、中身については、ちょっ

とわかりにくい部分もあったんですけど、

小学校と小学校の連携、小学校と中学校の

関係づくりというふうなことで、やられて

いる中身の分については、一応理解いたし

ました。 

済みません。教育長の部分は最後に。 

 ちょっと私、聞きそびれたかもしれない

んですけど、済みません。地域子育て支援
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拠点事業補助金で、９か所あって、週３日

のところが３か所で、週５日のところが４

か所でというふうなところは聞こえたん

ですけど、何か２か所って言いましたか、

ごめんなさい。再度、答弁をお願いします。 

 児童虐待についてなんですけど、本当に

今、通告の部分でも昨年１月との比較で１．

２倍になっているというようなことでも

あり、多分、その年によって前年度と比較

していく中であれば、ふえることもあれば、

減っていくこともあるというふうに思う

んですけども、なかなかどこの自治体でも

そうですけど、こういったことというのは、

なかなかゼロになるというふうなことは、

なかなかならないというふうには私も思

ってるんです。だから、当然、社会福祉士

をつけてというふうなことも、いいことで

あると思いますし、いろんな形で分析して

いってもらって、より虐待がなくなる方向

へと結びつけられるように進めていって

いただきたいと思っています。 

 それで、一応、そういった形で、今回、

家庭児童相談課というふうな形で、単独課

になるわけですけども、これからの機能の

部分で単独課になっていいこともあると

は思うんですけど。やはり、今度、機構改

革で今の学校教育課の場所に移る形にな

り、部長席があって、家庭児童相談課があ

って、子育て支援課があって、こども教育

課があるような配置の並びであったと思

います。やはり子育て支援課が横にありま

すし、やっぱりこの問題って、職員からす

れば、なかなか１つの課の中だけで、仕事

をしていくことは難しいというところが

すごくあるとは思うんですけども、課が分

かれたからって、やっぱり横にある課でも

ありますので、その分について、部長に一

言いただこうと思ったんですけど、横の連

携を、やっぱりつながりを大事にやってい

ただきたいというふうなことを思います

ので、今回、初めて次世代育成部のところ

に子育て支援課と家庭児童相談課が移る

わけなんで、今までと違うわけですね。課

として持つことになりますので、そういう

ふうな課の連携、つながりも含めて、きっ

ちりやっていっていただきたいなという

ふうなことを思っていますので、その辺は

よろしくお願いします。 

 こども教育課で待機児童の話ですかね。

ちょっと、ごめんなさい、最初平成２９年

度の受け付けのとき、ゼロ歳が何人、１歳

が何人、２歳が何人で、平成３０年度のと

きゼロ歳が何人、１歳が何人、２歳が何人

というような答弁が来ると思っていたん

ですが、それぞれ６人増、４人増、８人増

というふうなことであったんですけども、

とにかくその平成２９年度の受け付けの

ときから見ると、ゼロ歳にしても、１歳に

しても、２歳にしても、申し込み受け付け

時から、人数がふえていますんで、それは

間違いないと思います。 

 結局、なかなか待機児童解消については

難しいとは思うんですけど、特に言えば育

休復帰をゼロ歳でする人、育休復帰を１歳

でする人、それはもう児童が生まれた月が

４月、５月であれば、ゼロ歳で育休復帰で

きる人もおりますし、要は夏から秋、冬に

かけて子どもが生まれた場合については、

もうゼロ歳での復帰が難しくて、翌年の１

歳で預けられる子どもがいてると思うん

ですよ。 

 やっぱり、結局、何が言いたいかといい

ますと、現状、話を聞きますと、育休復帰

の人でもゼロ歳で、１歳で預けたいという

ふうになったときにでも、待機せざるを得

へん状況というふうなのが、現状としてあ
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ると思いますので。だから、結果的にそう

いった形で、できるだけ要は育休復帰する

人が、やっぱり復帰できへんねんやったら、

多分そんな話はないと思うんですけど、や

めてもらわなあかんみたいな形とかとい

うふうな話も、聞かないこともないんで、

極力、これからはやっぱりゼロ歳、１歳の

枠というふうなのは、やっぱりふやしてい

ってもらって、できれば４月から保育所に

預けられるんであれば、働きますというふ

うに勤務証明を持ってきて、申し込みされ

る方もいていますんでね、できるだけその

枠を広げられるような形で、そういうふう

なこれからの取り組みにつなげていって

ほしいなというふうに思います。 

 教育長に答弁をいただきました。正直、

まず今回、２年生から３年生ですね。４年

生が２年生から３年生のときに上がって

いる。今回の２年生から３年生のときは下

がっているというような内容があるとこ

ろがあって、一概に言えない部分もあると

いうふうに教育長はおっしゃっていまし

た。私もそのように思うんです。だから、

今こういうふうな形で３年生にかわって、

やっぱり難しい部分もあってね、それで今

回、この３年生がそういうふうに下がって

いる部分もあるでしょうし、やっぱり４年

生でいえば、２年生から３年生のときに上

がったっていうふうな傾向もあるんで、や

っぱり正直、その要因としてはすごく一概

に言えない部分というふうなのは多々あ

ると思いますし、教育長がおっしゃるとお

りだと思うんです。それで、先ほど言われ

ている話の中で、ごめんなさい、ちょっと

話が飛んでして申しわけないんですけれ

ども、摂津ＳＵＮＳＵＮ塾の話で、やっぱ

りその子どもの塾に行く思いの話も教育

長はされてはりました。やはり、教育長が

「学校によっても、要は全国平均のところ

と違いというのがすごくある」とおっしゃ

っていましたけれども、私もすごくそう思

っているんですね。 

 だから、最初、摂津ＳＵＮＳＵＮ塾のと

きに、学校別人数を把握していますかとい

うふうなことを聞いたのは、今見ても、こ

れは摂津市での平均を出している数値で

あって、学校別に見ていくところであれば、

どこがどうというふうなことを話はのけ

たとしても、やっぱりそう差があるという

ふうなことがあるので、やはり最初に、今

回５か所にふやします、今あるところの３

か所については、補助員を増員しますとい

うふうなことで、多分これから見ていく中

で、今度できるフォルテ摂津内や鳥飼東公

民館内の２か所の分とかにも、指導員をつ

けていかないけない状況になるのかなら

ないかは、今後の動きであると思いますけ

れども、やっぱりそういった動きとかとい

うふうなことも考えられますし、やっぱり

おっしゃったように、摂津市の平均的な数

字を述べていますけれども、やっぱり各小

学校によって差があるというふうなとこ

ろは、やっぱり差ができないように埋めて

いかないといけないというふうなことは、

もう確実にあると思いますので、どういっ

た形でそれを埋められるかというふうな

ことの話で、摂津ＳＵＮＳＵＮ塾の話があ

ったところなので、私としては、そういっ

た形で全市域的なことでできるような形

になればいいんではないのかなというふ

うなことを一応申し上げた次第でありま

すので、やっぱり６年生だけというふうな

ところで言われていることについては、教

育長がおっしゃっているとおりでありま

すので、結果的に、６年生の４月に全国学

力テストがあるというわけでありますけ
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れども、別にそのテストの結果に向けて、

５年生からそういうふうに必ずやってい

かないけないとかというふうな話ではな

いわけですし、６年生で塾に行っていて、

６年生の間に、いろいろその学力定着度調

査で復習していく中で、その年度の中で子

どもの学力が上がっていくというふうな

ことも全然悪い話ではないんでね、やっぱ

り今後も含めて、いろいろさまざまな取り

組みがあると思います。放課後学習室の話

や土曜しゅくだい広場の話とかも含めて

いろいろありますのでね、これからいろい

ろ取り組みは大変やと思うんですけれど

も、よりよくなるためにやっていっていた

だけていたらなというふうに思っていま

すので、よろしくお願いします。 

○水谷毅委員長 湯原課長代理。 

○湯原子育て支援課長代理 子育て支援

課に係りますご質問にご答弁いたします。 

 地域子育て支援拠点事業につきまして

は、公立２か所、民間施設７か所、計９か

所で実施しております。 

 地域子育て支援拠点事業補助金につき

ましては、この民間事業者７か所に対する

補助金を交付いたしております。先ほど申

し上げました週３日開催しているところ

が３か所、週５日以上開催しているところ

が４か所、計７か所に対して補助金を交付

しております。 

 公立施設は２か所ですけれども、べふこ

ども園内のかるがも広場で週４日開催い

たしております。もう１か所が摂津市立子

育て総合支援センター内の地域子育て支

援センターで月曜日から金曜日までと、あ

と土曜日の午前に開催いたしております。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 楢村委員。 

○楢村一臣委員 今、残りの２か所につい

ては、かるがも広場の部分と地域子育て支

援センターの部分で理解いたしますので、

済みませんでした。ありがとうございまし

た。 

○水谷毅委員長 楢村委員の質疑が終わ

りました。 

暫時休憩します。 

（午後２時６分 休憩） 

（午後２時８分 再開） 

○水谷毅委員長 再開します。 

 三好委員。 

○三好俊範委員 僕からは１０個ほどで

すので、順不同でお聞きさせていただきた

いと思います。基本的にはかぶっていると

ころはもう質問しませんので。 

 まず、一般会計予算書の４８ページです

ね。こども教育課で先ほども冒頭にご説明

いただきましたけれども、正雀保育所です

かね、建物の貸し付けで収入を得ておりま

すけれども、我が会派の森西議員が平成２

８年に一般質問させていただいた際に、土

地は無償貸与されているというふうにお

聞きしております。平成３０年度で一度見

直されるというお話でしたけれども、それ

は、現状どのような形で動いていきそうな

のか。また、現状、無償貸与されている分

の資産価値を教えていただければなと。 

 あとそれと、ほかにも無償で貸されてい

るようなところがあるのであれば、保育所、

保育園等々ですね、それもあわせて教えて

いただきたい。資産価値のほうは路線価で

も構いませんので、教えていただければな

と思います。こちらについては以上です。 

 続きまして、予算概要のほうに入らさせ

ていただきます。 

 １２２ページですね、これについてはち

ょっと２回目の質問で掘り下げさせてい

ただきたいと思うんですけれども、簡単に、
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まずＰＴＡ協議会育成事業ですね。毎年変

わらない金額で上げられていると思うん

ですけれども、これの使い道について、も

う一度教えていただければなと思います。 

 続きまして、１１３ページですね。 

 小学校施設運営事業の電話機交換業務

委託料についてお聞きしたいです。５年ご

とに交換ということでしたけれども、なぜ

５年ごとに電話機を交換するのか。電話機

というのは、基本的には潰れたら交換する

のかなと思っているんですけれども、交換

しないといけない理由と、交換することに

よって何が、利便性というか、効率が上が

っているのかどうか。 

 これに関しては楢村委員もありました

けれども、中学校のほうでも同じように２

００万円ちょっと上がっておりますので、

それについてもあわせてお聞きしたいと

思います。 

 続きまして、１１６ページです。 

 中学校教育用コンピューター事業、一部

新規事業ですね。中学校器具費ですね、タ

ブレット型パソコンを購入される予定、Ｉ

ＣＴの教育でというふうにお聞きし、１台

当たりの単価と、その１台当たりのタブレ

ット型パソコンの教育ソフトに大体幾ら、

例えば１台当たり５万円するのであれば、

ソフト代には２万円その分入っています

とか、そういった形の内訳もあわせて教え

ていただければなと思います。 

 次、１１８ページですね。 

 中学校給食事業、一般質問でも、本委員

会でも、何度も何度もお話させていただい

ておりますけれども、お話にあったとおり、

中学校調理業務等委託料というのは若干

上がりまして、去年より少し全体的に上が

っているわけですけれども、あれから数か

月たちまして、今回は３０％から１０％に

喫食率を目標にということでしたけれど

も、それについて案というか、出てきたの

か、こういうふうにしていこうと、また喫

食率１０％が目標というふうにお聞きし

ていましたけれども、いつをめどに喫食率

１０％を目標にされるのかなというふう

に思いまして、これは３年契約ですかね、

３年後に喫食率１０％になるのか、来年に

喫食率１０％になるのか、ことしに喫食率

１０％になるのか。 

 目標というのはやっぱり大事だと思い

ますので、その目標と、あと過年度還付金

については、去年よりふえているわけです

けれども、これはなぜなのか、多分使わな

かった人に返しているのかなと思います。

また需要が減っているのかどうか。需要が

減ってしまえば、とてもじゃないですけれ

ども喫食率向上というのは厳しくなるの

で、それについてもあわせてどういうふう

にお考えなのかと思ってお聞きしたいで

す。 

 これは楢村委員とかぶるんですけれど

も、摂津市学力定着度調査ですね。これは

１２月に実施されていて、全国的なやつで

はないと思うんですけれども、全国的に実

施しているほうの分では、北摂というのは、

大阪府の中でも学力がかなり高い地域と

いうふうに言われておりますけれども、僕

が調べた限りではわからなかったので、現

状の摂津市の順位ですね、大阪府全体での

摂津市の学力の順位と、北摂においての順

位を教えていただければなというふうに

思っております。 

 裏面あわせてですけれども、裏面のほう

で、僕、こっちのほうが正直大事かなと思

っていまして、アンケート結果が幾つか出

ております。「近所の人に会ったときは、

あいさつをしますか」とか、「学校のきそ
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くや、クラスで話し合って決めたことを、

守っていますか」とか、「クラスの人がふ

ざけたり、おしゃべりをしたりして、授業

中に集中できないことがありますか」とい

う質問項目がありますけれども、これはち

ょっと前段になりますけれども、私が一般

質問でさせていただいたときにもお話も

ありましたけれども、今後この摂津市とい

うのは、どんどん人口が減っていく可能性

があると。他市に負けないで、他市に勝っ

ていかないと人口がふえていかないとい

う話をさせていただいたと思います。 

 前回の委員会での安藤委員の質疑のと

きに、教育側からも少子化対策というのは

考えていくというふうにおっしゃってい

ましたけれども、摂津市というのは、人間

基礎教育で基本的に頑張っていくと、人の

つながりを大事にして独自の手法でも頑

張っていくというふうに、学力はもちろん

上げるのは大事だと思うんですけれども、

そういうふうにおっしゃっていましたが、

現状、アンケート見る限り、そういった特

色がある市には見えない。全てにおいて全

国平均より下、これは道徳的なところです

ね。子どもたち、小学生にとってそういう

のは基礎教育なんですから、特色ある教育

をしないといけないのかなというふうに

思っているんですけれども、それを教育側

から市長がそういうふうにしていくと言

われて、もう１３年ぐらいたっております

けれども、現状数字として見る限りは、か

んばしくないというふうに言わざるを得

ないのかなと思うんですけれども、市のト

ップが独自のそういった教育を、人間基礎

教育とおっしゃっていることを、どういっ

た方法で教育の現場で生かされているの

か、またそれを、まず一度教えていただけ

ればなと思います。 

 １０６ページに戻ります。 

 これはもうお話がありましたけれども、

今回、新規事業で学校部活動等助成事業が

始まると思います。教員の方の働き方改革

にもかかわってくるお話だと思うんです

けれども、そういった指導もあり、外部か

ら人を雇うという形、大いに結構だと思い

ます。 

 ただ、年々、予算はふえていっているよ

うな、いろいろな試行錯誤の上ですからね、

かかっていくのは当たり前だと思うんで

すけれども、現場の声というか、僕が知り

合いの教師の人に聞いた話ですけれども、

働き方改革のせいで、学校で採点する時間

もなく、パソコンもプリンターもあるのに、

いろいろ一般質問でもお答えされていた

と思うんで、気にされているとは思うんで

すけれども、働き方改革で逆に働きにくく

なっているというお話も聞いたことあり

ます。 

 それを緩和するために、いろいろ外部か

ら人を雇ったり、部活動をしない日とかつ

くったりとかされていると思うんですけ

れども、今後多分ふやしていくと思うんで

す。そういう形の予算をですね。どこまで

ふやしていくビジョンがあるのか。未来に

ついてのビジョンを聞かせていただきた

いなと。 

 先ほども教育長がおっしゃっていまし

たけれども、４０人学級になっているから、

学力が下がっているのかもしれないとい

うお話もありましたけれども、そういった

ところにも目を向けて教員をふやしてい

くとか、計画というか、まだ決まってない

ところもあると思うんですけれども、これ

から向かっていく他市に勝っていかない

といけないという論点からですね、どうい

ったところを考えられているのかという
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のを教えていただきたい。 

 その予算についても、今後もっとふやし

ていくと思うんですけれども、いろいろ考

えられていると思うんですけれども、その

ビジョンを教えていただきたいというこ

とですね。 

 １回目、以上です。 

○水谷毅委員長 答弁を求めます。 

 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、こども

教育課に係りますご質問にお答えいたし

ます。 

 正雀保育所の土地の貸し付けの件でご

ざいます。正雀保育所につきましては、建

物は無償で譲渡、土地に関しましては、平

成３０年度末まで無償貸し付けの契約を

交わしております。平成３１年度以降の土

地の貸し付けにつきましては、今後の法人

との協議となってまいります。 

 その評価額についてでございますけれ

ども、概算で、２億４，４００万円と計算

しております。 

 また、その他の保育施設で無償貸し付け

をしているところといいますのが、正雀愛

育園、それから一津屋愛育園、とりかいひ

がし遊育園、せっつ遊育園、現在整備のほ

うを行っておりますＫＥＮＴＯひまわり

園ということであります。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬生涯学習課長 それでは、予算概要

１２２ページ、ＰＴＡ協議会補助金の使途

についてご答弁させていただきます。 

 摂津市ＰＴＡ協議会につきましては、各

学校、園の単位ＰＴＡから役員を出してい

ただきまして、摂津市全体としてＰＴＡの

啓発、その事業の啓発等について活動して

いただいている団体でございまして、青少

年健全育成の観点から、摂津市から補助金

を支出しております。 

 こちらの内容につきましては、現在、年

に一度、ＰＴＡ協議会のほうでＰＴＡ大会

というものを実施されております。これは

摂津市のＰＴＡ全体の催し物としてＰＴ

Ａ活動の啓発、また学校の取り組みの紹介

などを実施されておられます大会で、毎年

１回実施されておられまして、そちらの運

営費用のほうに充当していただいており

ます。過去は、例えば講演会などを実施し

て、そちらの講師謝金や会場使用料等の支

出となっておりまして、また近年におきま

しては、毎年特色のあるイベントを開催さ

れておられまして、そちらのイベント運営

費用というふうになっております。 

 また、こちらのほうは実績払いというこ

とで８万円となっておりますが、必要経費、

支出した余りについては返金していただ

く形となっております。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 それでは、三好委員から

の教育政策課に係るご質問にお答えいた

します。 

 まず、小学校施設運営事業、また中学校

施設運営事業に係ります電話機の交換に

関してのご質問でございます。今回、電話

機の交換を計画的に実施していくという

ことで予算計上をさせていただいており

ます。 

 電話機の交換につきましては、約１５年

前に交換をさせていただいておりまして、

そこから約１５年が経過するということ

で、修繕等も故障により発生しているとい

うこともございます。また修繕用の部品の

保有年限が過ぎているということもござ

いまして、計画的な更新が必要となってお
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り、予算の平準化ということもございまし

て、５年に分けて小学校、中学校それぞれ

計画的に更新をしていくということで、予

算を上げさせていただいているものでご

ざいます。 

 また、中学校給食のご質問でございます

けれども、昨年のプロポーザルによる審査

によりまして、新しい業者を選定させてい

ただいております。委託料につきましては、

現行の１食単価３１３円から５５９円に

金額が上がっているということで委託料

も上がっております。目標の喫食率、これ

まで３０％を目標に実施させていただい

ておりますが平成２８年度の５校の平均

喫食率で申しますと、３．７％、平成２９

年度の１学期末現在の数字で申しますと、

若干数値が上がっておりまして、４．５％

という現状ではございます。 

 まだまだ当初目標に上げておりました

数字にはほど遠いという現状はございま

すけれども、昨年に、アンケートもとらせ

ていただきまして、５％の方が給食を利用

されておられて、あと約５％の方がコンビ

ニエンスストアなどで購入したお弁当を

持参しておられるということもございま

すので、そのような方を対象に、現実的に

即した数字として喫食率１０％を目標に

ということで掲げさせていただいており

ます。我々といたしましては、一日でも早

くそのような目標を達成したいとは思っ

ております。 

 今回、平成３０年度からの新しい業者、

お弁当の浜乃家というところにつきまし

ては、現在千里丘小学校の給食での調理業

務委託を受けていただいております。 

 また、中学校給食につきましては、お隣

の吹田市のほうで請け負っていただいて

おりまして、吹田市では、本市と同様の形

でデリバリー方式選択制で実施されてお

りまして、平均喫食率が約１５％というこ

とも聞いております。吹田市で取り組まれ

ている献立などについて我々も参考にさ

せていただきながら、そのような目標喫食

率に向けて取り組んでまいりたいという

ふうには考えております。 

 また、過年度還付金についてのご質問で

ございます。こちらにつきましては、卒業

時やまた年度、学年の途中での転出等に発

生した場合に、これまで入金していただい

て使用されなかった給食費を精算させて

いただいて返還するものでございます。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 では、学校教育課に

係りますご質問につきましてお答えをい

たします。 

 中学校のタブレット型パソコンに関し

ましてですが、タブレットの１台当たりの

単価が約８万５，０００円程度になる見込

みで考えております。 

 また、教育ソフトといたしましては、現

在は、ｅライブラリというソフトを小学校

のほうにも導入しておるんですけれども、

そのソフトの導入を考えておりまして、１

台当たりで申し上げますと約３万５，００

０円になると予定されております。 

 続きまして、学力定着度調査にかかわり

まして、全国学力・学習状況調査の本市の

位置ということでございますが、この本調

査の実施主体であります文部科学省のほ

うからは、過度な競争を招くことのないよ

うに実施しているものでございまして、国

や府からの結果を受けて、我々もどのよう

な立ち位置にいるのかということが詳し

くはわからないのが現状でございます。た

だし、本市の平均正答率の状況からすれば、
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厳しいものであるというふうなことは推

察されるところでございます。 

 それから、人間基礎教育にかかわる、例

えば挨拶等の状況が、全国と比較すると厳

しい件につきましては、おっしゃるとおり、

全国と比べますと残念な状況だと捉えて

いるところでございます。人間基礎教育の

推進に向けて、学校ではさまざまな取り組

みを行っております。全校で挨拶運動を実

施しておること、これは、最近では中学生

が小学校に行って、小学校の校門前で挨拶

運動することなどもどんどんと広がりを

見せているところであります。 

 それからリサイクル運動、地域とともに

行うクリーンウオーク、クリーン作戦と言

われるような奉仕活動、それからボランテ

ィア活動、地域の方とのふれあい体験、赤

ちゃんとのふれあい体験、また、学校内で

の異学年交流などいろいろな取り組みを

進めているところでございます。 

 それから、学校部活動にかかわり、今後

の働き方改革にかかわってどのようなビ

ジョンを持っているのかということにつ

きましてですが、今年度、一斉退校日とい

うようなもの、また部活動を行わない日を

設けることなどを試行的に実施しており

まして、来年度から本格的に実施をしよう

と考えております。 

 また、働き方そのものについては、学校

側の意識もそうですし、それから我々行政

としても、できることはしていかなければ

ならないというふうに考えている重要な

ものだと捉えております。 

 今回、導入を計画しておりますスクール

サポートスタッフ、これがどの程度の効果

を生み出すのかを検証しながら、やがては

全校配置を目指してまいりたいと考えて

おりますし、校務をより円滑に進めるため

に校務用のパソコンを教員に１人１台貸

与しておりますが、それを入れかえる中で、

校務の効率化を図れるようなシステム等

を一部導入したいと考えています。統合型

の校務支援システムというものもござい

ますが、他市ではそういったものも導入し

ているところはございますけれども、現時

点では、本市はそこまでは考えていません

が、今後の状況をかんがみながら、そうい

ったものの導入等も検討してまいりたい

と思っています。 

 そして支援人材の見直し、これも働き方

改革の中から一度見直しを図り、現在学校

に配置している非常勤職員等の活用につ

いて、また検討していければと考えている

のが現在のビジョンでございます。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 まず、現状、無償貸与さ

れている保育園、保育所等ですけれども、

大阪府ではこういった無償貸与されてい

る分を随時買い取っていっていただいて

いるみたいですけれども、摂津市はそうい

ったふうな動きを目指していく予定なの

かどうか、お答えいただきたい。 

 よくお話に上がっています旧味舌小学

校跡地でありますとか、摂津市にはこの前

僕も一般質問させていただきましたけれ

ども、未来を予想すればお金がないという

ふうに言われているわけですけれども、こ

ういうのを買っていっていただいたほう

が、今ある旧味舌とか売るとかそういう話

になるよりも、まず、こういうのをテーブ

ルにのせていくべきではないのかなとい

うふうに思うんですけれども、交渉すれば、

もう事業者がやめてしまうような状況な

のか、そういったことも踏まえて教えてい

ただきたい。経緯と今後について教えてい
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ただきたいなというふうに思います。 

 結構な数、６か所ですかね、結構な金額

になるとも思うんですけれども、先ほどお

話にもありましたけれども、待機児童の問

題とか、そういうようなの少しでもそうい

った売却益で、賃貸でもいいですし、回し

ていければ全国的な保育士の不足と言わ

れていますけれども、条件さえ上げれば、

ある程度恐らく他市よりもいい条件出せ

ば、恐らく来ていただけると、そういった

お金の使い回し方も考えていけるのでは

ないかなというふうに思うんですけれど

も、済みません、これはちょっと余談かも

しれないですけれども、今後どういった計

画なのか教えていただきたいです。 

 ＰＴＡのほうですね。現在、個人情報保

護法がかわりまして５，０００人以下の

方々、名簿等々も法律で規制されるように

なったのですけれども、全国的とまではま

だ言えないかもしれないですけれども、訴

えられているのはＰＴＡ会費について、徴

収について訴えられているようなところ

もあると思います。 

 我が市につきましては、そういったとこ

ろの予算的には反映されていないのかな

というふうに形では思ったんですけれど

も、僕が調べた限りですけれども、そうい

った訴えられたときは、ＰＴＡの会長が訴

えられている形になっております。もしそ

ういった場合になったときに、現状、ＰＴ

Ａ会費というのは、任意で徴収しないとい

けないというふうにはなっておりますけ

れども、説明不足ということで訴えられた

りしておりますけれども、そういったとき

に、どういった対策を本市はとっていくの

か。 

 ＰＴＡというのは、外部組織というふう

な言い方されるのかもしれないんですけ

れども、補助金を出している以上、１０

０％外の組織とは多分恐らく言えないと

思うんです。もし切ってしまうのであれば、

それにかわる、こちらがお願いしているよ

うな、市がお願いしているようなことを市

がやっていかないといけないというふう

になっていくと思うんですけれども、それ

についても、あわせて教えていただければ

なと思います。 

 ３番目、中学校給食につきましてですね、

喫食率４．５％で若干上がったかと思うん

ですけれども、依然、喫食率１０％の目標

というのは、早急にというか明確な答えと

いうのは返ってきていない。喫食率１０％、

最低でも恐らく目指さないと、この前の一

般質問の、何回も一般質問言って済みませ

んけれども、費用対効果がかなり悪いとい

うふうに言わせていただきました。そのよ

うなのであれば、他市から人を集めてくる

ためにも、先んじて今お金があるうちに形

のあるものとして、全員給食を導入したら

どうかというお話もさせていただきまし

たけれども、現状３年間はこういった形で

動く、やられるということでしたので、そ

れについて話を進めていくと、やっぱり喫

食率１０％というのは、本当に必ず守らな

いと、最低限いかないといけない。他市で

はそれ以上の市も実例としてあるわけで

すから、そういった市になぜいかないのか。

人口規模が少ないというのもあるのかも

しれないですけれども、ただ未来は待って

くれないもので、少子化となり収入はどん

どん減っていくわけですね。財政の計画で

も出ていますけれども、そういった迫りく

る未来が、もう終着点は決まっているわけ

ですから、それまでにある程度結果を出し

ていかないといけないというのはわかり

切っていることですから、もうちょっと、
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確実にいつまでというのは言いにくいか

もしれないんですけれども、目標として立

てるのは悪くないんじゃないかなという

ふうに思うんです。それが結果としてだめ

だったというのは仕方がないのかもしれ

ないんですけれども、やっぱり期限を決め

てやるからこそ、皆さん、やらないという

気持ちになると思うんですけれども、無期

限にそうやって進んでいくと、やっぱり少

しだらけたり、気持ち的な問題になるのか

もしれないですけれども、そういったこと

も起こり得るのかなというふうに思って

います。 

 僕自身は、正直、全員給食はやってほし

いんですけれども、現状こういう形ですの

で、できる限りのことを今ある制度でやっ

ていく、そしておいしい給食を皆さんに食

べていただけるようになればというふう

に思っています。 

 ですので、もう一度、これに関しては要

望ですけれども、計画というか、つくって

いただければありがたいなというふうに

思っています。こうこうこういうふうにし

て、具体的にペーパーでもいいんですけれ

ども、こういう形で目指していくって、例

えば図式でありますとか、そういった形で

示していただけたらわかりやすいかなと

僕は思っています。 

以上です。 

 中学校器具費、抜けていました。小・中

学校の電話機の交換ですけれども、これは

設置後１５年たったというのはわかるん

ですけれども、必ずしも交換しないといけ

ないのか、家庭の電話機では普通は潰れる

まで交換しないものですし、予算を見ても

わかるんですけれども、小学校の机とかに

も３０万円ほど費用はかかっています。 

 今回の小学校の電話機器交換業務委託

に関しては約２５０万円ですかね。 

 正直、電話があっても、子どものために

は余りならないのかなと。机とか買うのが

もちろん大事だと思うんです。でも電話機

を定期的に１５年ごとだとは思うんです

けれども、かえていく予算があるのであれ

ば、もっとほかのことに使えるのではない

か。壊れてからＩＰ電話にかえているのか、

何の電話にかえているのかちょっとわか

らないですけれども、そういった費用に転

換していったほうが、より有意義ではない

かなというふうに思うんですけれども、こ

としに限って２つあわせて５００万円近

くあるんですかね、というのは結構莫大な

お金で、小学校の１個の遊具ぐらいつくれ

るでしょうし、そういった使い方もできる

と思うんですけれども、必ず必然性がある

ものなのか、もう一度教えていただきたい

なと。 

 電話機なんて正直、安いと思っているん

ですけれども、１台当たり数千円で買える

ものじゃないのかなと思っているんです

けれども、約２５０万円というのは何台、

さっき聞いていないんだけれども、何台か

えるのかというのもあわせて、単価も、も

う一度教えていただきたいです。 

 定着度調査につきましてですけれども、

競争はできないということで、全国的な順

位ははっきりとはわからないということ

でしたけれども、学力に関してはある程度

仕方がないのか、今から言うこと少し語弊

ありますが、仕方がないのかなというよう

に思っています。 

 なぜなら、摂津市は人間基礎教育をうた

っているのですから。ちょっと余談になり

ますけれども、前、僕は不動産屋で仕事を

させていただいておりました。やっぱりフ

ァミリー層というのは、校区に学力の高い
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学校があるとか、教育、そういうのに力を

注いでいるか、道徳的な意味でよく挨拶が

できるかとか、そういうのはセールスポイ

ントになるんですね。やっぱりそういうの

がいい地域やったら引っ越そうという形

にやっぱり感覚ですけどあったわけです。 

 ですので、多少、学力、他市に比べてと

いうのはあるかもしれないですけれども、

みんなが挨拶して気持ちよくしてくれる

とか、そういうのがあれば、やはりそうい

う引っ越し、転入してくる条件になり得る

と思うんです。ただ現状ですね、酷な話か

もしれませんけれども、数値として全然出

てきていない。結局、これを一体いつまで

続けていくのか。２０年続けてから方向転

換していくのか、３０年間続けてから方向

転換していくのか、時間のかかる作業とい

うのは過去の答弁でもあったと思います。

一般質問で、あったと思いますけれども。 

 これも僕の体験談ですけれども、僕の出

身の学校が余りいい学校ではなかったん

ですね。卒業式とかも特攻服を着てくる子

がいたり、金髪の子がいたり、バイクでわ

ーと来たりとかいう学校だったんですけ

れども、卒業してから、僕はその当時大阪

市会議員の秘書させていただいていて、卒

業した中学校に訪問する機会があったん

ですね。当時、僕がいてたときの教頭先生

が校長先生になってはりまして、１２時ぐ

らいですかね、行ったときに、生徒の子が

僕に会うたびに「こんにちは」と言ってく

るんです。僕のことなんか知らないですよ。

僕の紹介なんかしてもらってないですし、

知らないんですけれども、「こんにちは」

「こんにちは」と普通に言ってくるんです。

びっくりしたんですね。こんなに変わるの

かと。 

 また、１２時過ぎに登校してきた子がい

たんですよ。それは健康の理由か何かちょ

っとわからないですけれども、僕が感じた

のは不登校ぎみの子なのかなと思ったん

です。その子も「こんにちは」と言ってき

たんです。僕から挨拶していないのにです

ね。 

 そういった教育が何でできる、卒業して

から１０年もたっていないわけなんです。

１０年もたってないのに、そういうふうに

学校は変わっていて、当時の校長先生に聞

いたら、挨拶には力を入れていると、もう

何が何でも挨拶させるようにしていると。

やっぱり挨拶が基本で、道徳的で、やっぱ

りそれは結果論かもしれないですけれど

も、校長先生の話とかもめちゃくちゃ整列

して聞いているわけですね。以前は誰も聞

いてなかったような学校がですね。こんな

に変わるのかと、学力も上がってきたとい

うふうにおっしゃっていました。 

 そういった実例も経験し、正直数字では

出せてないですけれども、１０年未満でそ

ういった形、実例で僕はちょっと見てしま

ったので、この市も何とかできるんじゃな

いかなというふうに思っているんです。他

市に負けない摂津市をつくっていかない

といけないわけですけれども、現状出てい

る資料では、吹田市とか大阪市もですかね、

僕が見た資料では負けていました。学力と

かはですね、特色である人間基礎教育でも

負けていくというのはちょっと、何をもっ

てじゃあ今後勝負していくのか、この市は、

教育の場でおいてですけれども、僕は本当

にちょっと疑問に思っていまして、戻りま

すけれども、いつてこ入れをしていくのか、

またあと１０年たってから人間基礎教育

やって、１０年たって「あかんかったから

どうしようかとか」いうふうにしていくの

か、今からちょっと方向転換していくのか、
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結果として数字が出ていないのですから、

方向転換をしていただきたい。 

 僕は、摂津市というのはいいまちですか

ら、人にどんどん入ってきてもらわないと

いけない、家族で入ってきていただかない

といけないというふうに考えていますの

で、その対策をいつとるのか。これは済み

ません、教育長に一度教えていただきたい

です。 

 続きまして、最後ですね。学校部活動等

助成事業につきましてですけれども、来年

度からやられるということで、一斉退校日

とかそういうものをされていくというふ

うにおっしゃいました。 

 僕は１回目でもお伝えしたんですけれ

ども、やはり教師の方、教員の方の事務が

減っていかないと、全く意味のない制度だ

と思うんです。家に帰ってやるだけになる

と思いますので、先生の方の事務が変わっ

ていかないと、制度のために逆に働きにく

くなるのではないかなと思っています。 

 それについては、始まったばかりの制度

というのもありますので、じっくり考えて

いっていただければなとは思うんですけ

れども、会議もされているということです

けれども、現場の教師、先生方の意見をし

っかり聞いていただいて、これもごめんな

さい、僕の知り合いの教師の方に聞いただ

けですけれども、教頭先生がじっと何もせ

ずに６時を回ったぐらいからじっと見て

くるそうなんです、帰れという意味で。採

点している最中にずっと見てくるんです

って。 

 それで帰れと言われているので帰る先

生はいるんですけれども、その先生はやり

たいそうで、もう半分反抗みたいな感じで

１１時半ぐらいまでずっと丸つけしてお

ったらしいです、入力作業、成績の。自分

だけ残ってやっていたらしいんですけれ

ども、さすがにちょっと１２時回るから、

教頭先生も帰してあげなかわいそうだな

ということで、帰ったそうなんですけれど

も、そういった実例も、僕が聞いた話です

けれども、あるにはありますので、妨げに

ならないような制度を、制度自体はすごい

大事だと、働き方改革で先生が少しでも楽

になって、それが子どもたちに返っていく

といういい制度だと思うんですけれども、

実務が伴わないとやはり結果として意味

がない制度だと思いますので、しっかり話

を聞いていただいて、これは要望ですけれ

ども、進めていただければなと思います。 

 タブレットの話、抜けていましたね。中

学校器具のタブレットなんですけれども、

８万５，０００円と３万５，０００円とい

うのは、８万５，０００円の中に教育ソフ

トが入っている状態なんですかね。入って

ない状態合わせて、それでそれは全ての合

計では１２万円が単価になるんですかね、

全ての１台当たりの単価に。 

 まあまあいい値段だと思います。それに

ついて、質問が前後して申しわけないです

けれども、どういった使い方をされていく

のか。 

 最先端の塾とかでは、一人当たり１台タ

ブレットを与えて、ずっと問題集を送って

あげたり、家に帰ってもできるような形で

やられたりしていますけれども、今回に関

しては中学校当たり４５台ですので、そう

いった使い方は恐らくできないのではな

いかなと。 

 それでその授業に対する使い方と頻度

をどのような形で考えられているのか。や

はり、結構な金額がかかっている事業です

ので、有効活用していただかないと意味が

ないと思うんです。その使用頻度に関して、
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ちょっともう一度教えていただきたい。 

 ２回目、以上です。 

○水谷毅委員長 暫時休憩いたします。 

（午後２時５０分 休憩） 

（午後３時１９分 再開） 

○水谷毅委員長 休憩前に引き続き、再開

いたします。 

 答弁を求めます。 

 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、こども

教育課に係りますご質問にお答えいたし

ます。 

 土地の買い取りといいますか、売却の考

え方ということでございますが、市内の施

設でも大阪府から買い取ったという事例

があるというのは聞いております。 

 現在、第５次行革の中で、市有財産の減

免貸付、無償貸付を見直しますという項目

がございます。この考え方を元に、対象施

設が福祉施設ということも考慮しながら、

今後法人と協議のほうを行ってまいりま

す。 

○水谷毅委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬生涯学習課長 それでは摂津市Ｐ

ＴＡ協議会の件につきましてご答弁をさ

せていただきます。 

 まず摂津市ＰＴＡ協議会及び各学校で

組織されておられますＰＴＡにつきまし

ては、あくまで独立した市民団体であると

なっておりますが、学校教育、家庭教育、

また青少年健全育成に資する団体でござ

いまして、市としてもただ補助金を出すだ

けではなく、生涯学習課、また学校教育課

と密に連携して、さまざまな問題解決に当

たらせていただいております。 

 市ＰＴＡからさまざまな連絡・相談、ま

た我々のほうから指導・助言などをさせて

いただきまして、摂津市全体の教育環境の

向上を図るために、日々努力しておるとこ

ろでございます。 

 委員がご指摘の個人情報保護の問題に

関してですが、摂津市ＰＴＡ協議会のほう

で個人情報保護法の改正に伴いまして、他

市の事例などを研究されて問題意識を持

たれているということでございます。 

 またこの件につきましては、我々のほう

にもご相談いただきまして、連携を図って

今後どうしていくかということをご相談

させていただいております。 

 今後、摂津市ＰＴＡ協議会のほうでは、

専門部会を設け、個人情報の保護について

トラブルのないよう、今後継続して勉強及

び検討されると聞いております。 

 生涯学習課、学校教育課もこれに密に連

携し、適切な事務、適切な個人情報保護を

図るように、一緒になって問題の課題解決

を図っていきたいというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 それでは、三好委員から

のご質問にお答えいたします。 

 まず中学校給食について、先ほど目標喫

食率、この平成３０年度から新しい業者に

変わるということで、喫食率１０％という

目標を計上させていただいておりますけ

れども、我々といたしましては平成３０年

度から平成３２年度までの間で、これまで

取り組んでおります改善の事例といたし

まして、人気献立キャンペーンの実施や、

また予約システムにおきましてはこれま

で１万８，０００円と６，０００円だけの

払込票ということでありましたけれども、

より使いやすくということで３，０００円

の払込票も追加させていただいておりま

す。 
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 またこれまでは、事前に、希望者の方に

登録をしていただき、お金を振り込んでい

ただくという形をとっておったんですが、

平成３０年度からは全員の方に事前に、全

員登録という形で実施するということで、

今回変更をさせていただく予定でござい

ます。 

 あと乗り入れスクールの際に、このたび

も第五中学校で現小学校６年生の方を対

象に、全員喫食という形で実施させていた

だきまして、児童の方にアンケートをとら

せていただいたところ、皆さんで一緒に、

和気あいあいとした雰囲気の中で食べて

いただいたということもあって、非常に好

評であったというアンケート結果もござ

います。 

 そのようなことも、今後も取り入れなが

ら、この平成３０年度から新しい業者に変

わる中で、いろいろと改善もまた実施して

いきながら、喫食率１０％を目標にやって

まいりたいと考えております。 

 次に、電話機交換業務についてのご質問

でございますけれども、こちらにつきまし

ては、今回、小学校が味生小学校と三宅柳

田小学校、中学校が第一中学校と第三中学

校につきまして、電話機だけではなく、電

話回線を主に管理いたします主装置と言

われるものも、工事と一式で今回やらせて

いただくもので、台数といたしましては小

学校がそれぞれ１４台ずつの２８台。中学

校につきましては１２台ずつということ

で２４台。計５２台の電話機を交換するの

と、あと申しましたこの主装置も合わせて

交換をさせていただくものでございます。 

 また、年数は経過しておりますけれども、

まだ使えるものを全て一斉にということ

ではなくて、当然修理が必要になったとき

に交換部品の関係等もあるんですけれど

も、使えるものは例えば他校で同一の機種

をまだ使えるということであれば、回す形

で有効活用するとか、そのようなことも考

えながらやっていきたいというふうには

考えております。 

 この電話機につきましては、光回線対応

の機種に交換するということで、この委託

料とは別ですけれども、電話料金で言いま

すと基本料金と通話料金で、１５校で年間

約１００万円の削減効果を見込んでおり

ます。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 中学校のタブレッ

ト型パソコンの活用頻度ですとか、活用方

法につきましてお答えいたします。 

 中学校では、技術科の学習において、パ

ソコンを使っての製図やプレゼンテーシ

ョン等の情報処理能力を育むような時間

が２０時間ほどございます。 

 ここでの活用はもちろんのことではご

ざいますが、今回の導入で見込んでおりま

すのは、タブレット型パソコンを教室等に

持ち出して、例えば理科の実験で物が変化

する様子、体育でのマット運動の動作の様

子を動画で撮影したり、国語の時間に班で

話し合ったことを書き込んで全体で交流

したり、調べ学習を行ったりなど、さまざ

まな学習場面において、より効果的な学習

とするための手段としての活用でござい

ます。 

 それ以外にも、補習等で、先ほど申し上

げましたｅライブラリアドバンスのソフ

トを活用して、ドリルを解き進めるような

活用もできますし、生徒全員にこのｅライ

ブラリアドバンスのＩＤとパスワードが

付与されますので、家のパソコンを使って

ドリル等を解き進めるような活用もでき
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るようになります。 

 一概に活用頻度が週当たり何時間と申

し上げることは難しいのですが、このよう

に授業、放課後、家庭など、さまざまな場

面で活用できるものと考えております。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 箸尾谷教育長。 

○箸尾谷教育長 挨拶のお話ですけれど

も、私ども教育委員、私を含めて教育委員

全てで５名いますけれども、５名の教育委

員、毎年全保育所・幼稚園、小学校、中学

校、学校訪問に回っております。それで授

業も見ております。 

 その中で言いますと、私は、学校へ行っ

たら子どもたち元気に挨拶をしてくれま

す。廊下を歩いてすれ違ったときでも、「こ

んにちは」とか「おはようございます」と、

挨拶を本当にしっかりしてくれています。 

 私どもの教育委員の中に、北摂他市の教

育関係の方がいらっしゃったんですけれ

ども、その方が摂津市の子どもたち、とり

わけ小学校の子どもたちの様子を見て、本

当に掃除も一生懸命やってくれていると。

もう小学１年生、２年生が廊下にはいつく

ばって一生懸命廊下を磨いてくれている

と、こんなの見たことないというふうにお

褒めをいただいています。 

 そういう意味で、おっしゃるように学力

的には、先ほど申し上げたように、市全体

の平均で比べますと北摂他市に比べると

しんどい状況にあるのは事実ですけれど

も、私は子どもたちは本当にしっかり頑張

ってくれているなというふうに思ってい

ます。 

 それで委員にお示しいただいたのは、恐

らく学力定着度調査の項目で、アンケート

項目で「近所の人に会ったときは、あいさ

つをしますか」という質問に対して、本市

の６年生はいつも自分からするという子

どもが、ちょっとグラフですので、数字が

はっきりしませんけれども、おおよそ３

０％程度。全国は６年生で４１％ぐらいと

いうような状況で、積極的に自分から挨拶

をするという生徒は確かにまだまだ全国

に比べたら少ないのかもしれませんが、こ

れは全国ですから、全国というと先ほども

話が出ていましたけれどもいろんな場所

がありまして、大阪府内では正直言いまし

て、近所で道を歩いていて道を聞かれたら

もう何も言わないで逃げなさいというよ

うな指導をされている現状も、私はあるの

かなというふうには思います。 

 ただ、近所の人ということでわかってい

るのであれば、しっかりと挨拶をするよう

にという指導は、学校でもしていきたいと

思いますが、私は何度も申し上げますけれ

ども、決して本市の子どもたちが北摂他市

の子どもたちに比べて、挨拶であるとか奉

仕の精神であるとか、この人間基礎教育に

のっとった部分で劣っているというふう

には決して思わない。 

 先ほど、委員からご自身の経験をお伝え

いただきましたけれども、私も２０年ぐら

い前、本市の中学校で教員をしていまして、

その当時は本市も同じような状況がござ

いました。しかし今また、よければ見てい

ただいたら結構ですけれども、中学校でど

のクラスも静かに授業ができている状況

がございます。 

 また、本市の教職員、本当に授業改善に

取り組んでくれておりまして、本市では小

学校１０校、中学校５校全ての学校で、研

究発表大会をことし全校でやることがで

きました。これも北摂他市ではこういう状

況はありません。 

 そういう意味で、本市はまだまだ課題は
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多いですけれども、しっかり子どもたちも

頑張ってくれているし、教員も頑張ってく

れていると思いますので、今、ご指摘いた

だいたこのアンケート結果、これが少しで

もよくなるように、この人間基礎教育の五

つ、思いやりの心、それから感謝の心、挨

拶を励行する心、奉仕の心、節約・環境を

大切にする心ですか、この五つの項目とい

うのは道徳の項目、小学五、六年生は２２

の指導項目が決められていますけれども、

その道徳の項目の中に全て合致しており

ますので、今後は学校において道徳教育を

しっかり行うことで、より一層挨拶のでき

る子を育てていきたいと思います。 

 以上です。 

○水谷毅委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 済みません、電話機の単

価のご質問をいただいておりまして、漏れ

ておりましたので、電話機のほうが１台３

万７，０００円、主装置につきましては２

８万８，０００円でございます。 

○水谷毅委員長  三好委員。 

○三好俊範委員 ＰＴＡに関してですけ

れども、会費の徴収に関して裁判になって

いる形、熊本市であると思うんですけれど

も、それに関してもお聞きしたんですけれ

ども、今後の徴収の仕方についてもう一度

お聞きしたいです。徴収方法で、会費を徴

収されていてそれについて任意は任意と

いう話を先ほどさせてもらったと思うん

ですけれどもそれが、済みません、そこま

で先ほど突っ込んで言ってなかったかも

しれないですけれども、会費を徴収されて

いることに対して訴えを起こされている

自治体がいらっしゃいます。ＰＴＡ会長が

訴えられているという話を先ほどさせて

いただいたと思うんですけれども、それに

ついての対応というか、今後の見通しにつ

いてもお尋ねしたいと。 

○水谷毅委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬生涯学習課長 済みません。ＰＴＡ

会費の徴収につきましては、他市でどうい

う形で訴えられているのかというのは、詳

しくは把握しておらないんですけれども、

本市の徴収については適切に行われてい

るというふうに考えております。 

 なので、他市の事例などを研究して、本

市が問題がないのかどうかも含めまして、

ＰＴＡ協議会のほうと一緒に研究してい

こうと思うんですけれども、今のところ特

に何か変えるというところまでは至って

いないと考えております。 

○水谷毅委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 売却という、大阪府では

土地を売っていっているという実例があ

るというのも把握していらっしゃるとの

ことなので、済みません、もう一個だけ最

後お聞きしたいんですけれども、一体今ま

で何年間、ほかのところも含めて無償で貸

されていたのか。 

 それでお金があるのであれば、ただで貸

すのは全然問題ないと思うんですけれど

も、お金がないという前提で話をさせても

らいますけれども、こういうところから相

談していって、賃貸なり売却なりそういっ

た益を生むことによって、ほかのところの

回せるのではないかなと思って、僕は言わ

せていただいているんです。 

 そういうところも含めて、今後、どうい

った交渉の仕方、対応をされていくのかを

お聞きしたいです。 

 何年借りていたのかと、これからどうい

う対応をしていくのか、もう少しはっきり

教えていただきたいです。 

 それからＰＴＡの個人情報のことと、会

費の件についてなんですけれども、ＰＴＡ
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の会費というのは、基本的には任意団体で

すので、入っているか入っていないかわか

らない状況というのはまずいというふう

に、必ずしも入らないといけないという人

がいるのがまずい、そう思ってしまってい

る人がいるのがまずいというふうに思う

んです。 

 基本的には任意団体で、加入するかしな

いかは、ただＰＴＡの会費が任意というこ

とを周知し過ぎて、会費が全然集まらない

というのは、それは運営自体が難しくなっ

てしまいますので、難しい話ではあるんで

すけれども、現にそういう形で裁判になっ

ているところも出てきていることですし、

対策として考えていくべきではないか、考

えていっていただきたい、要望ですけれど

も、個人情報のほうに関しても専門部会を

つくるとおっしゃいましたけれども、早急

に時代のニーズに合わせた対応をしてい

っていただきたいなというふうに、要望と

してお伝えしておきます。 

 中学校給食に関しては、平成３０年度か

ら平成３２年度までに、喫食率１０％を目

標に目指されるということですけれども、

今回に関しては、要望ですけれども、例え

ば平成３１年度後半、平成３２年度最初の

ほうでもいいですけれども、もう無理だな

と、めどが立たないなというふうに思うこ

とがあれば、次の案を練っていただきたい。 

 平成３２年度の契約が終わりました、さ

あこれからどうしましょうというわけで

はなくて、今回から新たに３年間やるとい

うふうに決まったんですから、それの目標

に向かって動くのは問題ないと思うんで

すけれども、達成できなかった場合どうす

るかというのを、しっかり考えていってい

ただきたい。 

 それは３年間でできなければ、６年後に

はできるのかもしれないですけれども、や

はり同じことをしていたら恐らくできな

いと思うんですね。 

 ですので正直、当初の制度自体を見直す

時期ではないかなと僕は考えているんで

すけれども、そのあたりも今後ちょっと考

えていっていただきたい。何年までに見通

しが立たなければ、方向転換もあり得ると

いう形で考えていっていただきたいです。 

 ４番目ですね、電話機交換についてなん

ですけれども、３万７，０００円の電話機

というのは、普通に暮らしていたら高いな

と正直思ってしまうんですけれども、皆さ

んのおうちの電話機、そんな値段するのか

なと僕は思ってしまったんですけれども

ね。 

 使えるものに関しては、随時というかそ

のまま違うところで使うというふうにお

っしゃいましたけれども、なら使えるので

あれば、もうそのままそこに置いておいて

使っていったらいいんじゃないかなと思

うんですね。 

 今年度の予算、枠はとっているので、余

っても別にいいんじゃないかとは思うん

ですけれども、使えるものはそのまま使っ

て、別にそういうふうに回さなくてもそこ

で使って、それで潰れたら予算はとってい

るので、ことし中に潰れたら変えていただ

いたらいいと思いますし、そういった建設

的なお金の使い方をしていただければと。 

 電話は壊れたら買うものだと正直思っ

ていますので、部品がないから買いかえて

おこうという、そんなトイレットペーパー

の買いだめみたいな感じなのかなとは思

うんですけれども、もう一度ちょっと最後、

考え直していただきたい。正直やめていた

だきたいというふうには思ってはいるん

ですけれども、使えるものに関してはその
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まま使っていただきたいというふうに要

望して、この質問を終わりたいと思います。 

 中学校のタブレット型パソコンですけ

れども、これから時代に合わせた、ニーズ

に合わせた教育方法がいろいろ新たに、電

子機器でやっていくのはすごい有意義で、

子どもたちのためにも、先ほどおっしゃい

ました体育で動画撮影したりというのは、

一昔前では考えられない授業ですので、た

だそれが腐ってしまわないようにだけ、最

初は興味本位みたいにやられたりとかと

いうふうにあるかもしれないんですけれ

ども、それがやはり先生の負担になったり

とか、正直、これはまた余談ですけれども、

学校にテレビがあるとか、ああいうのも僕

は、どの程度意味があるのかがいまいちわ

かっていないところもありまして、必要な

ものですからあるのはわかるんですけれ

ども、それが本当に先生から望まれている、

この摂津市に合った教育方法なのかとい

うのも考えていただいたら。 

 それで実際に導入するものなのでした

ら、有意義に使っていただいて、しっかり

と子どもたちのためになるようにやって

いただきたいなと思います。 

 それで、教育長ありがとうございました。

思いは本当にすごく伝わります。真剣に考

えていただいて、実際に教育現場にいらっ

しゃった方ですから、僕よりも経験も豊富

だと思います。 

 ただ、数字というのは時に酷で、他市か

ら来られる方というのがやはりぱっと数

字を見る、これは実際ネットに公開されて

いる情報ですので、やはりぱっと見てぱっ

と比べられるものはとっつきやすいとい

うか、比べやすいものになってしまうと思

うんです。 

 すごい摂津市の教職員の方、休憩時間も

なしで一生懸命教えていらっしゃるのも

わかりますし、これ以上働かせるというの

はすごい酷だと、僕は思ってはいます。で

すので同時に働き方改革の話もさせてい

ただいたんですけれども、ただこの摂津市

というのは、やはり他市に勝っていかない

と、生き残っていかないといけないし、他

市よりも優秀な市を目指していくべきだ

と思っていますので、やはり簡単に出てし

まう、教育というのは数字で一概に左右で

きるものではないと思っているんですけ

ども、やっぱりぱっと判断できてしまう材

料というのはあってしまうんでね、挨拶だ

けじゃなくて、道徳的な意味合いのもの全

てにおいてなんですけども、数字にあらわ

れると言うたらあれですけども、他市にも

っと、数字の上でも誇れるような市にして

いただきたい。そして、人を集めて、この

摂津市で育ってもらって、摂津市でそのま

ま大人になっていただいて、大人になって

も住んでいただけるような、愛着の持てる

まちに、教育の現場からも、難しい話かも

しれないですけど、していっていただきた

いなというふうに思います。 

 以上です。 

○水谷毅委員長 答弁を求めます。 

 浅田こども教育課長。 

○浅田こども教育課長 それではこども

教育課にかかわりますご質問にお答えい

たします。 

 無償で貸し付けている土地、いつから貸

しているのかというお問いでございます

けれども、正雀愛育園でいいますと昭和５

１年からですね。一津屋愛育園でいいます

と昭和５２年から、とりかいひがし遊育園

でいいますと昭和５３年から、せっつ遊育

園でいいますと平成１６年からというと

ころでございます。 
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 それから、今後どのように法人と、この

貸し付けについて協議していくのかとい

うところでのご質問でございますけれど

も、先ほどもご答弁いたしましたけれども、

この対象の施設が福祉施設であるという

ことも考慮しながら、現在の第５次行革の

考え方のもと、法人と協議を行っていくと

いうところで、その１つとして、買い取り

というのも法人との協議の中で出てきた

場合は、それも考えていきたいというふう

に思っております。 

 以上です。 

○水谷毅委員長 溝口総務課長。 

○溝口総務課長 電話機交換についての

ご質問でございます。少し私の説明のほう

が不足していたと思いますけれども、今回、

電話機とそれに対応する主装置について

ですが、学校の中には職員室を初め、各種

教室にかなりの数の電話機を設置してお

ります。各回線に振り分けるという機能を

持った主装置がございまして、そこが経年

劣化、耐用年数の経過等で古くなってきて

おり、そこがもし故障してしまうと、全て

のそれに対応している電話機に影響が出

て、当然学校現場ですから、保護者の方で

あったり、さまざまな外部からの電話等も

たくさんございますので、そういったとこ

ろに影響が出ないように今回、順次交換を

していくということで、現在使えるものを

全て交換ということではなくて、その電話

機がほかの学校でその主装置に対応して

いる機種であれば、その電話機を有効活用

するということでの趣旨でございますの

で、ご理解のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○水谷毅委員長 箸尾谷教育長。 

○箸尾谷教育長 済みません、ご質問はい

ただいてないんですけど、今の電話の話な

んですけど、私も現場におりましたので、

中学校の現状なんかを、お話させていただ

きますと、おっしゃるように、壊れてかえ

るというのは、普通、家やったらそうだと

思うんですけど、学校の電話の場合は、や

っぱり壊れてからかえたのでは遅いんで

すね。 

 例えば、今のこの時期、中学校では進路

の相談で、電話がたくさん使われていると

思います。学校には、電話回線そのものは

二、三回線しかないです。その電話機は３

年の職員室であったり、校長室であったり、

あるいは事務室とか職員室とか、いろんな

ところに置かれているんですが、やっぱり

３年生の進路の相談、時間があれば、もち

ろん子どもと保護者に来ていただいて相

談できるんですけども、例えば、残念な結

果だったから、次どうするかとか、そうい

うような緊急な話をするときは、もう電話

でしかないんですね。ただ、それを職員室、

ほかの先生がたくさん、あるいは他の子ど

もが入ってくるかもしれないような場所

でそういう具体的な話はできませんから、

やっぱり３年生の職員室であったり、場合

によっては校長室をお借りして、校長室に

こもって電話をしたりというようなこと

をしてきました。 

 そういう意味では、もしあのときに、そ

の電話機が壊れてしまっていたらという

と、今、課長からもありましたけど、一般

の電話機と違って、内線機能がついていま

すから、どこか電機屋へ買いに行って、す

ぐこちらでつけかえるというわけにはい

きませんので、やっぱり業者にお願いをし

て来てもらうのに、早くても二、三日かか

ってしまう、そういうような状況があのと

き起きたら、やっぱりしんどかっただろう

なというふうに思いますので、学校のそう
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いう電話機と、ご家庭で使われている電話

機は、そういう意味で少し位置づけが違う

ということもご理解いただけたらという

ふうに思います。 

 以上です。 

○水谷毅委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 ありがとうございます。

保育所等々の分なんですけど、金額は済み

ません、全部聞かなかったですけど、正直

莫大な金額になるのかなと思います。昭和

５１年とか、もうかなり前から、無償で貸

されている。もし貸されていたら結構なお

金になっているかと思います。そういった

ところ、もしあれば、待機児童の問題のと

ころに充当していくとか、そういった対応

ができる財源なのではないかなというふ

うに思うんです。限りある財源ですけど、

節約するところを節約して、もらえるもの

は正直、相談していただいて、交渉してい

ただいて、お金を生み出していただいて、

それを市民の方に還元するというのが市

役所じゃないかなと僕は思ってますんで、

ぜひ前向きに粘り強く交渉していただけ

ればなと思います。 

 済みません、教育長もありがとうござい

ました。電話機に関してなんですけども、

わかります。おっしゃっていることすごく

わかります。ただ、新品でも潰れるときは

潰れるんじゃないかなとも思うんですけ

ど、それを言うてしまえば、水かけ論にな

ってしまいますので、使えるものは有効活

用していただいて、次年度の予算、次々年

度の予算、少しでも減らせるようにしてい

ただいて、努力していただければなと、そ

の分また、何度も言いますけど、ほかにち

ょっと回していただけるような制度づく

り、仕組みづくりをつくっていただければ

なと思います。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 三好委員の質疑が終わ

りました。 

 ほかに質疑ございますか。 

 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 それでは、まず補正の

ことについてお聞かせいただきたいんで

すけれども、議案第９号所管分になります

けれども、前馬部長から冒頭、ご説明をい

ただきまして、子ども・子育て支援推進費

補助金でございまして、国庫補助が増額を

されております。これは、システムの改修

委託であるということでございましたけ

れども、このまず補助金の内容についてお

聞かせいただきたいと思います。 

 それと、このシステムの改修の委託なん

ですけれども、恐らくこれは当初からお願

いをしていた業者に、改修でございますの

で、１者特命で引き続きお願いするのかな

というふうに思っていますけれども、改め

て、補正でございますのでお聞かせいただ

きたいなと思います。 

 それから、議案第３５号所管分でござい

ますけれども、これは鳥飼北小学校の体育

館の改修ということでございます。 

 内容は、防水工事だったかなと思うんで

すけれども、少しその点についてもお聞か

せいただきたい。 

 それと、具体的に、その改修工事はどの

時期にされるのか。子どもの教育に問題の

ない時期にされるんだろうとは思ってい

ますけれども、改めてその点についてもお

聞かせいただきたいなと思います。よろし

くお願いいたします。 

 それで、平成３０年度の予算についてお

聞かせいただきたいと思います。 

 まずは、予算書の３７ページになります

けれども、民生費国庫補助金で児童虐待防
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止対策支援事業補助金がございます。先ほ

ど、楢村委員も質問をされておられまして、

木下課参事がお答えをされておられまし

た。平成２８年度の児童虐待に対する数字

と比べて、平成２９年度、平成３０年１月

までと思いますけれども、で比べていくと、

約１．２倍の数なんだよというお話があっ

たと思います。これは、私は今の状況を考

えると、虐待でないかということについて

の通報はふえてくるというのは、私は今の

流れでいうとそうなんだろうと思います。

ただ、問題であるのは、そういったことに

対して、実際、どのようにアプローチがで

きるのか。本当に虐待であるケースに対し

て、どのように対応するのかということが

大切なのかなと。 

 ということが大事になろうかなと思い

ます。そういう意味を込めて、平成３０年

度から新たに課をつくられるわけなんで

すけれども、具体的にどのように対応され

ていかれるのか、具体的な取り組みを少し

お聞かせいただきたいと思います。 

 それと、国庫補助金なんですけれども、

具体的にどのような内容での補助金にな

っているのか、少しその点についてもお聞

かせをいただきたいなと思います。 

 それから、予算書の３９ページの教育費

国庫補助金で、魅力ある学校づくり事業補

助金でございます。これにつきましても、

きょうの午前中の質疑であったわけでご

ざいまして、具体的な内容についてお聞か

せいただいたところでございますが、そも

そもこの国庫補助金はどのような内容の

補助金になっているのか、まずその点につ

いてお聞かせをいただけたら、恐らくこれ

は全額が国庫補助でしょう。それでされる

話でしょう。なので、その国庫補助金の内

容についてお聞かせいただきたいですし、

これはお聞きしていますと、実際には第五

中学校で取り組んでこられた取り組みを

広げていこうというところで、不登校の未

然防止につなげていこうということなん

ですけれども、改めてその点について具体

的にお聞かせいただきたいなというふう

に思います。 

 それから、同じく予算書の４５ページで

民生費府補助金の大阪府新子育て支援交

付金についてお聞かせいただきたいと思

います。 

 これは平成２８年度の決算の際にもお

聞かせいただきましたけれども、いわゆる

児童発達支援センター事業であったりと

か、保育所や幼稚園等の巡回支援事業を平

成３０年度も続けられるということなの

かなと思っておりますけれども、改めてそ

の点についてお聞かせをいただきたいな

というように思います。 

 歳入及びそれに伴う事業につきまして

は以上をお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 続きまして、ここから予算概要に沿って

進めてまいりたいと思いますけれども、ま

ず予算概要の５４ページ、ファミリーサポ

ートセンター運営事業でございます。この

取り組みにつきましては、私もかねてから

何度も質問をさせていただいてまいりま

した。急な案件に対して、どのように対応

していくのかということが大切じゃない

のかということについてお話をさせてい

ただいておりました。今までの取り組みを

見ておりますと、なかなか会員数がふえな

いというような状況もあって、また実際の

利用件数についてもふえていかないとい

うような状況にあるわけでございます。し

かし、その一方で、これは社会福祉協議会

に委託をしておりますけれども、３００万
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円程度の予算をかけてやっているわけで

ございますので、しっかりとその中身につ

いてもやはり問うていかなあかんのかな

というふうに思っておりますけれども、平

成３０年度、具体的に何か工夫をされるよ

うな点があるのか、まずはお聞かせいただ

きたいなと思います。 

 続きまして、予算概要の１０２ページ、

新入学用品支給事業でございます。この問

題につきましては、私が初めて当選させて

いただいて、そのときから何度かお聞かせ

いただいておりましたけれども、今、新た

に１年生で入学をされる児童、４月から児

童になる子どもに対して、全ての方にラン

ドセルというか、通学用のかばんを支給し

ている取り組みだと思うんですけれども、

私はこの取り組み、もう定着しております

から、やめろと言う気はないんですけれど

も、本当に全員に支給する意味があるのか

なということは思うんです。というのは、

例えば、４年生、５年生になって、そした

ら１年生のときにもらったかばんをどれ

だけの児童が使っているのかということ

を考えていくと、大変低いんじゃないかな

というふうに思うんですね。そうなってく

ると、本当に全ての新入学予定の子どもに

対して支給をしていくということが果た

して予算の使い方としてどうなのかなと

いうことについては、私はいま一度考える

べきなのかなというふうに思っています。

この点について、なかなか答弁しづらいか

もしれませんけれども、お聞かせいただき

たいと思っていますし、実際に１年生でこ

のかばんをもらった子どもたちがどの程

度、その後も継続して、そのかばんを使っ

ているのかということについては、教育委

員会として、何かその状況等をつかんでお

られるのか、少しその点についてもお聞か

せいただきたいなというように思います。 

 それから、予算概要の１０６ページ、学

校部活動等助成事業でございます。この問

題につきましては、さきの代表質問の中で

も取り上げられてまいりましたけれども、

これは国のほうでも新たな方針が示され

たところでございまして、今後、我が摂津

市の中学校におきましても、部活動につい

ては外部の指導員の方にお願いをしてい

くということになっていくのかなと。その

方向性というか、さらに今まで以上にそう

いうケースがふえてくるのかなと思って

いますし、私はそれでいいと思っているん

です。そしたら、今まで実際に、摂津市の

中で外部の方に部活動の指導をお願いし

てきたということがありましたよね。今ま

での取り組み、どうであったのか、それか

ら、これからの取り組みはその延長で果た

していいのかということについてお聞か

せいただきたいなというように思ってお

ります。 

 続きまして、予算概要の１０８ページで

ございます。小学１年生等学級補助員配置

事業でございます。この取り組みは恐らく

始まって１０年ぐらいたっているのかな

と思います。 

 当初から小１プロブレムという問題に

ついては、社会的にも大きな課題でありま

したし、私もこの補助員という制度は大変

にすばらしい制度であったと思っており

ます。ただ、改めて、この１０年間を振り

返ってみてどうであったのかということ

について、いま一度、私は評価もすること

は大事なのかなというふうに思っており

ますので、その点についてお聞かせをいた

だきたいなと思っております。 

 続きまして、同じく予算概要の１０８ペ

ージでございまして、学力向上推進事業で
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ございます。 

 摂津ＳＵＮＳＵＮ塾のことにつきまし

ては、午前中、またこれも質問があったわ

けなんですけれども、これは教育長がたし

か答弁されておられたと思いますけれど

も、基本的には補充に主眼を置いた取り組

みなんだというお話でありました。私は、

今の摂津市の児童・生徒の学力の状況を考

えたときに、この摂津ＳＵＮＳＵＮ塾が拡

充をされていくという方向については、そ

うだろうと思います。しかし、果たしてこ

の取り組みがもう前提として、今後学校の

先生の授業がされていくということにな

ってくるとするならば、これは違うだろう

なと。すなわち、あくまでも、どうでしょ

うかね、短期的というか、今の対症療法的

なものであって、一番問われるべきなのは、

やはり先生方の指導力をどのように上げ

ていくのかということにあるんだろうと

思います。 

 実際、この取り組みについては、学習塾

の協会と契約というか、委託をされて、そ

こから塾の先生にお越しいただいて、新た

に、学校の先生方も、また今までの指導に

ついて、いま一度見直しをしていくという

か、本当に今の指導でいいのかということ

について振り返るような、私はそういった

ところもこの取り組みの目的なんだろう

というように思っています。 

 そういう意味で言うならば、この摂津Ｓ

ＵＮＳＵＮ塾といったものが拡充されて

いくということについては、その子どもた

ちだけではなくて、摂津市全体の先生方の

指導力を上げていくという点からしても

意味があるんだろうと思っておりますが、

しかし、先ほど申し上げましたけれども、

この取り組みがもう前提としてあると、そ

の上で先生方の指導力ということを考え

ていくとなるんであれば、これは、長い目

で見ていくと、指導力の低下にもつながる

話なのかなと思っておりますので、一度そ

の点について、教育委員会の長い視点での

今のお考えをお聞かせいただきたいなと

思います。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、同じく１０８ページで、こ

れも代表質問でもあったところでござい

ますけれども、スクールサポートスタッフ

の取り組みについてお聞かせいただきた

いと思います。 

 先ほど答弁いただきまして、学級だより

の作成なんかにも使っていくんだという

ようなお話があったと思います。そういっ

たことについては、どんどんとしていただ

きたいなと思うんですけれども、しかし本

当にそのことでね、学校の先生方の多忙化

という問題について、確かに一定、軽減は

されると思います、事務的なところで。し

かし、根本的にこの多忙化ということにつ

いて解消されるのかなということについ

ては、私は違うような感じがしているんで

すね。 

 と申しますのは、私が子どものときは、

そのときは学級の名簿といったものがあ

りました。当然、その名簿の中には、学校

のクラスの児童・生徒の名前があって、住

所もあって、電話番号も載っていたわけで

す。もし、何か子どもたちの間でトラブル

があったときも、それぞれのご家庭同士で

解決してきたわけですよ。そういう環境に

ありましたから、直接電話したり、あるい

は住所もわかっていますから、何かおわび

をしないとあかんときには、直接行ってお

わびをすると。学校を挟まんでも、そうい

ったことができたわけですよね。でも、今

はそういった名簿がありませんよね。とな

ると、何か子どもたち同士でトラブルがあ
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ったときというのは、必ず学校に連絡が来

るわけですよね。学校がお互いのところに

連絡を取り合いながら、時には学校に来て

いただいて、問題の解決に当たっていった

りとかいうようなことになっていくわけ

ですよね。私はそこなんじゃないかなと思

っているんです。 

 まずは学校の現場として、そういったと

ころで余りにも時間を取られ過ぎてるの

じゃないかなと思っていますけれども、現

状どのようにつかんでおられるのか、少し

お聞かせをいただきたいなというように

思います。 

 それから、予算概要の１１６ページに参

りまして、これは、先ほど三好委員が質問

されておられましたけれども、中学校教育

用コンピューター事業でございます。これ

はいち早く小学校でコンピューター、同じ

ような取り組みがされておられますので、

そこでもやはり一定の成果があったから

こそ、今回、中学校でも導入していくとい

うことになったんだろうと思っておりま

すけれども、具体的に、例えば教えておら

れる指導者の先生方からどういった声が

あったのか。実際に、これを使っている子

どもたち、小学生からして、例えば、体育

の授業なんかでわかりやすくなったとか

いうような声があったのか、そういったこ

とについて教育委員会として、今把握をさ

れておられるのか、少しお聞かせをいただ

きたいなというように思います。 

 それから、予算概要の１２０ページに参

りまして、就学前教育推進事業でございま

す。 

 これは市内の公立・私立を問わずに、幼

稚園、保育所、保育園の指導者の方にもお

越しをいただいて、合同で研修をしていこ

うということで、これは非常に大きな取り

組みだと思っておりますけれども、平成３

０年度はどのような取り組みをこの中で

されていくのか、具体的にお聞かせいただ

きたいと思います。 

 それから最後になりますけれども、予算

概要の１２６ページから１２８ページの

市民図書館と鳥飼図書センターのことに

ついてお聞かせいただきたいと思います。 

 この施設は、今までは直営でしておりま

したけれども、何年か前に指定管理者制度

が導入をされまして、一度更新もされてお

られます。 

 具体的に、指定管理者制度を導入するこ

とによって、例えば、開館時間が延びたり

であるとか、いろいろな、市民の目線に立

ったときに、利用者の立場に立ったときに、

利便性が向上したというところがあるの

かなと思っておりますけれども、今後、い

ろいろお聞きしていると、図書館の役割と

いったものがだんだん変わってきている

んだというお話がある中で、今後、この市

民図書館、あるいは鳥飼図書センターにど

ういった役割を今後期待されていくのか、

少しお聞かせいただきたい。 

 それと、昨年の４月１日から北摂での広

域利用がスタートいたしました。というこ

とは、例えば、摂津市民の方が北摂のほか

の６市３町の図書館でも利用できるとい

うような形になっているわけでございま

す。そういった広域利用が進むことによっ

て、今どのようになっているのか、今まで

何か変化があったのか、少しその点につい

てもお聞かせいただきたいと思います。 

 以上で１回目、お願いいたします。 

○水谷毅委員長 答弁を求めます。 

 浅田こども教育課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、こども

教育課に係りますご質問にお答えいたし
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ます。 

 まず、平成２９年度補正で、子ども・子

育て支援推進費補助金についてでござい

ます。 

 こちらにつきましては、保育士等の賃金

改善を図るため、制度の内容及び趣旨の周

知や必要なシステム改修等、新たな処遇改

善の仕組みの円滑な施行等を支援するこ

とを目的としております。 

 平成２９年度から保育士等の賃金改善

などを目的に、民間保育施設等への施設型

給付費の算定基礎となる公定価格に処遇

改善加算が新設されたことを受けて、その

積算に対応するため、子ども・子育て支援

システムの改修を行うものでございます。 

 委託業者についてでございますけれど

も、委員がおっしゃいますように、現在導

入しておりますシステムの開発会社に委

託するものでございます。 

 次に、就学前教育事業についてのご質問

でございます。 

 平成３０年度の研修の内容というとこ

ろでございますけれども、こちらにつきま

しては、平成２９年度、愛着障害というこ

とをテーマに、４回研修のほうを実施して

まいりました。 

 平成３０年度も引き続き、愛着障害、そ

の修復のプログラム関係、それから人間の

理解等について認知心理学的手法を用い

て解明すること、それから心の支援等につ

いて、これは和歌山大学の米澤教授に依頼

いたしまして、研修のほうを実施していた

だく予定でございます。 

 以上です。 

○水谷毅委員長 溝口総務課長。 

○溝口総務課長 それでは、嶋野委員から

のご質問にお答えいたします。 

 まず、今回、補正の議案第３５号で計上

させていただいております分でございま

す。 

 こちらにつきましては、小学校施設改修

事業でございまして、鳥飼北小学校の屋内

運動場の改修工事に係るもので、国のほう

で平成２９年度補正予算として先般、内示

のほうを受けましたので、平成３０年度に

繰り越しをさせていただくものでござい

ます。 

 工事の内容でございますけれども、鳥飼

北小学校は、昭和５７年に建築されまして、

３０年以上が経過しております。屋内運動

場は、災害時に避難所としての機能も持ち

合わせていることもあり、今回老朽化対策

として屋上防水、外壁の改修、トイレ改修、

また照明器具のＬＥＤ化もさせていただ

く予定でございます。 

 工事の実施時期でございますけれども、

一般的に長期間にわたる工事、学校施設に

つきましては、夏休み等を利用してさせて

いただくということもあるんですけれど

も、今回、実施設計の中で、学校現場とも

協議させていただきながら、また秋口には

地域の体育祭等も行われるということも

ございまして、そのような事情も勘案いた

しまして、秋口の１０月、２周目以降から

２月までの期間で、現在予定させていただ

いているものでございます。 

 続きまして、新入学用品支給事業のラン

ドセルについてのご質問でございます。 

 こちらにつきましては、昭和４９年から

行っております事業でございます。保護者

の方の負担軽減といったことを狙いとし

てこれまで４０年以上、実施させていただ

いておりまして、保護者の方、またお子様

もこのランドセル配付については、新１年

生を迎えるに当たって、非常に楽しみにし

ていただいているというようなお声も聞
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いております。 

 保護者の方では、３世代にわたって使っ

ていただいているといったこともお話と

しては聞かせていただいているところで

ございます。 

 １年生から６年生の児童が持っていた

だくということなんですけども、実際に、

使い方にもよるとは思うんですが、なかな

か高学年まで使っていただいている児童

の方というのは、数としては少なくて、平

成２８年度にアンケート調査をとりまし

たところ、１年生では利用している方が、

９７％、２年生、３年生と学年が上がるに

つれて、使用率が下がっております。おお

むね３年生ぐらいで７０％で、これはラン

ドセルの耐用年数ということもあると思

うんですが、中学年以上になりますと、皆

さんご自身で市販のスポーツバッグとか、

そういった自分が好んで使われるものを、

購入されるといったケースもあるという

ふうには聞いておりますし、アンケートの

結果にも、そのような数値としてあらわれ

ているのかなというふうに認識しており

ます。 

 委員がおっしゃる質問の内容も十分理

解できるところはあるんですけれども、こ

の事業、４０年以上続けているということ

もありますし、先ほど申しましたように、

アンケート結果等もそうですし、広報でも

取り上げられておりますけども、市民の方

からもおおむね好評で、この事業につきま

しては、今後も我々としては継続していき

たいとは考えております。 

 ただ、時代の情勢に応じて、見直しをか

けることも一方では必要であるかなと思

いますけれども、このランドセルにつきま

しては、現時点では引き続き、継続してい

きたいとは考えております。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 木下子育て支援課参事。 

○木下子育て支援課参事 それでは、予算

書の３７ページの児童虐待防止対策支援

事業補助金に関してのご質問にお答えい

たします。 

 児童虐待に対して、どのようなアプロー

チができるのかが大切であるというご質

問でございましたけれども、虐待の中には、

さまざまな事例がございます。例えばです

けれども、ひとり親家庭の方で、経済的に

非常に厳しい方が、ダブルワークやトリプ

ルワークをせざるを得ない状況で、結果的

に夜間に幼い子どものみお家で留守番さ

せるといったこともございますし、また、

社会的なルールの理解が困難な子どもも

ございまして、また多動であるといった特

性があるような子どももございます。 

 そういったご家庭では、家庭内や外出先、

それから友達関係、また、集団生活などで

トラブルを起こしやすく、保護者の方がつ

いいらいらして手を上げたりといったこ

ともございます。 

 また、保護者の方に精神疾患がおありで、

室内が不衛生な状態となって、ごみが散乱

しておったり、また昼夜が逆転してしまっ

て、子どもも生活リズムが整わずに、親子

ともにひきこもり状態になって不登校等

になってしまうような、そんなケースもご

ざいます。 

 もちろん、指導的、警告的に接していく

必要のある保護者もいらっしゃいますけ

ども、先ほど申し上げたようなご家庭では、

やはり支援的なかかわりが必要であると

いうふうに思っております。 

 このようなご家庭に対しては、関係性の

構築から始まって、保護者の困っておられ

る内容の把握、それからその解決に向けて
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の関係課・関係機関との調整、サービス導

入に向けての手助けや、申請といったケー

スワークが、福祉的な手法が必要となって

まいります。 

 個々の事例ごとに必要な支援は異なっ

てまいりますので、関係課・関係機関で対

応方法を協議し、役割分担を考えて、対応

を行っているところでございまして、担当

者だけ、一つの課だけで完結できるもので

はないというふうに考えております。 

 これらのことから、やはり中心となる家

庭児童相談課では、マンパワーの充実、体

制の整備が不可欠と考えておりまして、楢

村委員のご質問のご答弁と重なりますけ

れども、平成３０年度には非常勤の社会福

祉士１名の予算化をお願いしているとこ

ろでございます。 

 また、増加する児童虐待に対応していく

ため、未然防止の観点が重要と考えており、

データの蓄積をするために、システム改修

等を行って、虐待防止につなげてまいりた

いというふうに考えているところでござ

います。 

 なお、補助金の内訳でございますけれど

も、現在、虐待対応に当たっております社

会福祉士並びに臨床心理士、それぞれ１名

ずつ、それから、平成３０年度に新たに増

員いたします社会福祉士１人分の賃金な

どに充てる予定をしておるところでござ

います。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 野本学校教育課長。 

○野本学校教育課長 学校教育課にかか

わりますご質問にご答弁を申し上げます。 

 まず、魅力ある学校づくり事業にかかわ

りまして、内容、それから補助金の内容等

についてお答えいたします。 

 これまでの不登校対策は、不登校ぎみの

児童・生徒に寄り添うものが多かったので

すが、この魅力ある学校づくり事業は、配

慮を要するわけではない一般生徒にスポ

ットライトを当て、学校生活の瞬間を切り

取って、価値づける、要は学校に行くのが

楽しいと思える生徒をふやす、そして新規

の不登校を生み出さないようにする国立

教育政策研究所の研究事業でございます。 

 具体的には、生徒が主体的に取り組むこ

とのできる授業や、わかる授業をふやす取

り組み、小・中連携による取り組みで、生

徒の自己肯定感を高める取り組みでござ

います。 

 今年度と昨年度、第五中学校がこの研究

に取り組み、魅力ある学校として効果を上

げているところです。 

 その取り組みを市教委が全校に広める

上で先行して取り組んでいる他府県の取

り組みを参考にするため、年に４回ほど東

京で開催される研究会に参加するための

交通費、取り組んだ内容を啓発するための

リーフレットの作成に係る印刷製本費等

の全額が国から補助されるというもので

ございます。 

 続きまして、学校部活動等助成事業に係

るご質問でございます。 

 これまで外部指導者の派遣により、技術

指導を行い、その部活動の経験がない顧問

教員の負担軽減ですとか、指導スキルの向

上につながっていくような形で進めてま

いりました。 

 今回の事業により、新たに部活動指導員

というものを派遣しようと思いますが、こ

ちらのほうは教員の負担軽減が主になり

ますので、顧問教員にかわって指導ができ

るというふうなことでございます。 

 次年度は両方の側面を進めていきなが

ら、やがてはこの部活動指導員にシフトし
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ていくような形も考えながら取り組みを

進めていければと考えております。 

 続きまして、小学１年生等学級補助員の

効果検証の件でございます。 

 同補助員を配置以降、本市の１年生の多

くが落ちついて学校生活を送れるように

なっていると捉えております。 

 ただし、小学１年生等補助員ですので、

校長の裁量により、他の学年での効果的な

活用も求められているところではござい

ますが、子どもたちも、保護者も担任も、

１年生は２人体制というような、少しニュ

アンスの違う捉え方であったり、固定観念

にとられているところも見受けられ、他学

年での活用頻度はそれほど多くはないの

が現状でございます。 

 また、１年生の担任が補助員にさまざま

なことを依頼するというか、委ねるケース

もあり、経験の浅い担任の指導力を磨く機

会というのが少し失われているといいま

すか、減っているような状況があるのでは

ないかと考えているところでございます。 

 また、先ほどからいろいろご質問いただ

いています市の学力定着度調査では、３年

生や４年生の中学年に課題があるという

こともあり、今回の調査のことも踏まえて、

この小学１年生等学級補助員のあり方と

いうのは、改めて見直しをしていかなけれ

ばならないなと考えているところでござ

います。 

 それから、学力向上推進事業にかかわり

ます摂津ＳＵＮＳＵＮ塾の件でございま

す。 

 施策といたしましては、近隣の自治体で

は余り多く実施されているものではござ

いませんので、目玉のように捉えていただ

いているところはありがたいと思ってい

るところがございます。これは、子どもた

ちの学習習慣や学習意欲の側面からのア

プローチでございまして、本市の学力向上

の中核を担うというようなところまでは

考えてはおりません。あくまでも、学力向

上の中心は、やはり学校の授業づくりにあ

ると考えております。摂津ＳＵＮＳＵＮ塾

の情報等を教員がさまざまな形で生かし

ていくことは、もちろん大切なことだと思

いますが、やはり日ごろの授業づくり、授

業の展開ですとか、指示、発問、板書、評

価、そういったことを永遠の課題として教

員の力を育み続けることが学力向上の中

核であろうと考えております。 

 それから最後に、中学校の教育用パソコ

ンにかかわりまして、既に小学校に配置し

ておりますタブレット型パソコンの効果

等についてお答えいたします。 

 平成２８年度の３学期に小学校に４５

台ずつのパソコンを導入いたしまして、今

年度が実質活用の１年目のような状況で

ございます。 

 子どもたちの声といたしましては、楽し

く取り組める、繰り返し取り組める、動画

が撮れるので、何度も見られてわかりやす

いなどのような肯定的な声が多く聞かれ

ているところです。 

 教員のほうですが、実験などの振り返り

に有効、子どもたちの関心度が高まるなど

の声が上がる一方、活用に関して、少し抵

抗感があって、なかなか積極的に使うのに

は至っていないというような声も聞かれ

るところでございます。 

 これらの課題も踏まえながら、教員の活

用力は年々高めていけるように、研修等を

繰り返し行っていければと考えています。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 奥野学校教育課参事。 

○奥野学校教育課参事 それでは、学校教
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育課の多忙化解消にかかわりますご質問

にお答え申し上げます。 

 平成２９年度、小・中学校における学校

業務の工夫改善や効率化を図り、教職員の

負担感の軽減、また子どもとかかわる時間

をふやすために、業務改善検討委員会を開

き、今年度末までに３回実施いたしました。 

 その中で、長期休業中に教職員に向けて

６月の１か月間における勤務実態アンケ

ートを実施いたしました。そこからわかっ

たことを申し上げます。まず、小学校の教

員におきましては、勤務時間外に行った業

務で、多かったものが上から順番に、授業

準備、事務処理、保護者対応という答えが

出ました。中学校教員におきましては、授

業準備、事務処理、そして部活動の指導と

いうアンケートの結果が出ました。 

 また、それぞれが負担感を感じている業

務につきましては、小学校においては事務

処理、校内での会議・研修、職員会議とい

う結果になりました。 

 中学校におきましては、今申し上げた３

項目に加えまして、定期考査の作成や成績

処理等の答えが出ました。 

 この結果を受けまして、また他市の状況

も調べたこともあり、スクールサポートス

タッフの配置を検討し、平成３０年度から

３校に配置することといたしました。 

 ただし、この配置につきましては、本当

に多忙化解消になるのか、効果検証が必要

だと考えており、検証につきましては、平

成３１年度に行うつもりでおります。 

 また、引き続き教員の多忙化解消に向け

た取り組みも進めていく予定でございま

す。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 石原教育総務部参事。 

○石原教育総務部参事 それではまず、大

阪府新子育て支援交付金の内容について

でございます。 

 この交付金につきましては、大阪府の子

ども総合計画の目標達成に向けまして、市

町村が地域の実情に沿って取り組む事業

に支援するために交付されているもので

ございます。 

 対象事業としましては、大きく２つあり

まして、まず優先配分枠というのがござい

ます。こちらのほうにつきましては、府が

別に定めるモデルメニューというのがあ

りまして、例えば障害のある子どもの支援、

また児童虐待防止の取り組みなど、大きく

６項目あるんですけども、その事業に当て

はまるものに、１事業５００万円を限度と

して、２事業まで交付されるという形にな

っております。 

 もう一つが、成果配分枠事業としまして、

市町村が実情に沿って取り組む事業とい

うことで、本市では子ども医療費助成です

ね、そちらのほうに充当をさせていただい

ております。 

 さきの優先枠配分につきましては、これ

までと同じように家庭児童相談室の運営

事業でありましたり、教育相談事業、障害

児保育運営事業等に充当しているもので

ございます。 

 それと、ファミリーサポートセンター運

営事業でございます。現状としましては、

会員合計が直近で２９９名となっており

ます。会員数につきましては、援助会員も

若干ふえてきている状況ではございます

が、先ほど委員がご指摘のとおり、活動回

数につきましては、平成２７年３月が３３

７回、それに対しまして、平成２８年３月

が２４３回、平成２９年３月が１８７回と、

減少している状況でございます。やはり、

この制度の最初に、それぞれ援助会員と依
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頼会員のマッチングというんですかね、事

前のやはりそういうふうなものが少しネ

ックになっているのかなというふうには

感じております。 

 現状で、活動として一番多いのが、２歳

児に対しての園へのお迎え、預かり、家庭

への送り、その件数が一番多い状況になっ

ております。 

 あと、援助会員についても、若干ふえて

きておるんですけども、地域別で見ますと、

援助会員のみの方がおられない地域もご

ざいます。そういうところを今後、やはり

ふやしていかないといけないのかなと思

いますし、利用者の要望としましては、や

はりちょっと難しいんですけども、病児で、

先ほど言われました突発的に入るかもし

れませんけども、そういう対応という声も

多くございまして、援助会員の中には、保

育士の資格を持っている方、また教諭の資

格を持っている方もおられます。残念なが

ら、看護師の資格を持っている方はおられ

ませんので、そういう方面からいろいろ検

討していくということも、やはり必要にな

ってくるのかなと思っております。 

 具体的に、平成３０年度につきましては、

やはりそれらのさらに分析と、これまでい

ろいろと広報活動をしてきましたけども、

先ほど申しました地域別にもう少ししっ

かりと取り組むであるとか、他市の状況、

どういうふうに活動しているのか、その辺

も含めまして、活動回数の向上と、現状の

制度の中でしっかりと充実を図ってまい

りたいと考えております。 

 以上です。 

○水谷毅委員長 柳瀬生涯学習課長。 

○柳瀬生涯学習課長 それでは、図書館に

関しますご質問に関してご答弁させてい

ただきます。 

 まず、市民図書館、鳥飼図書センターが

今後どういった役割を担っていくのかと

いうことに関しましてでございます。 

 まず、図書館本来の求められる役割とい

たしましては、２点ございまして、１つは、

資料収集です。 

 行政でないと保存できないような文書

とか、そういったものを収集して、広く市

民にそれを活用していただく。もう一つは、

リファレンス、つまり調べ物ですね、何か

日常生活、もしくは学習の中で疑問に思う

ことを図書館に行って、さまざまな文献を

ひもといて調べると、この２つの機能が本

来の図書館の機能であり、今後もこれにつ

いては、芯としてしっかりとやっていきた

いと考えておりますが、特に、調べ物に関

しましては、もうほとんどインターネット

にとってかわり、非常に調べものをすると

いうために図書館を使うことは低下して

いると考えております。 

 本市の貸出冊数は増加傾向にあります

が、全国的には、やはり貸出冊数は減少傾

向にあります。これは、やはり調べ物がイ

ンターネットで手軽にできるという時代

になったことが原因だと考えております。 

 そういった中で、図書館におきましては、

今後、新たな役割を求められているという

のは、委員がご指摘のとおりでございます。 

 本市といたしましても、指定管理が持っ

ているノウハウを生かしまして、さまざま

な将来展開を考えております。 

 １つは、子育てをテーマとしたものでご

ざいます。 

 従来の、単に絵本があるだけというので

はなくて、積極的なお話し会であったり、

小さいお子様連れでも利用しやすいよう

な図書館環境の構築ということを考えて

おります。 
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 特に、本市におきましては、ぬいぐるみ

のお泊まり会という、先進的なイベントを

実施させていただいておりまして、非常に

好評をいただいております。 

 そういったことで、子育てに着目した図

書館づくり、もう一つは、これまで余りな

かった考えですけども、地域コミュニティ

の核としての図書館というものもござい

ます。 

 図書館というのは、単に個人で利用する

だけのものという考えが今までございま

したが、これからは、集う図書館というも

のを求められていると考えております。 

 そういった中で、本市といたしましては、

ライブラリーコンサートということで、図

書館で音を出すというのは、今まである意

味タブーであったんですが、そういった音

を出すようなイベントであったり、またビ

ブリオバトルという書評合戦ですね、こう

いったもので、観客に来ていただいて、よ

り図書館に親しんで、図書館に気軽に行こ

うというふうに思えるような図書館づく

りというものを目指していきたいと思い

ます。 

 今後も、新たな視点を取り入れ、より親

しみのある図書館づくりを目指してまい

ります。 

 続きまして、北摂７市３町の広域利用に

ついて、今後どういうふうになっていくの

かというところについてご答弁させてい

ただきます。 

 まず、昨年７月１日より、北摂７市３町

で、それぞれの全ての市町に在住している

方であれば、貸し出しができるということ

で、広域利用を開始しております。 

 約半年経過しておりまして、現時点で７

月から１２月までの半年分の利用結果が

出ておりますので、まず、そちらのほうを

ご紹介をさせていただきたいと思います。 

 全体といたしましては、貸出冊数が１４

万３，５２２冊となっております。そのう

ち、摂津市にかかわる部分でございますが、

まず摂津市に住んでいる方が他市町の図

書館に行って借りられた冊数でございま

すが、９，３９９冊、そのうち７，５５６

冊が吹田市、続いて茨木市が１，５０３冊、

あとはその他の市町となっております。 

 また、他市町の方が摂津市の図書館で借

りられた冊数でございますが、合計で３，

７０４冊、一番多いのが吹田市の方がご利

用いただいたもので、３，３２３冊、続い

て茨木市の方が２１９冊となっておりま

す。 

 まだ、実施してから半年ということで、

まだその周知のほうはできていないかと

思いますが、これまで他の地域などの利用

傾向から考えまして、今後、より増加する

ものではないかというふうに考えており

ます。 

 そういった中で、今後どういうふうにな

っていくかということでございます。他市

町で借りることができるということは、単

に便利になったということだけではなく、

地域を含めての読書活動の向上に効果が

あるのではないかというふうに考えてお

ります。 

 また、これまで市単独では、どうしても

図書購入費の上限がございますので、どの

分野も満遍なく蔵書するということにな

りますので、ある意味、広く浅く蔵書して

いる状況でございます。こういったものが、

他市町と連携することによりまして、例え

ば、この市ではある特定の分野に特化した

ような図書館、この蔵書を調べるには、あ

そこの図書館に行けばいいというような、

地域で特色のある図書館づくりが可能に
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なるかというふうに考えております。 

 いずれにいたしましても、市民を初め、

地域全体として図書環境が向上いたしま

すことは、昨今言われております読書離れ

に対応するものであると考えております。 

 今後も、より読書環境向上するように、

各市とも連携をとり、より効果のある広域

利用を目指してまいります。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員長 暫時休憩します。 

（午後４時４０分 休憩） 

（午後４時４１分 再開） 

○水谷毅委員長 再開します。 

 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 まず、議案第９号所管

分のほうは、よくわかりました。ありがと

うございます。そのシステムの改修につい

ても、今までの業者でやったということに

ついても、そのとおりだろうなと思います

ので、この点については理解をいたしまし

た。 

 議案第３５号所管分のほうなんですけ

れども、内容はわかりました。時期につい

ても、現場とお話をされたということです

よね。そこについてはわかりました。 

 これは関連質問になるかもしれません

けれど、以前、鳥飼北小学校の体育館で、

ちょっと何かは覚えてないんですが、たし

か電気か何かがちょっとふぐあいが起こ

って、体育館が使えないような状況になっ

たということがあったそうなんですね。 

 要は、その体育館の中で、例えば体育の

授業をやったりとかいうことができなく

なったと。そのときに、私は緊急の話でご

ざいますので、もうすぐに学校の判断で対

応すればいいんだろうなと思ったんです

けれども、何か少し時間がかかって、しば

らくの間使えないというようなことがあ

ったようなことをお聞きしたことがあり

ます。 

 このような防水であるとか、そういう大

規模な改修ということについては、当然、

期間をとってやっていくということにつ

いては、よく理解できるんですけれども、

しかし、実際にちょっとしたことができれ

ば、子どもたちの授業に支障を最小限にと

どめられるようなことについては、それは

現場の判断というかで、やっていけばいい

のかなと思っておりますが、その辺につい

ては、どのように今はされておられるのか、

少し参考までにお聞かせいただきたいと

思います。 

 それから、児童虐待の話で、課参事から

支援的なかかわりが要るケースが大変に

多いんだというお話がございました。 

 実際に、平成３０年度からは非常勤の社

会福祉士の方をお一人増員をされて、対応

していくというお話でしたよね。 

 ２回目にお聞きしたいのは、今までの虐

待に対する取り組み、アプローチというの

は、基本的に何か通報があったりして、そ

れに対して現場に赴いたりしていくとい

うことでしたよね。そこは変わりないのか

ということなんです。 

 私は、確かに、それは大事だと思ってい

ます。ただ、今の社会の流れから見て、き

ょうも新聞では虐待の件が出ていました

よね。毎日のように、本当に出てくるよう

な状況の中で、どんどんと通報するケース

もふえてきている。となってくると、これ

は私、逆のことが起きてくるんじゃないか

なと。どういうことかというと、今までよ

りももっと密室で虐待が行われる可能性

も出てきているんじゃないかなと思うん

です。 

 となると、全体として、通報の数はふえ
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たとしても、外から見えなくなってくるよ

うなケースも出てくるんじゃないかなと。

ということは、それを防ぐためにはどうい

うことかというと、例えば、ちょっと所管

は外れますけれども、赤ちゃんが生まれた

ら、保健師の方が全戸訪問をされて、いろ

いろとアプローチをされたりというよう

なことがありますよね。 

 私は、児童虐待を防いでいくという観点

からしても、そういう取り組みをもっとも

っと、みずから地域に赴いて、あるいは家

庭に赴いて、実際にお声を聞くとか、子ど

もの顔を確認するとか、そのような取り組

みが今後求められてくるんじゃないかな

というように思っているんです。 

 その点について、今後の長期的な流れと

して、どのようにお考えなのか、少し再度

お聞かせいただきたいなと思います。 

 それから、魅力ある学校づくりのことで、

不登校への対策ということでお聞かせい

ただきました。不登校ぎみの子どもに対し

て、寄り添うということではなくて、もっ

ともっと子どもが学校へ行くのが楽しい

と思うような取り組みをしていこうと。そ

のことによって、結果として不登校を防い

でいこうという取り組みだと思うんです。

それは大変にすばらしい取り組みだなと

いうように思います。 

 実際に、第五中学校でされておられるん

ですよね、同様の取り組みを。それを国の

ほうでも評価をしていただいて、広めてい

こうということなんだろうと思っている

んですが、じゃあ具体的に第五中学校の中

で、数字として何か改善が見られたのか、

ちょっとその点についても２回目お聞か

せいただきたいなと思います。 

 それから、大阪府新子育て支援交付金の

ことにつきましては、基本的には、平成２

８年度も恐らく平成２９年度も、いわゆる

優先配分枠の中での取り組みをされてこ

られましたので、同様のことをされるのか

なというふうに理解をしておりますし、し

っかりとそういったことについても活用

していただきたいなというふうに、これは

要望として申し上げておきたいと思いま

す。 

 それと、ファミリーサポートセンター運

営事業のことなんですけれども、部参事に

答弁をいただきまして、本当にいろいろと

お考えいただいているなと。状況について

も、詳細なところまで分析をしていただい

て、取り組みをしていただいているなと思

うんです。 

 私も、この点についてはいろいろ問題意

識を持っておりまして、いろいろ調べてみ

ました。すると、このファミリーサポート

センターの中で、基本事業を取り組んでい

る市区町村が８３３あるそうです、平成２

８年度の実績として、病児緊急対応強化事

業といったことを取り組んでいる市区町

村が１４５市区町村あるそうなんです。今、

吹田徳洲会病院ができて、病児保育という

ことについては、今までと比べると相当に

進んできているのかなと思うんです。 

 となってくると、やはり緊急の案件に対

して、どう取り組んでいくのかということ

について、摂津市としてやっていくのかど

うかということなんだろうと思うんです。 

 ただ、その一方で、この行政が社会福祉

協議会にお願いをしてやっているファミ

リーサポートセンター運営事業だけじゃ

なくて、民間でもいろいろな取り組みがな

されるようになってきたと思います、設立

当初から比べると。そういったことを考え

たときに、摂津市全体として、そういった

環境が整っていると考えているのか。その
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点について、もう少し幅広く検討していた

だいて、本当に摂津市として、この社会福

祉協議会にお願いしているファミリーサ

ポートセンターの取り組みとして、緊急対

応の強化ということについて、どうしてい

くのかということについても考えていく

必要があるのかなというように思ってお

りますし、ただ、それをしないとなっても、

具体的に援助会員がいないような地域も

あるということもございますし、あるいは

実際に、看護師の資格を持った方がおられ

ないというようなことを実際の、それ以外

の具体的な課題も見えてきているわけで

ございますので、その点については、もう

少し、細かいとこになるかもしれませんけ

れど、幅広いアプローチをしていただきた

いなというように思っているところでご

ざいます。 

 それができたならば、本当に緊急事案に

ついても、フェース・ツー・フェースでで

きるような感覚もできていくのかなとい

うふうに思っていますので、ぜひその点に

ついては、いわゆる幅広い援助会員の増と

いうか、それをしっかりと取り組んでいた

だきたいなと思いますし、今後のこの３０

０万円ほどの予算をかけているわけでご

ざいますので、摂津市としてのこの事業に

対する考え方も、私はそろそろ整理をする

時期に来ているのかなと思っております

ので、これも要望としてお願いをしておき

たいなというように思います。 

 それから、新入学用品支給事業でござい

まして、実際アンケートをとっていただい

たんですね。１年生で９７％の児童が使っ

ているということで、だんだんとやはり学

年を追うにつれて減っていくということ

については、そのとおりなのかなというよ

うに思っています。 

 そもそもの話をさせていただくと、やは

りお父さんお母さん、あるいは、おじいち

ゃんおばあちゃんに買ってもらったもの

というのは、大切にするんだろうと思うん

ですよ。しかし、やはりただで支給をされ

たものというのは、それはもらったとき、

うれしいかもしれないけれども、やはり大

切に、じゃあどっちが使うねんとなってく

ると、やはり私は支給されたものというの

は、どうしてもそういう気持ちといったも

のが弱いんじゃないかなと。これは一般的

な話でありますけど、そう思うんですね。 

 これは、三好俊範委員もさっきおっしゃ

っておられましたけれども、摂津市は、人

間基礎教育という、私は大変すばらしい考

え方だと思います。その中で、節約という

か、物を大切にしていきましょうというよ

うな教えもあるわけでありますから、やは

りこれを支給する。それだけじゃなくて、

折々の学校現場の中で、物に対してももっ

ともっと大切に使っていこうよというこ

とを徹底して、これは強制じゃありません

けれど、６年生まで絶対持てよというわけ

じゃありませんけれど、でも、やはりそう

いう子どもたちの気持ちが自然と起こっ

てくるような取り組みも合わせてやって

いくんであれば、私は今までどおり全員の

皆さんに対して支給をしていくといった

ことはあるのかなというように思います

んで、いま一度、ただ、昭和４９年から始

められて、４０年以上の取り組みで、３世

代以上の方が同じようにかばんをもらっ

て通学していたということで続けていく

というわけではなくて、本当に教育効果の

あるような取り組みを、ぜひこれはお願い

をしたいなと、要望として申し上げておき

たいと思います。 

 それから、学校部活動のことなんですけ
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れど、具体的に教員の負担軽減ということ

で、教員にかわって指導していくというこ

とになっているわけですよね。そうなって

きたときに、本当に、例えば、この中学校

で、この教育の指導者が、派遣してもらい

たいというときに、ぱっと見つかるのかな

ということが、私は大きなポイントだと思

っています。 

 となってくると、例えば、いわゆるスポ

ーツの指導であるとか、行っているような

業者の方に外部委託をするような形でや

っていくということが今後あるのかなと

思っておりますが、具体的に今後、この取

り組みはどのように進んでいきそうなの

か、再度お聞かせをいただきたいなという

ように思います。 

 それと、小学１年生等学級補助員の話な

んですけれども、私は、課長が答弁してい

ただいた中で、１年生は２人体制なんだよ

ということが何か当たり前のように考え

ているとこもあるんだと、そこが私は非常

に大きな問題じゃないかなと思っている

んです。 

 というのは、当然、私も子どものときが

ありましたから、私が子どものときは別に

１年生であっても先生は１人やったと思

います。物すごく覚えているわけじゃあり

ませんけれど、絶対２人ではありませんで

した。 

 しかし、ここ１０年間ほど、学級補助員

は１年生のそれぞれの学級でついていた

だくもんだといったことが定着をしてい

った。そしたら、例えば、３年後に、この

制度はやめますよと、１年生の学級につい

ても担任の先生は１人でしっかりと見て

くださいね、果たしてそういったことがで

きるのかということなんです。 

 つまり、私は、この学級補助員等制度と

いうのは意味のあったことだと思います。

小１プロブレムということを考えたとき

には、非常に大きな効果も上げてきたと思

っていますけれども、しかしそのことによ

って、学校の先生方の指導力の低下という

ことにつながっているんであれば、これは

また違った角度からの検証も要るんだろ

うというように思っているんです。 

 そこで、提案じゃないんですけれども、

参考までに申し上げたいことは、宮崎県の

日南市というところで、これは幼、小、中

の一貫校という取り組みがされているそ

うです。 

 これは、要は幼稚園なり保育所、保育園

に通っている子どもが、小学１年生に上が

ってきますよね。まだ、例えば、平仮名な

んか習っていないような状況で上がって

くる子もおれば、もう平仮名も片仮名もわ

かっているし、ある程度の足し算、引き算

もできるという状況の中で上がってくる

子どももいるわけですよね。そういったば

らつきがあるというところが、非常に難し

い原因になっているんじゃないかなと思

うんですよ。 

 この日南市の取り組みというのを拝見

しておりますと、もう実際に、いわゆる年

長といわれるある程度の時期になると、小

学校の先生が行かれて、平仮名なんかも教

えているみたいなんですね。ある程度のレ

ベルまでそろえて、小学１年生に上がって

くるような、そういった取り組みも見られ

るようになっているそうです。 

 それから、これは長野県の茅野市という

ことであるんですけれども、特に保育所、

保育園なんかに行くと、お昼御飯を食べた

り昼寝の時間ってありますよね。でも、小

学校に行ったらそんな時間ありませんよ

ね。ということで、これもある時期から、
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その昼寝の時間をなくそうというような

取り組みもしているそうで、これは小学１

年生に上がったときに、スムーズに授業に

取り組めるというか、子どもの集中力が続

くような取り組みということでやってい

るそうでございます。 

 つまり、いろいろな工夫をされた取り組

みがある中で、この小１プロブレムという

問題について、全国的にアプローチをして

いるわけです。 

 摂津市がやってきたことは、先ほど申し

上げましたけれども、私は評価もしており

ます。だからといって、今のやり方がベス

トではないんだと、いろんな取り組みをや

はり勉強していただいて、研究していただ

いて、本当にどういった取り組みがいいの

かということについても、私はいま一度見

直しいただくような時期じゃないかなと

思っていますので、この点についても要望

として申し上げたいと思います。 

 それと、摂津ＳＵＮＳＵＮ塾のことなん

ですけれども、確かに学習習慣、学習意欲

を高めていくということでありまして、こ

れは主な授業の取り組みじゃないんだよ

ということについては、そのとおりでござ

いまして、あくまでも指導していただく先

生方の授業づくり、指導力の向上というこ

とですよね。なので、貪欲にこの塾の先生

の指導を学んでいただきたいんですよ。 

 ちょっとお聞きしたいのは、もう既にこ

の摂津ＳＵＮＳＵＮ塾という取り組みは

始まっていますよね、平成３０年度は拡充

でありますから。実際に学校の先生方が、

その塾の先生に指導について学ぶような

ことがあったのか。その点について、つか

んでいるとこがおありでしたらお聞かせ

いただきたいなと思いますし、私は、そう

いう意味からもこの取り組みは考えてい

くべきであろうと思っていますので、少し

その点について、再度お聞かせをいただき

たいなというように思います。 

 それから、スクールサポートスタッフの

ことでございまして、小学校・中学校の先

生方にアンケートもとっていただいたと

いうことで、よくわかりました。 

 ちょっと私は、答弁をお聞かせいただい

て、残念だなと思ったのが、中学校の先生

で定期考査をつくることが負担なんだと

いうお話があったと思うんです。確かに事

務的には負担なのかもしれませんけれど、

しかし、定期考査をつくるということは、

当然、指導の中の一環でありますし、その

ことによって子どもの学力をはかる、それ

とあわせて、自分自身の指導力が果たして

どうなのかということについても、はかる

非常にいい機会なんだろうというように

思っていますので、私はむしろ定期考査を

つくるということに負担感を感じるとい

うことにちょっと違和感がありますし、何

かそのこと自体に、何か問題を含んでいる

のじゃないかなと思うところがございま

す。 

 いろいろな事務的なところについては、

これは私の質問じゃありませんけれども、

学級だよりであるとか学校だよりについ

ても、こういう取り組みを活用して作成し

てもらうというようなことで、事務的には

軽減が図れるんだろうと思っております

けれども、このことがやはり先生が子ども

と向き合う時間であったりとか、あるいは

みずからの指導力を上げていくようなと

ころにつながっていくように、ぜひしっか

りと取り組んでいただきたいと思ってい

ますし、平成３１年度に検証するというこ

とでございますので、その点についてはし

っかりと検証していただいて、また今後の



- 72 - 

 

取り組みについても、鋭意ご努力いただき

たいと思うところでございますので、よろ

しくお願いいたします。 

 それから、中学校のコンピューターのこ

とでございまして、小学校での子ども、そ

してまた先生方へのアンケートもとって

いただいたと、その内容についてもお聞か

せいただいたところであります。 

 せっかくこれは先生方にとって大きな

可能性を秘めたものだと思っております

ので、そのことが逆に負担にならないよう

に、しっかりと研修もしていただきたいと

思っているとこでございますので、よろし

くお願いいたします。 

 それから、就学前教育推進事業でござい

まして、愛着障害の修復に対するプログラ

ムについても研修していくということで

すよね。従前から言われてまいりましたけ

れども、摂津市の子どもたちのいろいろな

現状があるわけなんですけれども、その中

で、教員組合の皆さんもおっしゃっておら

れるし、私もこれは大きな問題だなと思っ

ているところが、自尊感情の問題なんです

よ。 

 そこら辺のことについて、そう一朝一夕

に改善できるものじゃないと思っていま

すが、しかし、そういう取り組みをしっか

りと意識していただいて、取り組んでいた

だきたいなと。 

 それと、これは以前に申し上げたんです

けれども、そのことについて、幼稚園の先

生であったりとか、小学校の先生であった

りとか、現場の皆さんだけじゃなくて、家

庭にもさらに意味があると思っているん

ですよ。 

 これは以前に言ったかもしれませんけ

れど、児童・生徒はそれぞれ名前がついて

いますよね。その名前の由来について親に

聞いてきて、小学校で何か書くような授業

があったりするわけですよね。 

 この目的は何やというと、親は当然、子

どもが生まれたときにはいろんな思いを

込めて、こんな子になってほしいな、いろ

んな思いを込めて名前をつけるわけです

よね。そういったことを聞くことによって、

僕は、私はこんなに大事にされているんだ

なということを子どもたちが感じられる

ような、そういう目的を持った取り組みで

やられていると思うんです。 

 実際にそういうことをされているんで

すけれども、そのことが本当にそれぞれの

ご家庭に伝わっているのかということを

考えていくと、決してそうではないと、そ

んなこと忘れたわというようなことを、私

は実際に聞いたことがあって、非常に残念

に思ったことがあるんですけれども、ぜひ

そういったところにまで広げていただく

ような取り組みを今後期待をしておりま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、図書館の件について、よくわ

かりました。ありがとうございます。図書

館は、本を利用した公民館みたいな感じに

なっていくんだなということについてよ

くわかりましたし、広域利用についても本

当に、私の当初の予想以上に多くの方がご

利用されているんだなということについ

ても理解ができましたので、これは非常に

利用者の立場に立っても、非常に大きなメ

リットのある取り組みだなと思っている

ところでございますので、ぜひまたこれは

さらによりよいものになるように、ご努力

いただければなと思っているところでご

ざいます。 

 ２回目は以上です。 

○水谷毅委員長 本日の委員会は、この程

度にとどめ散会します。 
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（午後５時２分 散会） 

 

 

 

 

 

 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。 

 

 文教上下水道常任委員長 水谷  毅 

 

 

 文教上下水道常任委員  藤浦 雅彦  

 

 

 


